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ご利用時の注意について

刊行物の発行後に史跡説明板の移股や撤去、文化
財登録の解除等があり得るため、現状との相違があ
る場合があります。

参考賓料としてご利用になる際には、現状との相
違を確認する必要があるため、下記までお問い合わ
せください。

（問合せ先)5608-6310生涯学習煤文化財担当
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凡例一

纏色の文字の場所は非公開のため、具体的内容は刊行

物等をご覧ください。

移動時間は単純に移動するのに要する時間。 （見学時間

等は含みません） ，

コースは一例です。ご自由に散策ください。

園横綱2亀沢も両国｡三ス(97~11濱）
一一 一一

鰯 立花・立花コース (60～68頁）文化財めぐりの各コース
■■I ■’ 養灘j職謝謝: :#蕊醐！臘購聯碓農董ず拳~~~~~ ~~ ~~~~~ ~~ ~ ~ ~ 諄朧雪蕪癖溌禰国鰯砿鞍離策泌讃ず差

(※画色の文字の場所は非公開）

(両国駅西口）→1 .両国国技館→2．舟橋聖一生誕の

地→3． ｜日安田庭園→4．震災慰霊堂（本所被服廠跡）

→5．復興記念館→6．葛飾北斎生誕地→7．河竹黙阿

弥終焉の地→8．三遊亭円朝の旧居跡→9．野見宿禰神

社→10．津軽家上屋敷跡→11．江川太郎左衛門終焉の地

→12．江戸東京博物館→13．榛稲荷神社→14．殉職者の

碑→15．芥川龍之介文学碑→16．勝海舟生誕地→17.尺

振八の共立学舎跡→18．塩原橋→19．本所松坂町吉良邸

跡→20．与兵術すし発祥の地→21.大高源五の句碑→22．

花火資料館→23．回向院→24．芥川龍之介生育の地→25・

斎藤緑雨の旧居跡→（両国駅西口）

(小村井駅北口）→1 ．埋蔵文化財展示室→2． すみだ

環境ふれあい館→3．香取神社→4．大沢梅次郎像→5．

吾嬬神社→6．慈光院→7・長友家→8．大井戸稲荷神

社→9．北向地蔵→10．東漸寺→11．白髭神社→12．立

花大正民家園→（平井駅西口）

閥墨田。堤通ﾖース（1～17頁）

~＝ ~ … 一睡-副職潅霊-元ま_二三一重～中世の隅田宿界隈を散策します～

(堀切駅）→1 ．鈴木家住宅→2．鐘紡発祥の地→3．

鐘淵の由来説明板→4．多間寺→5．圓徳寺→6．成林

庵→7．正福寺→8≦下稲荷→9．榎本武蝪像→10．木

母寺→11．隅田川神社→12,近代映画スタジオ発祥地→

13． 白鬚橋→14．岐雲園跡→15”啓運閣教会→16．玉の

井稲荷神社→17．子育地蔵→18．第六十八番札所→19，

隅田稲荷神社→（鐘ヶ淵駅東口）

|豆じてん：板碑’

皿園 ＝境内あるいはその周囲にトイレがあります。

、緬閻＝「すみだの文化財マップ」に印されている

番号です。

【報告書】＝『墨田区の文化財調査報告書j I～Xに詳

細が記されています。

【文化財】＝『すみだの文化財』の該当頁に概要が記さ
れていますO '

【集成】 ＝『墨田区古文書集成』 I～V集に収録され

ています。

厩ごID=(信号の名称）

〔1〕 ＝屋内に収蔵されている文化財は〔 〕内に

数字で表記します。

(1) .①＝屋外で見学できる文化財は（ ）内あるい

|豆じてん：隅田？墨田？’

凋押上｡京島ｺース（龍~74頁）
ー

~一-一"一一一宇ﾏ･一~ー－－＝‐ー〒了品_-J~.~ーー一－一一一ーーー‐

~i旧蝋撫1lii(沿いを散策 ~~ ~ ~します～

(曳舟駅東口）→1 ．高木神社→2．正円寺→3．円通

寺→4．飛木稲荷神社→5．高松プロダクションの跡→

6．キラキラ橘銀座通り→（京成曳舟駅東口）

l豆じてん：隅田川七福神めぐり!'豆じてん：本所と向島I

|豆じてん」本所七不思議’

腿錦糸｡江東橋コース(117~123頁）~ ~~函向島｡東向島コース（18~54頁）~ ~~~
■ ～錦糸町界隈巻散策し拳霧～ ’

~ ~

1

～寺島・玉の井~~ ~~ を含む向島全域を散策します～

園吾妻橋東駒形･本所･石原コース(だ-8順） (錦糸町駅南口）→1 。伊藤左千夫の住居跡→2．錦糸

堀公園→3．田螺稲荷神社→4．江東観音→5．芥川龍

之介文学碑→6．江東橋二丁目遺跡→7．津軽稲荷神社

→8．錦糸町駅北口遺跡→9．すみだトリフオニーホー

ル→10．錦糸公園→（錦糸町駅北口）

(曳舟駅西口）→1 ．ユートリヤ→2．カ石→3．鈴木

家→4．鈴木家→5。幸田露伴の校歌→6．蓮花寺→7．

向島百花園→8．法泉寺→9･佐原家→10． 白鬚神社→

11．旧墨堤の道→12．子育地蔵堂→13．幸田露伴の蝸牛

庵跡→14‘歌川豊広辞世狂歌碑→15．海稟園の跡→16．

墨堤の桜→17．桜橋→18．長命寺→19．弘福寺→20．三

囲神社→21． すみだ郷土文化資料館→22．言問橋→23．

牛嶋神社→24．水戸徳川家下屋敷跡→25ゞ富田木歩終焉

の地→26．堀辰雄の住居跡→27．常泉寺→28．森鴎外住

居跡→29．秋葉神社→30．松本家→（曳舟駅西口）

|豆じてん:室埋罰l豆じてん：うまいもの’

~~~ ~

墓鴻圃川獅､濯溌蕊莚まず墓 ■
~~~~~

は○内に数字で表記します。
(本所吾妻橋駅西口または浅草駅隅田公園口）→1 ．勝

海舟像→2．枕橋→3．浩養園→4・如意輪寺→5．情

雄寺→6．天祥寺→7．妙縁寺→8．福厳寺→9．桃胄

寺→10．篠塚地蔵→11．明徳資料館→12．華厳寺えんま

堂→13．源光寺→14．牛嶋神社御旅所→15．能勢妙見堂

→16．殉職慰霊篠→17．松倉米吉の|日居跡→18．栗本鋤

雲の旧居跡→19．徳山稲荷神社→20．蔵前橋→21．村松

志保子の産婆学校跡→22．厩橋→23．木村義雄旧居跡→

24.本久寺→25．駒形橋→（本所吾妻橋駅西口）

|豆じてん：レガッタ’

~ ~ ~~|豆じてん：区のマーク’ ~ ~

『

〕

I

、緑｡千歳｡立川．菊jIIコース(職~130E)

(両国駅東口）→1 ．寿座の跡→2．元徳稲荷神社→3

小林一茶・立川焉馬の旧居跡→4．江島杉山神社→5

西光寺→6．初音森神社→7．要津寺→8。弥勒寺→9

長谷川平蔵。遠山金四郎の旧居跡→（菊川駅）

|豆じてん：江戸時代の橋| 1重面そ7雨藤湘1

L

,h

画八鹿｡東墨麗コース
~~~ ~~~ ~ ~~~ ~ ~～かつてのm園地】

(龍～弱頁）
一

一

一

|喧業平‘°横IⅡ，太平．i＝え輯8津野貢)|

～寺町を散策:します～

(押上駅南口）→1 ．舂慶寺→2．法性寺→3．小梅銭

座跡→4“横川一丁目遺跡→5．本法寺→6．霊性院→

7．法恩寺→a千栄院→9陽運院→10.大横1l 1親水

公園→11．津軽稲荷神社→（錦糸町駅北口）

帯を散策します～

(八広駅北口）→1 ・小林家→2.八広庚申堂→3．萬

福寺→4． 白髭神社→5．木下川梅園の跡→6．木下川

薬師道の道標→7．三輪里稲荷神社→8”鳥井家→（京

成曳舟駅東口）

’

|[…卿鵬鯛言=言三r宣言言］ I
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はじめて『すみだの史跡文化財ガイド」を刊行

したのは昭和50年のことでした。

何度も改訂・増補をくりかえしてまいりました

が、今回は前々年に刊行した、 『すみだの文化財

マップ』の版に合わせた形にいたしました。また、

ご要望の多かった散策ルートをエリア別に掲載い

たしました（

紹介する文化財は、多くの人の努力によって今

日まで残ってきた貴重なものです。ルールとマナ

一をお守り頂きますようお願い致します。

前回の冊子の半分ほどの頁数にしてその分、全

頁カラーとし、地図や写真を多く入れてみまし

ナァ
／－，

詳しく調べたい方のために『睾田区文化財調査

報告書j、 『墨田区古文書集成｣、 『すみだの文化財」

等の頁数を表示しておきましたので、そちらもご

活用 ごさい

2006年3月31H

塁'二[|区教育委員会

~~~~ ~~~~~~ ~



~~

~－ 一一

~

~~

~~~ ~ ~~ ~~~ ~,劃墨田‘堤逼ｺ学スー ~？－ I

～中･世の隅田宿界隈を散策します～

このコースは、墨|王|区で最も古くから村があった地域を歩

くものです。震災・戦災の影響が少なく、隅田村の風情が残

っています。

東武伊勢lll奇線堀切駅（足立区）の改札口正面に、綾瀬川を

渡る歩道橋があります。橋を渡ればそこは墨田区です。墨田

区に第一歩を印したら右手の道を行けば1．鈴木家住宅の裏

手に出ます。さらに道を西進すれば墨堤通りと出会う所に石

碑が建っています｡ 2. 旧鐘紡記念碑です。墨堤通りを南下

すると直刀(堤通2）の植込みに2．旧鐘紡発祥の地の

説明板があります。

横断歩道を渡ると区立鐘淵中学校があります。校舎が終わ

る辺りの植込みに3－鐘淵の由来説明板が建っています。校

門前の横断歩道を渡ると広い運動場がありますが、運動場の

奥に4．多聞寺の裏側が見えます。

多聞寺を出て、南に向かうと5ゞ円徳寺、 6－成林庵（非

公開)、 7．正福寺、 8．下稲荷と道沿いに続きます｡ 8.

下稲荷の角を曲がり、墨堤通りに出ます。

咽(隅田川神社参道)を渡って右手に戻り､今来た方

向へ戻ります。墨堤通りが地下へ分離する辺りに9~榎本武

揚像が立つ、区立梅若公園が現れます。公園奥の都営白鬚東
アパー1､を通り抜けると、高速道路を背景に変わった塔が見

えます。’0~木母寺です。木母寺の南側約100mの所に建つ
のが11．隅田川神社です。隅田川神社を出て、南に向かうと

区立堤小学校があります。公園側校門の脇には、 ’2．近代映
画スタジオ発祥地の説明板が、川側には校舎と校庭の境目に
スタジオのイラスト付の説明板があります｡学校を後にして、

更に南に行けば'3． 白鬚橋にたどり着きます。
橋から墨堤通りに戻り、通りを渡ると墨田一丁目第2団地
が広がります。角にある白鬚橋交番の左には鎌倉街道下の道
の説明板が、右脇の大正通りを少し行けば'4岐雲園跡の説

明板が立っています。大正通りを進むと、やがて玉ノ井いろ
は通りと名前が変わります。左手に墨田三丁目交番を見て間
もなく、 15_啓蓮鱈教会（非公勵があります。北に進んで
突き当たったら右へ。やがて16~玉の井稲荷（東清寺）の駐
車場が月に入ります。
お参りしたら先ほどの道を東へ。玉ノ井いろは通りと再び

合流し、東へ道なりに向かうとﾉ'く差路で鐘ケ淵通りとぶつか

l
l

l

I

－＝ __一生＝■ ･ 凸 争一、｡ 一
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りますから、真東へ。北に向かう一方通行路が出てきたら、

その矢印のとおり左へ。120m程行けば17．子育地蔵が見え

ます。 1本後ろの道を右に北進すれば18~隅田稲荷神社にた

どり着きます。神社の南側の道を西へ110mほど向かうと突

き当たりやや左手にさらに西に向かう道があります。そこが

19．第六十八番札所、更に進めば鐘ケ淵通りとぶつかります。

そのまま北へ行けば、鐘ヶ淵に着きます。

鼎1

14｡13 c

鐘ヶ淵駅周辺

(堀切駅）→（3分）→1 ・鈴木家住宅→（3分）→2．旧

鐘紡記念碑→（3分）→2． ｜日鐘紡発祥の地説明板→（3分）

→3．鐘淵の由来説明板→（10分）→4．多聞寺→（8分）

→5．圓徳寺→（5分）→6．成林庵→（2分）→7．正福
寺→（5分）→8．下稲荷→（7分）→9．榎本武揚像→

（6分）→10．木母寺→（11分）→11・隅田川神社→（7分）

→12．近代映画スタジオ発祥地→（5分）→13． 白鬚橋→

（5分）→14．岐雲園跡→（10分）→15･啓運閻教会→（3

分）→16．玉の井稲荷神社→（12分）→17．子育地蔵→（5

分）→18･隅田稲荷神社→（4分）→19.第六十八番札所→

（6分）→（鐘ケ淵駅東口） 移動時間： 126分

1 ・鈴木家住宅（墨田5-22-3）皿雌_' 1 【文化財5頁】

＜区登録文化財＞となって

いる住宅で、安政年間

(1854-61）に建てられたと

いわれています。荒川放水路

の建設に伴って引き家されて

きた様子を’与した写真が『す

みだの今･剛(D<'f緑|叉僻館 鈴木家住宅（非公開）

ｊ
】

＝由 ＝



刊）の中に収録されています。非公開。

かねぽう

2.鐘紡発祥の地（墨田5-11～19）願禰圃2

明治22年（1889)、江戸時代に繁昌した越後屋，白木屋な

ど呉服屋5店が出資した、西洋式の紡績会社が操業を開始し

ました。地名を採り、有限責任鐘淵紡績会社（略称：鐘紡）

と名付けられ、近代的工場の先駆けといわれました。敷地の

北端には記念碑と大正年間の建築と推測される洋館（墨田

5－19－1 ：非公開）が、墨堤通り側には発祥の地の説明板

(墨田5-16-1)が建っています。

かねがふち

3．鐘ケ淵の由来（堤通2－11－1 ．鐘淵中学校内）匝圃函3
かねじや<

正門から北へ50mほどの所に説明板が建っています。曲尺

の形に川が曲がっているため笛ヶ淵、 と後世､寺院が移転す
ぼんL侭う

る際に梵鐘が川底に沈んだので鐘ヶ淵と呼ばれ、数々の伝説

が生まれました。

たもんじ

4.多聞寺（墨田5-31-13) m噸掴4匝画

天徳年間（957～960）には隅田千軒宿、今の隅田川神社付
とな

近にあって、大鏡山明王院隅田寺と称え、本尊は不動明王で

した｡なお､明治維新までは隅,壬,川神社の別当寺でした｡麓
にまつわる伝承もあることから、多聞寺を一名「たぬき寺」

とも呼びました。

多聞寺は区内の最北端にあり、関東大震災、戦災ともに遭

わなかったので、昔日の面影を残す数少ない寺院となってい

ます。寺前の道は古代から続く奥州街道の名残です。

（1）山門＜区指定文化財＞【文化財1頁】
かや慕鼻

木造茅葺切妻造四脚門の様式をとり、境内正面入口に東而

して建てられています。多聞寺に残る唯一の江戸期木造建築

であり、区内最古の建造物と考えられます。

の毒購照急蕊t鰯芦
で、再建年代は扁額の年号から明和、
2年(1765) と考えられます。

びしやもん

(2) 「毘沙門天」案内碑

【文化財73頁】

多聞寺は毘沙門天を祀ることか

ら、文化年間(1804～1818)に隅田

川七福神のひとつに組み込まれまし

た｡以来、文人墨客を中心に七福神 多間寺山門

）

陸 =＝画切らｰー 一一一・一．ーﾛ一一一一一 ＝
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めく、りく区登録文化財＞は大

変な流行をみました。

山門の脇にあり、「隅田川七

福神之内毘沙門天正二位

子爵榎本武場｣、裏面に「明治

四十一年七月」とあります。

(3)狸塚（伝承）
七福神めぐり期間中の多聞寺

【報告書1 ．91頁】

村人に悪さをして退治された狸を葬った伝説があります。

(4)下村義楽居士「たることを」の狂歌碑

【報告書Ⅵ・149頁】

本堂に向かって左前の、高さ100cmほどの石に次の2首が

刻まれています。
おもしろ

「たることをしれば浮世も面白や長く短し夢のうきはし」
のみ うきょう わし

「乳ぶさも呑しむかしはきのふけふあすは月見ん鷲の
みやま

御山で」

寺の過去帳によると、下村義楽は福井県小浜の人で、文政

2年(1819)に没しましたが、墓所は確認されていません。

(5)六地蔵垂善く区登録文化財〉【文化財59頁】
墓域全体を見わたす位置に、年紀、印相（持物）不同です

えられています。多少の損傷はありますが、 6体ともに保存

良好なものは、区内でも多くはありません。

正徳2年（1712)、同3年に2体、 ｜司4年、享保元年
利

(1716)、 ｜司3年にかけて僧理慶が作らせた六地蔵です。いず

れも、現世と来世の「二世安楽」を願っています。とくに、

享保3年（1718）銘のものには、童子、童女の名が多く、胸

の痛む思いがします。

(6)板碑2基く区登録文化財＞【文化財50頁】
みだ

地蔵のそばに建つ弥陀三尊の板碑（年紀不明）があり、他
けぴJ;う

に弥陀一尊（花瓶）のものが保管されています。
こうしんとう

(7)庚申塔

①「寛文四年」 （1664）銘庚申塔く区登録文化財＞

【文化財61頁】

参道入'二'の祠に安置されている阿弥陀立像が刻まれた

ものです。

②「延宝八年」 （1680）銘庚申塔【報告書Ⅲ。 13頁】
墓域入口左側の祠に安置されている地蔵立像が刻まれ

たものです。

③「延宝八年」 （1680）銘庚申塔【報告書Ⅲ。 14頁】
同） 「~JIj禄|年| (1697)銘庚申塔【報告書Ⅲ｡21頁】

I

－
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⑤「元禄十五年」（1702）銘庚申塔【報告書Ⅲ・23頁】
し.kうめんこんごう

青面金剛立像が刻まれたものです。

⑥「(年紀不明)」庚申塔。 【報告書Ⅲ・35頁】

青面金剛立像が刻まれたものです。

③から⑥の4基はいずれも墓域入口に並ぶものです。

(8) 「慶応三年」銘線刻地蔵供養石塔【報告書呼・31頁】

墓域中央部にひときわ高〈 （総高238cm)、切石積の上に

二段の台座を設けて塔身を置き、正面には線刻の地蔵像を刻

み、その左面にはご詠歌「わが身をばちひろのそこにしつめ

ても くるしき海の人渡さらまし」を掲げ、右面には、造塔

主旨として「法界万霊地震二霊十三回忌追善菩提」と「十方

信者二世安穏平等扶済」を願った安政2年（1855）の江戸大
地震の13回忌供養塔です。

えんとくじ

5。圓徳寺（墨田5-42-17）伽]5

饒疏山圓徳寺といい曹洞宗に属し
ます。はなやかな朱の山門が目立ち

ます。寺伝では、慶長18年（1613）

に文京区駒込にある吉祥寺13世離北

良重和尚の開山としています。本尊

は薬師如来です。
ほうきょういん

(1) 「文化八年」銘宝筐印塔

【報告書1 ｡90頁】

正面に「宝筐印塔」とし、銘して

奇 A~~r－．,宰伽-.-､剛

「皇風永扇仏日増輝五穀成就寛文十二年銘庚申塔
国家安全｣、背面に「文化八辛未（1811）二月吉祥廿八代

願主八-'一翁彰山」とあります。そして、台座に「安政四丁巳

歳（1857）仲夏」とありますから、安政2年（1855）の江戸

大地震で倒壊したものを、再建したようです。

(2) 「寛文十二年」銘庚申塔く区登録文化財＞【文化財61頁】

みごとな三猿を彫り出した台座に、舟型光背を持つ阿弥陀

立像は区内随一（総高226cm)の大型のものです。寛文12年

(1672)の年紀に「奉造立庚申待供養現当二世安楽所」とし

て、隅田村の27名の人々を刻み、資料性も高いと言えましょ

う。

(3)佐藤中陵「にごりなき」の歌碑【報告書Ⅵ。146頁】

不整形の自然石（高93cm)に3首を添えていますが、下

辺部にやや風化が見られます。‐上部に「天保-'一四年（1843）

癸卯八月朔日水藩八-'一二翁中陵_｜ として、自身の眼疾と

その全治の経過を簡潔に記しています。

戸
「
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理



’
佐藤中陵（1762～1848）は江戸青山の生まれで、成人して

薩摩島津侯‘米沢上杉侯・水戸徳川侯に仕え、薬草の採集．

栽培につとめ、本草学者として大成しました。

じ‘kうりんあん

6．成林庵（墨田2-11-12)mm6
1】んL,lう しや

臨済宗妙心寺派に属し、文京区湯島麟祥院末で、本尊は釈

迩如来となっています。区内でも数少ない尼寺で､開基は上
し【ｳ『ひろ

野国高崎（群馬県高崎市）城主安藤対馬守重博に仕えた老女

千代が、享保元年（1716）主君の追善供養のために、山堂和

尚を招いて庵を起こしたのに始

まるとされます。

当庵の開基そして中興の事情

は、今に残されている「武蔵国

隅田村成林庵由来中興再建趣旨

書」＜区登録文化財＞【文化財

36頁】に詳しくうかがい知るこ

とができます。非公開。

了

率
《 鐸

鐸

§‘ I

,l

成林庵門前（非公開）

しようふくじ

7．正福寺（墨田2-6-20) Em7
げっこう

月光山薬王院と号し、真言宗智山派に属して、東向島蓮花
ゆうせい

寺の末寺となっています。開山は慶長7年(1602)宥盛法印

によると伝えられ、本尊は薬師如来を祀っています。

(1) 「宝治二年」銘板碑

く区登録文化財＞【文化財50頁】

境内参道右側にあります。ボリュ

ーム感のある青石（緑泥片岩）の塔

6

忍
一
~

澗儀
婆（高116cm)です。これは近くの ｜I

豊自『諏怒

御前栽畑から出土したものと伝えら

れていますが、詳細は不明です。

阿弥陀の種子（梵字）を大きくお

どらせて上部中央にすえ、その下に

銘して「宝治二年（1248）戊申三月

語

､I

宝治二年銘板碑
銘して「宝治二年（1248）戊申三月

三日」としています。この武蔵型板碑は原石産地が埼玉県秩

父方面であるだけに、荒川流域に多く、この「宝治二年」銘

板碑は都内で最古のものであることが確認されています。

このほかに、年紀不明の弥陀三尊板碑2基があります。

(2) 「万治四年」銘阿弥陀如来く区登録文化財＞

【文化財61頁】

舟型光背を持った阿弥陀像（総高176cm)で、水盤を扇形

にした台座に起立していて、顔容はいかにも柔和といえます。

6



銘を「奉造立日記念仏無縁諸供養二世成就所万治四辛丑

年（1661）三月廿日」とし、尊像の左右に62名（その多くは

女性）の人員を数えることができます。おそらく、女性中心

の念仏講中の人達が、正福寺の僧の勧めによって造立、供養

されたものでしょう。

(3) 「寛文十年」銘庚申地蔵像【報告書1 ･88頁】

墓域に入ってすぐの無縁仏群の上段右側に安置されていま

す。舟型光背の一部に欠損が見られますが、ふくよかな尊像

全体には江戸初期の雰囲気が伝わってきます。銘は「奉造立

庚申待二世安楽所寛文十庚戌(1670)八月吉日」としてい

ます。

(4)首塚（伝承） 【報告書1 ．87頁】
きやどう

門前の道路に面して、立派な覆堂に地蔵像（高62cm~昭

和14年銘光背）が安置されています。これは天保4年（1833）
しゅんせつ

の隅田川竣渓工事の際に多数の人骨が引き揚げられ、それを

埋葬し、供養の地蔵像を建てたものです。とりわけ頭骨が多

かったことから「首塚」と呼ばれるようになり、いつしか首

から上の病を治してくれると信じられるようになりました。

ー■

しもいなり

8.下稲荷（墨田2-3-1 )mm"I14

境内に小さな庚申石仏があります。

【報告書1 ｡85頁】 【報告書Ⅲ．27頁】

えのもとたけあき

9・榎本武場の銅像(堤通2－6：梅若公園内）匝亜画7m画

く区登録文化財＞【文化財31頁】

梅若公園はかつて、梅若神社々頭

の地を児童遊園にしたことに始まり

ます。榎本武場銅像は大正2年

(1913） 5月、旧幕臣のち代議士江原

素六などの発起により、府会議員本

山義成らが中心となって建立された

もので、彫刻家藤|王|文蔵の秀作です。

武揚は幼名を釜次郎といい、梁川

と号しました。海軍伝習所に学び、

オランダに留学、海軍奉行となり幕

府海軍の育成に全力をつくします。

慶応4年（1868)、いよいよ江戸城 榎本武場の銅像
明け渡しという8月19日、彼は幕府の軍艦8隻を奪って品川

沖から蝦夷地の函館を|~jざして退却します。フランス式の城

塁、五稜郭に拠り、徳川家のために官軍に抵抗しますが降伏

7
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し、東京に護送されて獄に下ります。明治5年（1872） 1月

6日赦されて自由の身となりました。

明治政府には開拓使下僚として仕官、特命全権公使として

ロシアに派遣され、幕末以来の懸案であった樺太帰属問題解

決のために尽力し、同8年（1875） 5月、ロシアとの間にお

いてようやく千島~樺太交換条約の調印にこぎつけました。

同18年(1885)発足の第1次伊藤内閣の逓信大臣になって

からは、文部・外務・農商務の各大臣を歴任、のち枢密顧問

官となり、子爵を受爵しました。 |晩年は向島に隠栖して悠々

自適の生活を送り、同41年(1908) 10月に逝去しました。

(1)梅若塚（伝承）＜都指定旧跡＞

銅像の背後に広がる公|重|の中に「旧跡祢若塚」の小さな標

石が建っています。梅若伝説の発祥地がこの場所です。昭和

51年に木母寺が移転した時に塚も移動しましたが、塚のあっ

たこの場所は今でも＜都指定旧跡＞であり、＜区遺跡第1

号＞でもあります。

もくぼじ

10．木母寺（堤通2-16-1）剛8噸

木母寺は山号を梅柳山とい

い、天台宗に属する墨東第一

の名刹といえます。開山は忠
あじぺ， l）

円阿闇梨で、平安中期の貞元

元年（976）であったと伝え

られています。

古くは総碧寺と言い､蝋|fl
木母寺全景

院とも称しました。天正18年

(1580)家康によって、梅柳山の命名を得、慶長12年(1607)
ききの のぷただ

には、前関白近衛信尹が参詣の折、柳の枝を筆がわりにして

｢梅」の字を「木母」と分けて書いて以来、寺号としたとい

います。
うめわか

その後、明治維新の廃仏棄釈によって廃寺となり、梅若神

社となっていましたが、明治21年(1888)、光円僧正の特段

の努力により、仏寺として再興されました。

かっては堤通りに面していましたが、東京都の防災拠点建

設事業により、昭和51年、梅若塚・碑林ともども、南東に約

160mほど移転して、現況に至りました。

当寺には寺宝も多数存在しましたが、この度の戦火で多く

が失われました。それでもなお、次のようなものが残されて

います。

S



『

〔1〕扇1面（梅若権現ゆかﾚﾉの品）

〔2〕近衛信尹呈跡く区登録文化財＞【文化財36頁】

〔3〕梅若権現御縁起

＜区指定文化財＞
＃

翠一

【文化財28頁】

〔4〕都鳥手鑑く区登録文

化財>【文化財54頁】

〔5〕扁額「梅若塚」 1面

（9代目市川団十郎揮毫）

坐
咽
語
凸
Ｔ
‐
塊 澱雫霊拶雪 ；、

卿

域
一
焔
． W哩

岱
．

、
い
Ⅱ
春

■ 9苛土

梅若権現御縁起

(1)空翠子麗翁居士「其ままに」の句碑【報告害Ⅵ。117頁】

正面に「其ま葛に帰るそ夏の裸虫」と自虐的な句
ぞ

（裸虫は人間の異称、また貧しくて衣服のない人)。

(2)伊丹宗朝「今を忍ぶ」の歌碑【報告書Ⅵ．119頁】

「今を忍ふ人もやあらむ水くきの

あとをかたみと残すことの葉」

(3)笠窓巨山「これはシ津〉」の句碑【報告書Ⅵ. 120頁】

これは

「これは、 、 、 今来る人や夕桜」

(4)竜城三秀「斯ぞとは」の句碑【報告害Ⅵ．122頁】

かくぞ えと’ ちる

「斯そとはおもへと舟に散さくら」

1

’

(5)玉陶斎近見「咲花を」の歌碑【報告書Ⅵ。124頁】

ど

人ちらすかとおとるきて
ば ぶのどか

見れは小蝶の遊ふ長閑さ」

さく

｢咲花を

(6)亀田鵬斎「題隅田堤桜花」の詩碑【報告書X｡64頁】

にして

「長堤十里白無痕。誹似テ澄江ニ共二月ト津。

飛蝶環リ迷ウ三月ノ雪。香風吹キ度ル水晶ノ村｡」

(7)水晶広道「見る度に」の狂歌碑【報告書Ⅵ。 127頁】

「見る農に露る□□あつかかの
L4 まきえ

かひなくなりし昔蒔絵を」

(8)准南堂鳳翁「流れての」の辞世歌碑【報告書Ⅵ。 129頁】

世にや蓑れとみやこ烏
庵 わ

すみたかはらの采菫のあと-’
|~流れての

9
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(9)春路「花にとて」の句碑【報告書Ⅵ・130頁】

「花にとてのけておく日はなかりけり」

(10富士田千蔵「種まきや」の句碑【報告書Ⅵ．131頁】

じ ぐ

「種まきやふし田の中の日のめぐみ」

(11）二世八巣謝堂「一とせの」の句碑【報告書Ⅵ．133頁】

ひと きょう

「一とせの空のしまりやけふの月」

⑫冠月庵星員「歌よみて」の狂歌碑【報告書Ⅵ．138頁】

「歌よみて月雪花の楽しみは

たるの口から酒も出次第」

(13小唄の久満「さみたれや」の句碑【報告書Ⅵ．135頁】

だ

「さみたれや身はくれ竹の夢の露」

側「三遊塚」 【報告書X・79頁】

不整形の自然石に「三遊塚」と大書するのは、 ｜~幕末の三

舟」と言われた、山岡鉄舟（高歩）の揮毫、碑陰も高橋泥舟

(逸人）の筆です。

三遊塚は、先師三遊亭円生（1768～1838）の追善供養と同

時に、三遊派落語隆盛を記念して三遊亭円朝（1839～1900）

が、明治22年(1889)に建立したものです。

㈲「天下の糸平」の碑く区登録文化財＞【報告書X｡82頁】
「糸平」こと田中平八（1834

｜
｜

’

ます。

(13梅若塚（伝承）

梅芳伝説といわれる悲話は謡曲「隅田川｣、浄瑠璃「隅田
I jrLゥは‘':おび

川｣、長唄「八重霞賤機帯」などにうたわれたI~) 、江戸時代

|(）

’



に多くの戯曲や小説にもなって、

多くの人々の涙をさそいまし

た。
これふき

平安時代中期、吉田少将惟房
しのぶのとうた

の子梅若丸は信夫藤太という人

買いにかどわかされ、途中病気

になり隅田川のほとりで、

「たずね来てとわぱこたえ

よ都鳥すみだ河原の露と

消えぬと」の一首を残し、 12歳

で世を去ります。来あわせた天
あじや】）

~

さやどう

梅若塚（覆堂内） あじﾞ!）台宗の高僧忠円阿闇梨が追福を

祈って築いたのが、この梅若塚と伝えられています。

この塚も木母寺堂宇の移転と共に移設され、今ではガラス

張りの覆堂に収められ、旧玉垣をもって区画されています｡

11・隅田川神社（堤通2-17-1）畷噸画11匹園

「水神社」と呼ばれ、かっては樹木が繁茂し「水神の森」

とも称され、また隅田川の増水にあっても沈むことがなく

｢浮島」の名もありました。

昔から、河川交通の要衝（往古の街道筋・近世の渡場）で

あり、海運・運送業者の尊崇を集めていました。現在は、社

地も旧地の南100mの地に移転しています。

祭神は速秋津比古ほか三神を主神としています。

維新の時には社掌矢掛弓雄が大いに社運を盛り上げた模様

で、彼の手になる歌碑、記

念碑が多数残っています。

また、墨田地域に残され

た伝統芸能｢隅田聴手｣＜
区登録文化財＞【文化財70

頁】の活動も、この神楽殿

を中心に行われています。
＝

隅田畷子の様子

（1）元の木阿弥「きょうよﾚﾉも」の歌碑（｢剃髪碑｣）

【報告書Ⅵ｡99頁】

「艫よりも衣は染つ墨田川
り ょ をわた ぱ

流れわた利に世遠王堂ら婆や」

(2) 「繕道人墓銘｣の碑【報告書麓｡55頁】
撰文を亀田鵬斎（興)、書を大窪詩仏（行）のコンビによ

11
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る、実に優れて端正な墓碑銘で、文政2年（1819）に建てた

ものです。

無琴道人（1781～1818）は本名を青木金山といい、北陸佐

渡に生まれ、一念発起して江戸に出て幕府の儒者山本北山に

師事しました。残念ながら弱冠38歳で病没したため、彼の早

世をいたんで建碑されました。

(3) 「文政二年」銘道標【報告書Ⅳ．89頁】

区内の道標の中でも名品のうちに属します。「建久年間垂

跡」と蒙額に掲げて、

｢隅田邨総鎮守水神宮是より西二丁余山東庵京山建

並害」としています。おそらく墨堤上にあったものを、のち

移設したものでしょう。

(4)狂歌堂真顔「よけてふけ」の狂歌碑【報告書Ⅵ．110頁】

l柵田川

花のあすたの

かはらぬ色を

｢よけてふけ 河原風
あした ん

あすたにもみむ」

(5)梅堂安径「雨雲の」の句碑【報告書Ⅵ・103頁】

「雨雲の下にあかるき さくらかな」

(6) 「佐々木荘助君之碑」

‘“ 【報告書Ⅸ．58頁】

佐々木荘助(1835～92）

の一代記といってもよい

碑です。荘助は常陸（茨

城県) -F妻に豪商長谷部

又右衛門の6男として生

まれ、22歳で出府、和泉

屋の吉村甚兵衛（定飛脚ヒヒvノロ'1.JT菫去ぐ．1羽（疋,7F＆UAlJ 隅田川神社本殿

問屋）に仕え、有志とと

もに運送会社を始めました。名称を内匡|通運会社といい、後

の日本通運株式会社（日通~丸通）の礎を作ります。

明治28年（1895）の建碑で、裳額は維新の時に荘助と何か
ひそか

と折衝のあった前島密（日本郵便事業の創始者）です。この

碑は墨堤にあったものを、昭和9年（1934）の墨堤拡張工事

の折に移築されたものです。

(7) 「医学士須田君之碑」 I報告書Ⅸ。62頁】

須田哲造(1848～94)の一代記と言えましょう。本姓を細

井氏といい、信濃（長野県）伊那福与村に生まれ、蘭医学を

修め、 ドイツの名医につき研修。後年、文京区小石川春日I1U.

に明々堂病院を設け、名医の誉れが高かったといいます｡

12
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(8) 「吟香岸田翁碑」 【報告書Ⅸ．67頁】

日本の新聞事業の先駆者岸田吟香（銀次・ 1833～1905）の

一代記です。作州（岡山県久米郡旭町）の人で、安政の大獄
もLおく・き

に発奮し、枇浜居留地でヴァン・リードと「藻塩草」を共同

創刊。米人宣教師へボン（ローマ字表記創案者）の英和辞典
せいきすい

編纂を助けました。へボンからは服薬「精綺水」の製法も学

びました。明治44年（1911）の建碑で、撰文は漢学者三島毅

(二松学舎を開学)、書丹は書家の|ﾖ下部東作（鳴鶴）です。

東作は楊守敬の教えを受けた人物です。

「麗子像」で有名な洋画家岸田劉生は吟香の子です。

(9)矢掛弓雄「隅田川八景」の句碑【報告書Ⅵ．105頁】
みちとみ

東久世道禧（1833～1912）は幕末の七卿落ちの一人で、彼

の筆になる題額「花香月影」のもとに、社掌矢掛弓雄が「隅

田川八景」を引き寄せ、その一つひとつに彼の歌を添えたも

のです。

「すみた川すみてさやけき 月みれは

世のうき島も名のみ也けり」

12.近代映画スタジオ発祥地（堤通2-19-1 ：堤小学校内）
[MF112腫国

ここは本格的劇映

画が製作された、当

時東洋一のスタジ

オ、 日活向島撮影所

のあった所です。明

治34年（1901)、外

国映画が日本に輸入
芦れると、 日本でも

国映画が日本に輸入 在りし日の日活向島撮影所
されると、 日本でも

本格的な劇映画制作の機運が高まりました｡大正2年(1913)、

国内の映画制作会社4社が合|司し、 日本活動写真フィルム株

式会社（日活）が創設され、ここに敷地面横900m2、全天候

型のグラスステージがつくられました。 「カチューシャ」が

大ヒットしたことから、以後760本にも及ぶ「向島作品」が

一世を風礎していきました。しかし、関東大震災によって倒

壊し、大正12年(1923)閉鎖されました。

|帝
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13.白鬚橋（堤通1 ．2の境）＜都選定歴史的建造物＞

灰色の男性的な鉄橋は昭和6年（1931）に架橋されました。

古代から隅圧|川で唯一の渡河地点として舟橋が架けられ、

官道として整備されていました。在原業平や源頼朝らもここ

を通ったようです。

そして長い間、白鬚の渡し（橋場の渡しとも）として親し

まれていました。大正に入って民間による有料の橋として初

めて架橋されましたが、関東大震災で焼け落ち、 ドイツのヒ

ンデルリイヒテーテ橋を参考に現在の鉄橋が架けられまし

た。

きうんえん

14．岐雲園跡（墨田1－4－1 ：墨田一丁目第2団地）

脈禰詞13匝園

幕末の外交を担当した
ただなり ちつ書虫

旗本岩瀬忠震が蟄居した

屋敷跡です。忠震はペリ

ー来航以来、外交問題が

重要視されるなか、外国

奉行として活躍しました

が将軍継嗣問題で大老の

井伊直弼と衝突、左遷．ﾌｰiｰけ'1且J1二1Jこ-1当ブミ、 【工〕垂． 墨田一丁目第2団地

蟄居の身となりました。

この屋敷は広さ約500坪(1650m2)、隅田川の水を引き入
るきうん

れた別荘風の構えで自分が所有する明の魯岐雲の画巻にちな
おうしよ

み、 ll皮雲園と名づけました。また、都鳥にちなんで号を鴎所

と名乗り、風雅な生活を送りました。

忠震の死後、同僚の永井尚志が、その後は鐘淵紡績に勤め
Lげのぶ

た幸田家の長男成常が父成延と暮らしました。成延の死後、

成常は会社を興して転出したため、代わって次兄の郡司成忠

が暮らしました。

明治26年（1894）成忠が樺太．千島方面へ探検に出発した

ことから、留守番を仰せつかったのが三男の成行（露伴）で

した。露伴は大役を終えた後、谷中へ帰りましたが、留守番

の間に大好きな釣りに没頭したことが忘れられず、まもなく

向島に転居することになりました。すみだにおける露伴最初

の家がこの地にありました。また、白鬚橋から多聞寺前を抜

けて堀切に向かう道は古代の東海道の名残です（白鬚橋交番

脇に｢羊の道｣の説明板が立っています)。

14
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15.啓運雷教会（墨田3-6-14）師禰嗣18
〔1〕「文明元年」銘板碑く区登録文化財＞【文化財53頁】
区内に2基ある題目板碑のひとつです。明治43年（1910）

の大水の際に出土したといわれますが、詳細は不明です。非
公開。

16.玉の井稲荷（墨田3-10-2 ：東清寺）師阿關16

大正7～8年頃（1918-19）から浅草の銘酒屋がこの周辺

に移転してきました。明治通りがこの地まで拓かれていたこ

とによります。やがて歓楽街を形成していきました。この玉

の井の中心付近にあったのが、玉の井稲荷です。

大正4年(1915)白鬚橋～四ツ木橋の間に道路を安全に拓

けるようにと塩山（山梨県）から遷座させました。

今も残る大正道路~玉ノ井いろは通りがそれです。この道

路の南側が作家の永井荷風が通った地域でしたo

昭和20年(1945) 3月10日の大空襲によって全焼してしま

った後、今度は道路の北側に特殊飲食店（特飲街）が形成さ

れましたが13年ほどで解散し、今では静かな住宅街となって
います。

17．子育地蔵（墨田4-41-21）

【報告書1 ｡89頁】
こうも1Jじま

この辺りは高森島と呼ばれた

ところで、周囲は海だったとい

います。ここを開拓した武士の

徳を称えてこの地蔵が造立され

ました。

ふだしJ：

18。南葛第六十八番札所

（墨田4-18-11）圃棚15

【報告書Ⅲ。24,26,79頁】

子育地蔵堂 かつて高森島と呼ばれていた

頃は､弘福寺の前身となる小庵や多くの庚申塔がありました。

森田家の一隅に庚申塔の祠が佇んでいます。

19･隅田稲荷神社（墨田4-38-13）卿]14
1ルそう

古くは「八僧稲荷」とも称し、旧善左衛門村（明治22年町
｡』'増しI⑳

村制施行により消滅）の鎮守社（荒川開削により移転）でし

た。土地の開拓者江川善左衛門の5代目が伊勢参詣の折、

数々の厄災を8人の僧によって救われ、帰郷後、村人と合力

'5
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して稲荷社を建てたのに始まると言われています。

往時にはこの縁起を万燈にしたてた万燈御輿でにぎわった

といいますが長い中断後、近年復活され、毎年6月15日を例

大祭としています。

〔，〕神竜図く区登録文化財＞【文化財61頁】

近くに住んでい

た、日本画家鴨下晁

湖の手になる天井画

があります。社殿が

改修された、昭和17

~18年(1942-43)
に描かれたもので
す。

「

’

神竜図

(1) 「弘化四年」銘水鉢【報告害Ⅲ．47頁】

銘に「奉献氏子中」「弘化四未年（1847）九月吉日」 「弘

福二-'一七代尭隣納」とあり、弘福寺開山鉄牛和尚ゆかり

の稲荷社であることをうかがわせています。水舎の天井絵は
彫刻師でもある小松重太郎の手によります。

蕊化鰄豆じてん総~~~ ~~

板碑は鎌倉時代を中心にして流行した青石製卒塔婆で、埼

玉県中央部を発祥とし、荒川沿いに広がっていきました。

現在多くは仏寺~墓域で見られます。そして、阿弥陀~釈

迦（図像や種子）を信仰し、願文・回向文・題目~讃などを

刻んだ供養塔です。中には、逆修（預修） と言って、生前に

供養するものもあります。区内全体としては28基（うち1基

は牛|嶋神社の参考拓本）を数えますが、いずれも区内北部の、
ほぼ隅田川と東武伊勢崎線に囲まれた地域に集中すること

は、すこぶる興味のあることです。

なお、これらのうち、区の登録文化財とされている板碑は

19基を数えます。

板碑の形状は、頭部（三角形） と碑身（長方形)、脚部
(地面に差し込む部分）からなっています。頭部と碑身とは
2本の溝で区分しています。

碑身には本尊によって種字が刻まれていますが、釈迦~阿
弥陀．地蔵などいろいろあります。

現在、都内で確認されている板碑のうち、最も古いものは

l(1



墨田区の正福寺にあるもので、宝治2年(1248)の年号が刻

まれています。

なお、造立末期（16世紀末）には本来の追善供養・作善供

養の性質が変容して、念仏供養・月待供養として建立されて

いきました。そのため、江戸時代初期には作られなくなり、

代わって庚申塔が建てられるようになりました｡

一‐一T･ロ
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板碑の名称
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圏向島･東向島コース
ーー一‐ 一－一一- ‐一一一一－－－．－一ー

～寺島・玉の井を含む向島全域を散策します～
~

浅草側から見て対岸はすべて向烏というわけですから、か

なり広域です。

、東武伊･勢崎線の曳舟駅西口を出て、線路に沿って北進する

と向島郵便局があります。更に北進すると斬新な建物が見え

てきます。これが1．すみだ生涯学習センター（ユートリヤ）

です。正面に回ると明治通りと交差しますが、その手前右側

に2．力石があります。明治通りを左手に向かい、水戸街道

と交差したら右手、水戸方面に北上します。向島消防署を越

えた辺りで左手に東武博物館と東向島駅が出てきます。博物

館前の道を西へ。百花園方面に向かいます。この通りの北に

は小学校や中学校が点在していますが、この辺りに3~ と4．

の鈴木家（非公開）があります。

明治通りの圃匡〒口（百花園入口）信号を渡り、左手の細

い道を行くと左手に5~墨田川高等学校、右手に6．蓮花寺

があります。

蓮花寺を100mほど行き、右（北）に曲がると突き当たり

に7．向島百花園が現れます。百花園の北側を走る明治通り

を北西に行くと、歩道橋があります。左手に8~法泉寺の瓦

屋根が見えます｡"法泉寺の裏手に9~佐原家（非公開）があ

ります。

墨堤通りに出たら左へ｡ 10. 白鬚神社の所で大きくカーブ

している所が11. ｜日墨堤の道です。この道が再び墨堤通りと

出会う所にあるのが12~子育地蔵堂。地蔵坂を20m程下って

墨堤通りに平行した道を南へ130m程歩き、東に向かう道を

行けば、 13．露伴児童遊園の脇に出ます。遊園前のやや広い

道を右手に行けば、露伴ゆかりの雨宮酒店の脇に出ます。な

お、左手に延びる商店街は吉行淳之介著『原色の街」の舞台

となった、鳩の街です。

墨堤通りに出ると、前方.右の倉庫の辺りにかつて大倉喜八

郎や中野碩翁の別荘がありました。前方左の配送所奥には銅

像堀公|詞があります。

墨堤通りを左に100m程行った所で坂を下ると14~歌川豊

広辞世狂歌碑が建っています。墨堤通りに戻って、更に南下

すると、左の坂下に高いマンションが見えます。このマンシ

ョンの南側に15．言間小学校があります。再び墨堤通りに出

て、王貞治氏ゆかりの区立隅田公園少年野球場の角を曲がる

と言間団子や長命寺の桜もち等の老舗、 16.墨堤の桜や17.

~

I8



－ － ~ ~

桜橋、そして隅田川が目の前に現れます。

土手下には18‘長命寺、 19．弘福寺が並んでいます。土手

を南下するとやがて20~三囲神社の大鳥居、緑青色の屋根に

チョコレート色の21.すみだ郷土文化資料館が見えてきます。

22．言間橋をくぐり、隅田公園を歩くと23．牛|嶋神社と庭園

が見えます。池があった辺りが24水戸徳川家下屋敷でした。

公園の南端の枕橋近くには25．富田木歩の説明柱が建ってい

ます。

さて、池の近くの築山の裏側に立ち並ぶ住宅街の一角、今

は社宅になっているところにかつては26．堀辰雄の旧居があ

'7ました。E刀（牛'鳩神社前）を渡り、言間通りに戻っ

て⑪（言間橋東）で右手を見れば、27．常泉寺が見え

ます。常泉寺前を通り、小梅通りを左折。ロ二D(向島

3 ． 4丁目）で左折すれば、28~森鴎外住居跡や本所高校が

現れます。

そのまま桜橋通りを歩き、C二D(向島3丁目）交差点

の所を右折。水戸街道を北上します。やがて29．秋葉神社に

着きます。水戸街道を更に北上し、 ｛ここD(東向島2丁目）

を右折すると突き当たりに曳舟駅に到着します。駅の近くに

は30．松本家（非公開） もあります。

7⑨

鼠
③ ◎2
1

26⑥

o28

友一

業平橋

曳舟駅周辺

（曳舟駅西口）→（10分）→1 ．ユートリヤ→（1分）→
2．カ石→（5分）→3．鈴木家→（3分）→4．鈴木家→
(10分）→5．幸田露伴の校歌→（1分）→6．蓮花寺→
(5分）→7．向島百花園一， （7分）→8．法泉寺→（5分）
→9．佐原家→（1分）→10‘白鬚神社一， （2分）→11．旧

19
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墨堤の道→（1分）→12．子育地蔵堂→（8分）→13．幸田

露伴の蝸牛庵跡→（8分）→14．歌川豊広辞世狂歌碑→（7

分）→15．海崇園の跡→（7分）→16．墨堤の桜→（5分）

→17．桜橋→（5分）→18．長命寺→（1分）→19．弘福寺

→（6分）→20．三囲神社→（2分）→21．すみだ郷土文化

資料館→（4分）→22．言問橋→（1分）→23．牛嶋神社→

（1分）→24．水戸徳川家下屋敷跡→（6分）→25．富田木

歩終焉の地→（5分）→26．堀辰雄の旧居跡→（6分）→27。

常泉寺→（7分）→28．森鴎外住居跡→（13分）→29‐秋葉

神社→（10分）→30．松本家→（5分）→（曳舟駅西口）移

動時間： 156分

I

1 ．ユートリヤ（東向島2-38-7）匝園

すみだ生涯学習センターのことです。各種の設備を持ち、

区民の学習や創造を形にできるようになっています。

URLhttp://Www.city｡sumida.tokyo.jp/~yutoriya/

ちからいし

2“力石（東向島2-42-7）函魎國57＜区登録文化財＞

【文化財53頁】

正面に「四拾三貫目 （約161.25
ごだいりきほぎつ

kg)｣、左側面に「伍大力菩薩｣、 「寺
嶌（島）村」と刻まれています。

力石とは、腕力や体力を鍛えるた

めに重い石を持ち上げて、力比べや

曲芸を行った石のことです。

この江戸時代の力比べは深川（現

江東区）から全国に広がっていった
といわれています。

且

灘蟻

剛

伍大力菩薩銘力石

3・鈴木利光家の板碑（東向島4）

顧卿罰26＜区登録文化財＞

非公開。 【文化財53頁】

4・鈴木長家の板碑（東向島4）

｜遡画麹27＜区登録文化財＞

非公開。 【文化財53頁】

5・幸田露伴の校歌（東向島3-34-

1 ：墨田川高等学校内）1 ：墨田川高等学校内） 旧七中の校歌碑

墨田川高等学校は、かつては東京府立第七中学校と呼ばれ

20
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ていました。学校創立の際に近くに暮らしていた作家、幸田

露伴に校歌を依頼したところ、露伴は快く承諾して書き上げ

ました。

校舎の入口右脇に露伴直筆の校歌が刻まれている石碑が立

っています。

れんげじ

6.蓮花寺（東向島3-23-17）耶禰函25

清滝山蓮花寺は、京都智積院末で真言宗智山派に属し、本

尊は空海自筆の弘法大師画像と伝えられています。

この寺の開山について

は諸説があります。

(1) 「文化十五年」。

「文政五年」銘道標

く区登録文化財＞

【文化財41頁】

山門前正面向かって右

の道標は、正面に「女人
蓮花寺山門

済度御自筆弘法大

師｣、左右両側面には、 ともに「大しミち｣、 「たいしみち｣6

左側の道標は、正面に「厄除弘法大師｣、右側面に「西白

ひけ（鬚） はしはみち（橋場道)」と刻まれています。

(2) 「天保三年」銘石燈籠【報告書Ⅳ。57頁】

参道両側の赤御影石造りの大きな燈籠1対は、田中金六の

寄進で、天保3年（1832）に建てられたものです。金六は江

戸幕府の蝦夷地御用達をつとめ、その功により浅草新寺町

(台東区菊屋橋付近）に屋敷を拝領して三人扶持を与えられ、

天保3年（1832）88歳で没しました。

(3)最上算子塚（｢そろばん塚｣） 【報告書Ⅳ。27頁】

この塚は弟子と思われる中原耕張が文政3年（1820）に建

てたもので、上部に丸い穴があり、碑文は

｢最上算子塚山谷新鳥こへ中原耕張世中は何れの道
もそろばんのかけはしわたる士農工商」と刻まれています。

(4)四国88ケ所写しの石碑
①「|ｴ|国拾番写阿波国切播寺」
②「第五番阿波国板野郡矢竹村地蔵寺写」
【報告害Ⅵ。30頁】

③「四国_七拾五番善通寺之写」 【報告書Ⅵ。32頁】
④「四国七拾三番本尊釈迦如来」「讃ll皮国出釈迦寺写」

【報告書Ⅵ。33頁】
⑤「四国七拾六番」「讃l1皮国金倉寺写」 【報告書Ⅵ｡34頁】

21
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一⑥「七拾二番讃||皮国曼茶羅寺之写」 【報告書Ⅵ．37頁】

⑦「七拾四番讃||皮国甲山寺之写」 【報告書Ⅵ．38頁】

③「六拾九番讃||皮国観音寺之写」 【報告書Ⅵ．39頁】

⑨「拾九番阿波国立江寺之写」 【報告害Ⅵ・40頁】

⑩「四国八十八箇所第一番阿波国霊山寺写」

【報告害Ⅵ。42頁】
むら

⑪「第17号阿波国名東郡井戸邑明照寺之写」

【報告書Ⅵ．44頁】

(5)亀田則恒の砥【報告害Ⅵ．28頁】

「老の身の枯木にもまた死に花の

さきだつ妻の碑に向島九十一歳翁亀田則恒」

「浦嶋の亀田則恒齢さへつくことあらじ呉竹の杖

呉竹亭真直俗姓金子勝五郎治喜」

Ｆ

‐

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

一

(6) 「題群盲評古之図」の碑【報告書Ⅸ.46頁】

昔、鏡面王が群盲者に象を撫でさせ、それぞれ自分の思っ

た象の形をのべさせた所、皆的外れの答えをしたという話が

ありますが、群盲者とは肉眼の盲者のことではなく、見性の

無い衆生即ち衆愚のことである等、心眼の大切さについて述

べています。

環中斎高独歩の撰並びに書で、その門人山中抜山が、天保

5年(1834)に建てたものです。

(7)宮内源之輔「先嬉し」の辞世句碑【報告書Ⅵ・43頁】

「莞嬉し雪に明るき西の空」
(8) 「雪月雅望」の詩碑【報告書Ⅸ・45頁】

「雪月雅望山幽詩離春花秋葉雲口烏飛」

(9)永谷秀葉｢常磐木の」

の句碑

【報告書Ⅵ。46頁】

「新派芸術家月野喜代

美の為常磐木の

月かけ情し秋の暮」

専一~ー

ミ

道標
㈹六地蔵

【報告書Ⅳ・32頁】

当寺の六地蔵は、小林惣吉氏によって明治34年（1901）に

安置されたものです。

この六地蔵の傍らに、地蔵真言を刻んだ木製の輪があI')ま

すが、これは転輪蔵を模したもので、これを|可転させると真

言を唱えた功徳があるといわれています（転輪蔵は経典を納

〕・フ
ーー

~~~~



~

めておく回転式書棚で、信者がこれを一回転させると、看経

したのと同じ功徳があるといいます)。

61）植村蘆洲の墓【報告書Ⅸ.50頁】

「山東野老埋骨之処」は大沼枕山の害で、碑|陰も枕山の撰

文です。

⑬東条琴台の墓【報告書1 ･72頁】

琴台は寛政7年（1795） 6月、江戸の芝宇田川町（現港区

浜松町）に生まれました。名は緋、字は子蔵といい、琴台は

その号です。若い時から学問好きで博覧強記で知られ『儒林

小史』 （10巻)、 『経籍通史』 （20巻）等多くの著述があります。

幕末に越後高田藩榊原氏に招かれて学問の師となりました

が、明治5年（1872） 8月亀戸天神社の神官になりました。

晩年に眼病で失明、明治11年(1878) 9月84歳で没しました。

⑬大矢市次郎の墓【報告書1 ･72頁】

となりの北条秀司撰文の墓誌に次のように記されています。

「明治二十七年（1894）二月十一日、東京浅草に生まれ、

昭和四十七年（1972）五月二十八日、七十八歳にて残す。全

生涯を新派演劇に捧げ芸格高厳、気骨稜稜、明治大正昭和を

通じて最も偉秀なる大名優であった。その示した演技のすべ

ては後進にとって永遠の経典である｡」

㈲佐原義農の墓
百花園の佐原氏代々の墓で、 「浄」の一宇が記されている

だけです。

昭和52年（1977)、歓名寺（台東区元浅草3丁目）から当

寺に遷されたものです。

7。向島百花園（東向島3－18－3）＜国指定名勝及び史跡＞

＜都選定景観上重要な歴史的建造物勝＞＜新東京百景＞

畷亜画24哩副

百花園を造ったのは佐原

鞠鳩で、文化元年（'804）

のことでした。

鞠鳩は宝暦12年(1742)

仙台に生まれ、後に江戸に

出ました。

日本橋住吉町で骨董店を

開き北野屋平兵衛と改名
百花園入口

し、諸大家に出入りして大

いに繁昌しました。さらに長谷川''1丁 （中央区日本橋堀留）に

転居するとますます賑わい、茶人~墨客の著名人が集まるよ

23



百花園案内図（｢墨田区文化財調査報告書Ⅵ。Ⅸ」より作成

うに副ました｡当時の文化人である加藤羊瞥蠅蓉ホ
亀田鵬斎大窪詩種闘山人(大田南畝)澗井抱一らにこ
とのほか愛顧を受けました。その後、故あって隠居して本所
中ノ郷にひそみ、菊屋宇兵衛と改め、剃髪して鞠嶋と号し、
寺島村の多賀屋敷跡3,000坪（約1万m2)を買い求めて百花
園を開きました。
百花園という名は「梅は百花のさきがけ_｜ という意味で、
酒井抱一（画家．俳人）が命名したといわれています。鞠嶋
は天保2年(1831) 8月に亡くなりましたが、辞世の歌は

こやL

｢隅田川梅のもとにてわれ死なば春咲く花の肥料ともな

れ」の1首です。墓は近くの蓮花寺にあります。
ひ入

この名園も、明治以来しばしば災難にあい荒廃に瀕しまし

た。当時寺島村に別荘を構えた小倉石油の小倉常吉氏はこれ

を惜しく思い、私財を投じて園地を収め、旧景の保存に努め

ました。未亡人がその遺志を継いで昭和13年(1938)すべて

を東京市に寄贈しました。

しかし今次の大戦ですべて焼失し、現在の姿にまで盤った

24
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のは同33年頃のことでした。昭和53年、＜国指定名勝及び史

跡＞に指定されました。

('） 「福禄寿尊」案内碑【文化財73頁】

「隅田川七福之内福禄寿尊正二

位勲一等伯爵土方久元｣と刻まれ、

隅田川七福神めく､りく区登録文化

財＞のひとつであることを知らせて

います。

(2)松尾芭蕉「春もやや」の句碑

【報告書Ⅵ．58頁】

「春もややけしきととのふ

月と梅はせを」 福禄寿尊像

IM

．

咄

(3)千樹庵益賀「烏の名の」の句碑【報告書Ⅵ．53頁】

「鳥の名の都となりぬ梅やしき」

(4)亀田鵬斎｢豊総廷孟｣【報告書Ⅸ．29頁】
亀田鵬斎の撰井書になるもので、名碑といわれています。

｢墨柁之瀕葛破之傍荒圃鋤而新園成植之梅一百株」の書き出

しで百花園の成り立ちを述べ、鵬斎が自分と百花園や鞠鳩と

の関わりの中で、梅荘（百花園）の美しさや鞠嶋の風流禰酒

を称えた美文が刻まれています。

(5)雲山先生看梅の碑【報告書Ⅸ．35頁】

「金盤銀燭酔って郷たり」「林下の倦妹清浄の身」「清標高

格百花の冠」で始まる三つの七言絶句が刻まれています。
ちやせん

(6)茶莞塚【報告書Ⅵ。68頁】

「茶尭塚おりたらん草の錦や花やしき黙翁」

(7)松尾芭蕉「こにやくの」の句碑I報告書Ⅵ。51頁】

こんにやく

「こにやくのさしみも塗し うめの花はせを」

(8)山上'|意良「秋の野に」の歌碑【報告書Ⅵ．54頁】
および

「秋の野に咲きたる花を指折り
くさ

かき数うれば七種の花_’

なでしこ 、おみなえし

羅麦の花姫部志

覇貌（ききょう）の花」

ト

レ

』

ゴ
グ
バ
ー

の
嘩
牙

ｒ

乎花葛花

又藤袴

うく｡＝~」
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(9)大窪詩仏画竹の碑（｢詩仏老人碑竹記｣）

【報告書Ⅸ・32頁】

大窪詩仏の竹の画に、詩人佐羽淡斎が詩を題し、碑陰には、
せきがく

詩仏老人碑竹記として、硯学朝川善庵の撰、巻菱湖の害とい

う、文人四大家の合作です。文政5年（1822）の建碑です。

側金令舎道彦「きようの月」の句碑【報告害Ⅵ.56頁】

「縄の月 さてもをしまい光かな美知彦」
お

(11）其角堂永機「朧夜や」の句碑【報告害Ⅵ。86頁】

だ じ だ

「朧夜やたれをあるしの墨花川永機」

｜

~

⑫しのふつか（忍ぶ塚） 【報告書Ⅵ．61頁】

二世河竹新七が､初代河竹新七の作った歌舞伎狂言構莞j
の正本をここに埋めて、その功績を遣すために建てたもので

す。明治13年"(1880）の建碑。高林二峯書。

㈲きやうけん塚（狂言塚） 【報告書Ⅵ。73頁】

二世河竹新七（古

河黙阿弥）顕彰の

碑。娘と門弟達が明治

27年(1894)に建て

たもので、高林二峯

書。

古河黙阿弥は、幕

末、明治の脚本作者
お成座敷で、 「三人吉三」「鼠

小僧」など350余りの作品があります。本所南二葉町に没し

ています。なお現今では「河竹黙阿弥」が一般的な作者名と

なっています。

04 「飯島光峨翁之碑銘」 【報告書Ⅸ．39頁】

幕末江戸の画家飯島翁の顕彰碑。光峨は沖一峨の弟子で、

東海、近畿、関東各地を巡って自然や風俗を師とし精進しま

した。門人達が翁の徳に報いるため、翁の知人の五峯高林寛

(二峯の長男）に碑文を依頼し、明治33年に建てたものです。
わし

(13井上和紫「紫の」の句碑【報告書Ⅵ。83頁】

「紫のゆかりやすみれ江戸生れ和紫」
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㈹「弓沢芝金之碑」 【報告書Ⅵ。79頁】

榎本武場が築額を書いています。

「ほととぎす今一声のきかまほし

月はさゆれど姿は見えずエ、ぢれつたい

何としよう しんきくさいじゃないかいな」

⑰「矢田薫哉翁之碑」

【報告書Ⅵ。71頁】

、 「花暮れぬ
いそご ず

我も帰りを急うする」

⑱鶴久子「空蝉の」の歌碑

【報告害Ⅵ。90頁】

「菫薩の
世のうきことはきこえこぬ

わお

いはほの中も秋風のふく

久子」

㈲二神の碑【報告書Ⅵ。95頁】

「<侭のちの神かやのひめの神」

萩のトンネル

この二柱の神は、古事記にあるイザナギ~イザナミの両神

から生まれた神で、 『古事記』では「〈<のちの神は木の神、
かや

鹿野のひめの神は野の神」としていますが、本居宣長は「か

や」を「茅」として、野の神のほか草の祖神という解釈をし

ています。百花園の成り立ちから見ても、やはり、木の神、

草の神としてここに並べて祀ったのでしょう。

剛最中堂秋耳「限なき」の句碑【報告書Ⅵ。88頁】
かぎ|） か砿め もち

「限なきそらの要や望の月最中堂秋耳」

仁1） 「月岡芳年翁之碑」 【報告書Ⅵ。75頁】

二条基弘の題字、小杉梱邨の撰並びに書で、浮世絵師月岡
芳年の伝記が刻まれています。

画杉谷雪樵「芦雁図」の碑【報告書Ⅸ°37頁】
表に雪樵の遺墨、 「芦雁の図_|が刻されている高さ190cm、

IIR104cmの大きな碑です。門弟の根本樵谷が明治31年(1898)
に建てたものです。

雪樵は雪谷流の画家で、旧熊本藩士。明治20年(1887)上

京し大いに名声を博し、 しばしば宮内省の命で絵を描き、い
とうび

つも褒賞に預かりました。雪谷流棹尾の作家です。
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㈲螺舎秀民「芦の芽や」の句碑【報告書Ⅵ。65頁】

くる

「芦の芽や田へ来水も角田川」

碑陰には「田へ罰たあとの流れや芦の花」

例七十二峰十湖「何事も」の句碑【報告書Ⅵ・89頁】

「何事もか、る浮世か月の雲七-'一二峰十湖」

『一

I

㈲雪中庵梅年「黄昏や」の句碑【報告書Ⅵ。63頁】

ゆく

「黄昏や叉ひとり行雪の人雪中庵梅年」

”北元居士「水や空」の句碑【報告書Ⅵ。59頁】

う

「水や空あかり持あふ夜の月北元居士」

働宝屋月彦「うつくしき」の句碑【報告害Ⅵ．67頁】

「うつくしき ものは月日ぞ年の花」

8．法泉寺（東向島3－8－1

曹洞宗に属して晴河 一

） 耐禰圃18

山法泉寺といい、文京

区駒込吉祥寺末で区内

でも古い寺院です。寺

伝によると、昔、葛西

三郎清重が所領地に両

鱈脅欝篁晨
し、天文元年（1532）

に僧安元が中興し、そに僧安元が中興し、そ 法泉寺全景

れまでの真言宗から曹洞宗に改宗しました。

本尊は釈迦如来を安置、かつては、新田義貞の守本尊とい
もとどl)

う伝承を持つ俗称「髻不動尊」が信仰を集めたそうです。

また、非公開ですが区内でも多数（8基）の板碑が保存さ

れています。

＜区登録文化財＞【文化財51頁】

(1)千鳥庵烏奏「散る日から」の句碑（｢短冊塚｣）

【報告書Ⅵ。 15頁】

きか'】

「綴日からちるを盛や花の山」
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’(2)尚左堂俊満「故郷の」の歌碑【報告書Ⅵ．16頁】

「諭のおやの蒲にもやどるかと
えぱ

おもへは月はふたつなきもの」

尚左堂俊満（1757～1820）は幕末の浮世絵師で戯作者でし

た。本姓を窪（窪田）と称しました。

裏に友人石川薙菫(稽差敬藍)が彼の人となりを記してい
ます。

(3)中山胡民の墓

中山家は寺島村の名主をつとめた家で、胡民は通称を祐吉

という江戸末期の著名な蒔絵師です。大変綴密な蒔絵を作っ

たことで知られ、晩年、法橋（僧侶の叙階）に叙せられ、

泉々と号しましたが、明治6年63歳で没しました。 ~
(4)石仏諸像

①「寛文二年（1662)」銘石造地蔵立像く区登録文化財＞

【文化財59頁】

②「寛文六年（1666)」銘庚申地蔵像【報告書Ⅲ・6頁】

③「延宝八年（1680)」銘庚申阿弥陀坐像

【報告害Ⅲ。12頁】

④｢延宝九年(1681)｣銘念仏供養篝【報告書Ⅳ｡12頁】
⑤「元禄六年（1693)」銘地蔵坐像【報告書Ⅳ。 13頁】

⑥「享保二年（1717)」銘銅造地蔵立像く区登録文化財＞

【文化財31頁】

(5)保護樹木「しいのき」「たぶのき」

I
9・佐原家（東向島3）＜区登録文化財＞【文化財33頁】

職119

百花園の園内では、来'詞者が隅田川周辺の土を用いた楽焼
を楽しんでいました。

「角田川焼」とl呼ばれたこれらの楽焼は、来園者によって
手ひねりや絵付けが施され、みやげ物としても売られていま

した。明治時代に、大森貝塚を発見したエドワード・モース

によって海外に紹介され、ボストン美術館にも収蔵されてい

ます。製作者でもあり、窯元でもあった佐原家には15点ほど

が残されています。非公開。

しらひ･げ

10．白號神社（東向島3－5－2） ｜遡腫画20
区内でも古社に属します。社殿は元治元年(1864)に造営

された白木造りで、区内では震災~戦災を免れた貴重な建造
物でしたが、平成2年、放火によって焼失。その後、同4年
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に再建されました。

社伝によると、天暦5年

(951）慈恵大師が関東に下

向の折､近江国志賀郡境狩
おるL

下（滋賀県高島市）に鎮座
かんじよう

の白鬚大明神を勧請したも

のといいます。主神は国つ

神の猿田彦命です。

I
白鬚神社全景

（1） 白鬚神社縁起の碑【報告書Ⅵ、4頁】

享和2年（1802）社殿修理を機に、高名な橘（加藤）千蔭

(回向院の項参照）が筆をふるったものです。

(2)北島玄二「うつせみの」の歌碑（｢黒人塚｣）

【報告書Ⅵ・3頁】

「黒人塚」と大害きした碑の左面に歌が刻まれています。

「うつせみのうつつにしばしすみた川

渡りそはつるゆめのうきはし」

(3)天広丸「くむ酒は」の狂歌碑【報告書Ⅵ、 6頁】
すいきてい

鶚賢笂(1756~1828)は本名を磯崎広吉､号を酔亀亭と名
乗り、宝暦6年（1756）現在の鎌倉市今泉に生まれ、文政,，

年（1828）に没しています。
これ まなこ

「くむ酒は是風流の眼なり

月を見るにも花を見るにも」
さばたんさい 、具-2.-------二目一一一_____

(4)佐羽淡斎「墨多三絶」の詩碑

【報告書Ⅸ。3頁】

佐羽淡斎の三連の絶句（四句から成
烹き【].Lうこ

る）の漢詩に、巻菱湖の「墨多三絶」

の築額、大窪詩仏（行）の筆（草書)、

裏面の讃を亀田鵬斎（興）になる名碑

といえましょう。

(5)千鳥庵烏奏「散る日から」の句碑

（｢短冊塚｣） 【報告書Ⅵ。 15頁】 墨多三絶の碑

「つく、 、しつめよ硯のすみ田川」

壼うょうぁ/しほしのロノ

(6)桑楊庵干則「久かたの_|の歌碑【報告書Ⅵ。 10頁】

あf Jお

天津をとめも う

人間界の

｢久かたの
１

Ｊ

壷

言
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(7)春秋庵醗｢人こいし」の句碑【報告書Ⅵ’8頁】

｢人こふし火ともしころをさくらちる」

(8)中原耕張「つくづくし」の句碑（｢筆塚｣）

【報告書Ⅵ・9頁】

(9)四世今日庵「こころほど」の句碑【報告書Ⅵ．11頁】

「こころほどこと葉のたらぬさくらかな」

⑩「岩瀬勝君之碑｣ 【報告書Ⅸ･'6頁】 ただなlj

岩瀬鴎所君之碑 として、井伊大老のもと条約

締結の任に当たりました。後、将軍継嗣問題で左遷され、寺
きうんえん ちつき.上

島の岐雲園に蟄居しました。文久元年（1861） 7月岐雲園で
没しました。

わしづきどう

61） 「鷲津毅堂之碑」 【報告書Ⅸ。20頁】

高さ256cmの大碑で、字数は区内一の多さでしょう。蒙額

は明治の元勲三条実美、撰文を友人三島毅（二松学舎の建学

者)、書は巌谷修（一六。小波の父）の手になるものです。

鷲津毅堂(1825～82)は幕末．明治初期に活躍した漢学

者・政治家で、明治政府に登用され、登米県（宮城県北部）

椎知事、椎大法官五等判事､司法権大書記官となり、勲五等
従五位に叙されました。

('3石燈籠

①「寛政~'一三年」銘石燈龍【報告書Ⅳ。52頁】

②|~嘉永二年」銘石燈髄【報告書Ⅳ。62頁】

(11 「文化三年」銘狛犬一対く区登録文化財＞【文化財65頁】

文化3年(1806)に作られた、阿形~ II牛形.--対･の狛犬です。

阿形の台座に損傷が見られますが、像そのものは摩滅は少な

3.’
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いと言えます。白鬚神社の「御宝前」に「奉納」されたもの

です。作者は神田今川町の石工、六兵衛明貴の手になるもの

です。

㈲寺島ナス

江戸時代、この一帯は野菜の産地でした。とりわけ小ぶり

なナスの味が良く、 「寺島ナス」と呼ばれて珍重されました。

なお、隅田川七福神めぐりではここは寿老人ならぬ寿老神

として有名です。＜区登録文化財＞【文化財74頁】

一

Ｌ

~
~

11．旧墨堤の道（東向島3－2， 3，4， 5と堤通1－11の間）

、薊訓21

｜日睾堤の名残です(あ

と向島5－4と5－5の間

にも残っています)。

江戸時代には花見や七

福神めぐりで賑わいまし

た。当時は堤の両側に桜

並木が作られていまし

た。

‐
議

わずかに残る旧墨堤

12．子育地蔵堂（東向島3－2－1）顧噸潮22

伝承によると、文化年間（1804～1818)に隅田川堤防改修

中に石造りの地蔵尊を得、それを当地の植木屋平作が、地蔵

尊の霊験に感得して、庚申塔のある辻に祀ったのに始まると

言います。

('） 「子育地蔵尊御由来」碑

子育地蔵尊（堂）の由来を自然石に刻し、昭和8年（1933）

に4代目萩原平作が建立したものです。この碑文と「子育地

蔵尊御堂建立百年遠忌供養塔」

’

(隷害体）は寺島生まれの西川

章（昭和60年度文化勲章受章）

の筆になるものです。

(2)庚申諸像

①「寛文三年」 （1663）銘庚

申塔【報告書Ⅲ．4頁】

②「貞享三年」 (1686)銘庚

申観音像

【報告書Ⅲ。 16頁】

③「元禄三年」 (1690)銘青

，而余l111像【報告書Ⅲ｡ 18頁】 子育地蔵堂

；.2
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④「元禄七年」 （1694）銘青面金剛像【報告書Ⅲ．20頁】

⑤「元禄十一年」 （1698）銘青而金剛像【報告書Ⅲ．22頁】

⑥「万延元年」 （1860）銘庚申塔【報告書Ⅲ．34頁】

※道路を挟んだ反対側（堤通交通公園）の川沿いには、かつ

て早稲田大・慶応大など、 10大学の艇庫が建ち並び、さな
がら艇庫村の様相を呈していました。

13．幸田露伴旧居跡（東向島1－7－12：露伴児童遊園）

耐禰圃28腫圃

文豪幸田露伴の区内

3番目の家があった所

です。東向島1－9－1

にある雨宮酒店横の別
かぎゅうあん

棟を「蝸牛庵」と名づ

けて間借りしていた露

伴は、明治41年(1908）

自分で家を設計し、こ

こでも「蝸牛庵」と名

づけて暮らし始めまし 2度目の蝸牛庵跡

た。しかし、関東大震災で井戸に油が浮くようになったため、

大好きな隅田川を離れ、大正13年小石川へと転出しました。

※なお、墨堤通りの西側（堤通1－1－5）には大倉財閥の大

倉喜八郎の別邸（江戸時代には中野碩翁の別荘）が、銅像

堀公園（向島5‐9－1）には西村勝三の製靴会社「桜組」
がありました。

14．歌川豐広辞世狂歌碑（向島5－11－1）＜登録文化財＞
【文化財46頁】甑頤画32,

浮・|世絵師3世歌川広重が師祖豊広の60回忌に建立した石
碑。

「死んでゆく 地獄の沙汰はともかくも
あとの始末は金次第なり」

※東隣にあたる向島5－13辺りに榎本武場の屋敷がありまし
た。

かいどうえん

,5‘成島柳北の海稟園跡（向島5-40-14．言間小学校内）
、硬磁]35

成島柳北の旧居がここにあIﾉました。柳北が海巣を植え、
海葉園と名づけました麹

粥
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16-墨堤の桜（向島5－1）＜区登録文化財＞【文化財80頁】

皿耐函36‘42匝園

江戸時代の絵図にも逆s字に曲がる堤が描かれています

が、ここから枕橋までの間は墨田区のく登録名勝＞にもなっ

~~ています。吉宗によっ

て江戸っ子のレクリエ

ーションの場がつくら

れました。歴史的名所

として、現在までも多

くの人によって維持・

修復され続けていま

す。

明治～昭和までの

墨堤の桜
間、屋内プールの辺り

には東京大学と東京商科大学（現在の一橋大学）の艇庫が並

んでいました。

(1)墨堤植桜之碑く登録文化財＞【文化財42頁】耐揃函36

墨堤の起源や復興の経緯が刻まれている石碑です。

(2)墨堤常夜燈く登録文化財＞【文化財40頁】魎暉画36腫園

制作年は不明ですが、明治10年以前の建立です。三囲神社

の大鳥居と並び、墨堤のシンボルとして有名です。

Ⅷ

向島のシンボル
【報告害X｡30頁】

言問亭主人外山新七が、明治11年(1878)隅田川とゆかり

の深い左近衛権中将在原業平の1千年忌を記念し、都鳥に擬

した流燈を隅田川に流し、修法会を'催しました。そして、 12

年（1879）中将を言間の岡に祀り、そのことを墨堤のほとり

に住む成島柳北に撰文を願い、この碑を建立しました。
をぱ ．j･･盲 きや･I‐

この碑と並んで外山佐吉｢都ﾛロ捨て気安しほとミき
す」の句碑があります。

I
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'7.桜橋（向島2， 5）腫園

昭和60年、姉妹区である台東区との間に歩行者専用のX字

型橋を架橋しました。橋の両岸は水と親しめる親水テラスと

なっています。

18．長命寺（向島5－4－4）甑魎閣37

天台宗延暦寺末で、古くは宝寿山常泉寺と号していたそう

ですが、創建年等は不明です。寛永のころ3代将軍家光がこ

の辺りに臆狩りに来た時、急に腹痛をおこしましたが、住職

が加持した庭の井の水で薬を服用したところ痛みが治まった

ので、長命寺の寺号を与えたといいます。

(1)松尾芭蕉「いざさらば」の

句碑く区登録文化財＞

【文化財43頁】

「いき官ら＆
蕊 で

雪見にころふ所まて」

碑陰には、 3世自在庵祇徳の

文で、芭蕉や祇空、祇徳のI11各伝

や、この碑の建立の経緯等が述

べられています。
芭蕉の句礎

(2)年蓮善空丸｢艫か｣の狂歌礎【報告書V｡ 117頁】

「なくて人のいかに曇なりとおもふことも
常となりてはめずらしからねどいつとてもあかぬものは

月の夜と米の飯さては色と酒なるぺし
内損か腎虚とわれはねが泉なり
そは百年も生き延しうぺ」

下部に熊手の絵が描かれています。
(3)橘東世「こころ行」の歌碑【報告書V｡ 113頁】

「こころ行果こそしられすみた河

花の波たつ春の夕くれ」

(4) ｜~長命水石文」の碑【報告書V｡96頁】

この寺が長命の寺号を賜った経緯と井戸が長命水と名付け

られたことを、時の住職殿空が記しています。書は国学者の

屋代弘賢で、天保3年（1832）の建碑です。

う弓
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(5)五狂歌師の狂歌穂

【報告書V･123頁】

高さ143cmほどの石

の表面に次の五首が刻

まれ、裏面には「関儀

兵衛」と刻まれている

のみです。

一

｜

~
長命寺本堂

ここ

千代までも髪に隅田の長命寺

九十九までで落葉かくとは

｢九-I－翁長者園

』： う

どのやふな

かけるとも

連歌狂歌師

なん題目を

よむは妙法

蜀山人

此世をばどりやお暇に
とも

せんこうの煙りと供に
心凹

はひ左様なら

十返舎一九辞世

朝霞引出す牛の御前ま入

も皇草も芽をさますた堤
八十三翁天霞道人

い､｛

寝ておきて呑食ひの業

1鑑の娑婆雛4は極楽
南無阿弥陀仏」

七十五翁雪廼屋富士丸辞世

’

(6) 「江戸桜」の碑【報告書Vo118頁】

明治29年（1896） 4月、歌舞伎座で9代目団十郎主演の

｢江戸桜」に出演した河東節連中の建てた記念碑です。

(7) 「孕山堂江雨燈影」の碑【報告害V｡ 106頁】

「身はされど影のみここにすみだ川

月雪花のながめあかねば」

(8) 「鼠取養犬六助塚」 【報告書Ⅷ。79頁】

ねずみを捕るのが猫より_上手だったという珍しい飼犬の塚

です。台石の一部には、犬の頭部が彫り出されています。碑

面には「名は六助資性剛毅」と、人間を讃えるような銘文が
あります。北新川（中央区）の酒問屋の飼犬で、人々に愛さ

戸;6

'一・・一 ＝星



れていましたが屠犬者に殺され

たのを哀れんで建てた碑です。

明治21年(1888)の建碑です。
そてつ

(9) 「我興乃蘇鎮」の碑

【報告書Ⅷ・85頁】

碑陰の文によると、我興は本

名を伊藤久兵衛といい、たいそ

う俳句を好み、かつて芭蕉雪見

の句碑を長命寺に建てました。

その縁で、長女定子が父の50回

忌に大蘇鉄を植えたということ

です。明治41年（1908）の建碑。

【報告書V｡ 100頁】

もとりけり樹月」

六助塚

⑩樹月「涼しさの」の句碑

「涼しきのゆめは故郷へ

61) 「三代目橋市」の碑【報告書V｡ 108頁】

「いときれてひまのとれたる奴凧
膳

あみたと友に光るすりこき」

⑫「遠湖先生墓碑」 【報告書Ⅷ。66頁】

司馬滕（遠湖）の墓碑で、撰と書とは清国駐日の初代副使

で学者の張斯桂によるものです。清の光緒帝庚辰（明治13年）

の建碑です。

遠湖は唐津藩（佐賀県）の儒学者で博学多芸・画竹・挿

花．点茶・建築~樹芸にすぐれ、砲術のほか、洋銃の製作ま

でできたといいます。また、門人も多く、その数千余人に達

したとのことです。

㈲「山村一蔵先生碑」 【報告書Ⅷ。70頁】

山村一蔵は、岸和田藩（大阪府）医の子で、東京に出てお

扉外国人のドイツ人ワグネルについて勉強しました。大学、

外務省を歴任後、大学医学部教師となり、また本郷台町（文

京区本郷5丁目）に自ら独逸学を教授しました。

この碑は、九鬼隆一の築額で明治13年(1880)の建碑で

す。

側「奥田昌屏紀念」の碑【報告書Ⅷ。78頁】

若くして亡くなった門弟の奥田昌屏を追福して、女流Ⅲi家

奥原晴湖が明治21年（1888）に建てた記念碑です。

㈲「蓮舞髭著蓋髻塚銘井序｣の碑【報告書Ⅷ｡47頁】
29歳で没した稲垣貞（子幹） という書家の筆塚です。 |~筆

ネ'|'伽阿君像_｜は酒井抱一の画で、銘と序とは亀IIIM＃斎の撰並
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ぴに書です。「退鋒郎毛君」と

は禿筆のことで、ここでは筆を

擬人化してその功を讃えていま

す。

碑陰には、子幹の母静一尼が

次のように記しています。
いとしご

「愛子世にありしほど常に
も な

持て慣らせし筆を埋めんと
と・

するに今さら涙のとぎめ

がたくて」

~’

退鋒郎毛君像

｢差し紫に
ん 縦

かたらむ人とせしふでも

いまはなげきのはやこしとぞみる」

文化10年（1813）の建碑です。
ぱいいん だぃこぐ

(13 「梅陰先生大黒君碑」 【報告書Ⅷ.56頁】

梅陰先生、氏は大黒、名は亀

次郎といいます。父は幸大夫

(光大夫） といい伊勢の人です。

天明2年（1782）遠州灘で遭難

し北アメリカ州のロシア領アム

チトカ島に漂着、 10年後の寛政

4年（1792）にようやく帰国で

きました。鎖国の時代でしたの

で御園に軟禁されますが、そこ

で生まれた長男が梅陰です。

梅陰は14歳で商家に奉公し、
梅陰先生大黒君碑

仕事の合間に学問に励みまし

た。父の没後、母を養うため学問を教え門弟数百人を数えま

した。忠孝の志が厚く、旧主の遺族のために献身的に尽くし

たうえ、母への孝養のため一生を独身で過ごしました。
びく iこ

嘉永5年（1852）に門人たちと良吟比丘尼（梅陰の妹）が

建てた碑で、安井息軒の撰文です。

⑰「勝川春英翁略伝」の碑【報告書V｡93頁】

浮世絵師勝川春英の7回忌法会に、報恩の意味で建てた碑

で、その生涯、人柄、逸話などを記しています。個性の強い

写実的な手法が幕府の弾圧を招き、手鎖50日の処分を受けま
した。

碑文は国学者で狂歌師の石川雅望が書きました。
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~



⑱「丹頂斎一声「斯はかり｣」の句碑【報告書V・102頁】

かくぱ

「斯はかり 月は満つるにかけ陶□」

側現在庵露心「人ありて」の辞世句碑【報告害V・111頁】

きか'）

「人ありてひとのすたらす花盛」

勵月双庵笑魚「花もやや」の句碑【報告害V｡ 104頁】

「花もや蕃笑j尽して孟舗るミ 月双庵笑魚」

｢世に有し時の約窪に寿海老人白〔 〕」

@1）九十三翁田夫「紫陽花や」の句碑【報告書V･99頁】

「紫陽花や人も浅黄を着て規式」
りゆうほぐせんし

固「柳北仙史之像」の砥【報告書Ⅷ。75頁】

成鳥柳北は、天保8年

(1837)江戸浅草に生まれま

した。名を弘、字を保民とい

います。家が柳原の北にある

ので柳北と号しました。将軍

家定・家茂2代に仕えまし

た。尊皇撰夷論の盛んな中で

彼は漢学を修め、一方で洋学

者柳河春之、福沢諭吉等と交

友を重ねて、欧米の事情や学

術を学ぶことに努めました。

慶応元年（1865）兵制に当

たる一方、外国奉行から会計
「柳北仙史之像」の碑

たる一方、外国奉行から会計

副総裁に進み、幕政に加わりましたが、幕府が倒れると、 ｜句

島の別荘海某園（現言間小学校）に悠々自適の生活を送りま
した。

明治7年(1874) 9月、朝野新聞の社長となると、雑録欄

を担当して軽妙泗脱の筆を揮って巧みに時事を風刺しまし
た。

日本の生命保険制度の草分けである「共済五百名社」 （明

治安|王|生命保険相互会社の前身）の創立に努力しています。

明治17年(1884)、48歳で没しました。

倒守川嵩菫｢月をただ｣の辞世句碑【報告書V｡ 116頁】
溝 たょ1J きゆ

「辞世月をた、 頓に消る秋の雲_’
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例滑稽庵五音「安心の」の句碑【報告書V｡109頁】

「安心の里と見えけり桃の花」

「古しへの姿か秋の隅田河」
１

１

１

－

｢かたみにと書のこしたる言のはは

いはほとともに朽せさらまし」

｢世を安〈 ふるにつけても忍ぶかな

身に残したる親のひかりを」

｢埋もれぬ親の名のみかかきとめし
ん

こ手魚の花も世に匂うらむ」

燭「万治二年」銘庚申塔く区登録文化財＞【文化財61頁】

「奉供養庚申地蔵大菩薩二世安楽所」「万治二年（1659）

十一月」の銘があり、地蔵像が彫られています。区内では一

番古い庚申塔です。

鯛橘守部。冬照の墓く区登録史跡＞【文化財78頁】

守部は江戸時代の国学者で、平田篤胤~伴信友・香川景樹

らとならんで、天保の四大家といわれました。通称は北畠源

助、号は池庵といい、天明元年(1781)伊勢に生まれ、 17歳

の時に江戸に出ましたが全くの独学でした。やがて『山彦冊

子』を刊行して名声をあげ、以後続々と名著を出しました。

守部の国学は本居宣長に対抗する意識をもって成立している
といわれています。

養子の冬照哲匡|学者でした。

㈲春秋庵梅笠の墓【報告書1 ｡55頁】

「紫陽花やか＆りか息りてもとの色波平」
あじ憩い

l

l

l

こうふくじ

19.弘福寺（向島5－3－2）＜大雄宝殿は区登録文化財＞
【文化財2頁】、面圃39

かって隅田村善諜蔦(高
森島）にあった小庵を、延

宝6年（1673）黄檗宗の寺

として、江戸氏一族の牛島

殿の城趾に寺地を受け、こ

こに移し、現在に至ってい

ると伝えています。開山は

鉄牛道機禅師で、開基は小弘福寺大雄宝殿

1.(）
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1

田原城主稲葉正則です。鉄牛は石見（島根県）の出身で、京

都宇治万福寺の創建にも尽力し、大変行動力のあった禅僧と

伝えられています。

現在の本尊釈迦如来像は、後世の松雲禅師の作といわれて

います。伽藍は関東大震災で焼失し、昭和8年(1936)に再

建されました。

森鴎外は少年時代、この地域で過ごし、没後ここに葬られ

ました。しかし、震災後に三膳禅林寺へ改葬されました。

黄檗宗の関係から鳥取藩池田家、津和野藩亀井家ゆかりの

寺院として、多くの関係者の菩提寺となっています。
じじぱぱ

(1)咳の爺婆尊【報告書Ⅳ．35頁】

風外和尚の名と徳から、

人呼んで「咳の爺婆尊｣。

口中に病のある人は爺に、

ll侯を病む人は婆に祈り、

咳・風邪の病が全快した

ら、煎豆や番茶をそなえて

供養する習わしが伝わって

います。

咳の爺婆尊
かんざん

(2)池田冠山の墓碑く区登録史

跡＞【文化財77頁】

明和4年（1767）江戸に生ま

れ、幼名を鉄之丞、恒次郎のち

に定常といい、天明5年(1785)

に本家筋の養家を継いで、鳥取
にしやかた わか芒

藩支藩（西館・若桜）の藩主と

なりました。若くして藩主の座

を子に譲り、その後は、専ら著

述を楽しみとし、晩年は|~冠山

道人」とも号しました。

編著書には『浅草寺志」 『江
池田冠山の墓

戸黄檗禅刹記』『墨水源流」など数多くあります。

(3)溌溌の墓碑【報告書1 ｡45頁】
建部綾足は弘前藩（青森県）の家老の次男として享保4年

(1719）に生まれましたが、幼くして父を失い実兄のもとで

成人しました。

「吉野の山にてよめる_｜ として「波とのみみふれの山の
山桜」とあり、下部に自im像が描かれています。

l]
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(4) 「貞享五年」銘梵鐘く区登録文化財＞【文化財32頁】

当寺の梵鐘は井伊氏によって寄進された、貞享5年（1688）

の「牛頭山弘福寺大鐘銘並序」として始まる銘文の記された、

貴重なものです。

みめぐり

20．三囲神社（向島2－5－17）＜本社は区登録文化財＞

【文化財3頁】師禰爾39

三囲神社は、始めは

現在地の北方の田圃の

中にあって｢田中稲荷」

と呼ばれていました。

文和年間（1353～55）

近江三井寺（滋賀県）

の僧源慶が東国遍歴の

とき、弘法大師ゆかり

のことを聞いて、社を
三囲神社全景

改築しようとしたとこ

ろ、土中より白狐にまたがる老翁の像を得ました。その時、

どこからともなく白狐が現れて神像を3回まわったところか

ら「三囲」の名としたと伝えています。

神社の本殿は震災・戦災を免れ、安政年間(1854～60)の

建築と伝えています。元禄6年（1693）に、俳人宝井其角が

村人に代わって雨乞いのために句を詠じ、翌日雨ふったと

『五元集』にみえています。

また三囲にあやかって、三井氏が江戸に進出したさいに守

護神と崇め、以来三井家一統の尊崇は続いてきました。
境内には隅田川七福神く区登録文化財＞のうち恵比寿・大

匡|天の2神が祀られています。

（1） 「菱湖先生之碑」 【報告書Ⅷ。 12頁】
ま造I）ようこ

江戸後期の書家、巻菱湖(1777～1843)の顕彰碑と言える

もので、彼のあくなき研鐵のさまを朝川善庵の撰文、門弟大

竹培の害で詳しく述べられています。なお、築額は日野資愛
の筆です。

菱湖は幕末三筆のひとりとされ、名を大任、字を致遠とい

い、越後（新潟県）の人です。江戸に出て亀田鵬斎に学び、

欧|場訶~季北海の書をよくして一家を成し、菱湖流と呼ばれ
ました。

(2) 日比翁助「いしがきの」の歌碑【報告書V｡67頁】

~

｢いしがきの 小石大石持合ひて
みよ

御代はゆるがい松ケ枝の色」
42
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うらずみ

(3)萩廼屋裏住「楠の」の辞世狂歌碑【報告書V・76頁】

「瀞のつよきも老のたのまれず
くちての後は石となるもの」

(4)宝井其角「ゆふfちや」の句碑(雨乞いの碑）
＜区登録文化財＞【文化財61頁】

其角は、能因法師が~‐

雨乞いの和歌を神に献

じた故事にならって、

｢豊か」な実りの願い

をこめて｢ゆ・た・か」

の3字を詠みこんで

”ふだちゃ田を見
めく､りの神ならば」

の句を献じました。

其角は寛文元年〆､ノー。 V弓､〃己ヘノU一'一

雨乞いの碑
(1661）江戸に生まれ、

姓を榎本、のち宝井と称した江戸中期の俳人で、芭蕉は嵐雪

と共に蕉門の双壁として重んじました。現在のものは明治6

年（1873）に三越店中の人々による再建です。

(5)服部山蝶「きいぎぬの」の句碑【報告書V｡39頁】

「きいぎぬの浅黄桜と見しや夢」山蝶

｢蝶の羽袖にのこる草の香」三升（9代目団十郎）

(6)西山宗因「白露や」の句碑【報告書V｡ 17頁】

「白露や無分別なる置どころ_’

宗因は慶長10年(1605)肥後（熊本県）に生まれました。

大阪天満宮の連歌界の重鎮となりましたが、俳諾を始めたの

は晩年に近くなってからのことでした。

(7)築桑誉差｢執着の｣の辞世狂歌碑【報告書V｡78頁】

「執着の心や婆曇にのこるらf
よしのの桜さらしなの月」

(8) 「篝将軍之象｣の碑【報告書Ⅷ｡29頁】
はたご

建碑発願者は日本橋通り旅龍町に筆問屋を経営し、江戸第
じ､りえし1

－の筆商と呼ばれた高木寿願で、明治16年（1883） 4月16日、
もうてん

蒙括の忌日に合わせて除幕式が行われました。

寿穎は蒙'|雷を敬慕し、40年の歳月をかけて円1.l-I応挙筆の蒙
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'|舌の画像を探しあて、その喜びを碑石に残そうとしました。

しかし、不幸にも実現しないうちに不帰の客となったので、

友人知人が彼の宿意を果たしたものです。

蒙‘1舌は秦の始皇帝に仕えた勇将で、秦の蒙将軍としてきこ

え、万里の長城を築いたりもしましたが、文人としてもその

名が高く、 とりわけ動物の毛を使って今のような筆を完成さ

せたことで、筆祖と仰がれています。
もつぼ

(9)宮田木歩「夢に見れば」の句碑【報告書V・66頁】

ふゆきかぜ

「夢に見れば死もなつかしや冬木風」「夢に見れば死《

ろうおうろうく

い老翁老娠の石像

元禄年間（1688～

1704)、この三囲稲

荷の白狐を守る老夫

婦がいて、祈願しよ

うとする人が老夫婦

に頼み、田圃に向か

って呼んでもらう

と、どこからともな

く狐が現れて願い事

を聞き、またいずれ

、切誤八JぜゃンUrJｰ~fU詫割 ゴーU

老翁老躯の石像
を聞き、またいずれ

かへ姿を消してしまいます。しかし、他の人がどんなに呼ん

でも決して現れなかったとレフことです｡俳人其角もそのあ
りさまを「早稲酒や狐呼び出す姥が許」と詠んでいます。

老夫婦の没後、里人や信仰者がその徳を慕って老夫婦の石像

を建てたと伝えられています。

老翁像には「元禄十四年（1701）辛巳五月~'一八日凹野宮

大和時永生国上州安中居住武州小梅町｣、老嘔の像には

|~大徳芳感」とだけ刻まれています。

61)狛犬(1対)<区登録文化財＞【文化財64頁】

本殿前の狛犬で､小松石で造られた総高186cmのものです。

奉納者121名の姓が|陰刻され、信仰の広さが分かります。

なお、 ｜|牛形狛犬台座蕊面に「延享二年（1745）乙丑年五月

二-'一二日石工和泉屋太郎介」とみえ、どっしりとした立派

な造りといえます。

⑫神狐（1対）＜区登録文化財＞【文化財64頁】

本殿正面に並ぶ神狐で、小松石で造られた総高162cmのも

のです｡台座側面に燗I澄| と刻まれていますので､越後屋
（弓越の前身）の奉納です。彫成のすっきりした柔和な優れ

た#III狐といえるでしょう､、

4とI



ノ

【文化財6頁】

〕もので、 卜.部だけし

⑬土手下の大鳥居く区登録文化財＞【文化財’

よく江戸川柳や錦絵にも描かれているもので、

か見えないのが有名でした。

側常夜燈く区登録文化財＞【文化財41頁】

⑬三井家寄贈建造物群

三田綱町（港区）にあった三田綱町（港区）にあった

三井家本館が江戸東京たても

の園に移築され、残された建

築物がゆかりの深い三囲神社

に贈られました。三井家の祖

霊社で彫刻がすばらしい義を
社、めずらしい三角鳥居、家

紋の入った水鉢などです。

※三囲神社文書【集成Ⅱ】

現在三囲神社には文書類は

残されてはいませんが、三井

文庫や国立国会図書館などの

資料から三井家と神社の関係

などがわかります。

顕名社

21・すみだ郷土文化資料館（向島2－3－5）囮圃國49匝園

平成10年（1998)、墨田区

吃 の歴史・風土・伝統を紹介す

る場として開館しました。チ

ョコレート色のレンガ造に薄

緑色の屋根をのせた5階建て

の建物で、 1階にはすみだの

通史がわかりやすく紹介され

ているほか、各種図書資料が

並ぶ「図書コーナー」やすみ

だゆかりの人物50人をパソコ

ン検索できる「おもしろ人物

発見｣､｢刊行物販売コーナー」

’
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資料館全景
などがあります。2階は平安

時代から隅田川を象徴する梅若丸|對係の資料を展示してある

ほか、桜で賑わう墨堤のようすが一目でわかるジオラマ。近

代産業資料、 レガッタ （ボートレース）に関する資料などを

展示。 3階は「企画展示室」となっています。所蔵されてい

るく区登録文化財＞には次のものがあります。
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〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

〔6〕

〔7〕

URL

大沢家文書【文化財34頁】

扁額「時敏塾」 【文化財37頁】

扁額「牛嶋学校」 【文化財38頁】

橋本家旧蔵板碑3基【文化財51頁】

芥川家|日蔵雛人形【文化財55頁】

錦糸町駅北口遺跡出土品【文化財56頁】

江東橋二丁目遺跡出土品【文化財57頁】

http://www.city.sumida.19.jp/

sisetu_info/siryou/kyoudobunka/

'一

22．言間橋（向島1 ， 2）

昭和3年（1928）にドイツのケルンドイツ橋を参考に作ら

れました｡かつて竹屋の渡しがあった所に架橋されましたが、

橋名の由来については不明です。架橋の際、担当者が隅田川

を渡った平安時代の歌人在原業平の歌、 「名にしおはぱい

ざ言問わん都鳥わが思う人はありやなしやと」から引用

したのではないでしょうか。

23.牛嶋神社（向島1－4－5）噸50噸

関東大震災で焼失する被害を蒙りましたが、かつては少し

北の墨堤常夜燈の東

にあり、隅田公園開

設にあたり昭和7年

(1932）に現在の地

に移りました。縁起

によると、貞観年間

鯨空拳篤鬘
のおのみこと

之雄命の権現である

老翁に会い、牛御前

社と呼ぶようになっ

熟
琴

蕪

鰯

#＝

謹
一
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~
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~
~

一

Ｔ

一

一

一
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澪－．
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牛嶋神社全景

たとも伝えています｡本所総鎮守の社として知られています。

また当社には、後刻と思われる貞観17年(875)銘を持つ板

碑が所蔵されていましたが、震災時に損壊して現物は実見す

ることができず、拓本のみ残っています。

('）譲訴'鶴葦篶焦｢いそがずば｣の句碑く区登録文化財〉
【文化財45頁】

「いそ;､舗鵜まt物と 夕立の
かんにん

あとよりはるる堪忍の虹」

i6

9 ~~~~ ~ ~ ~



1I

たて

焉馬は本所竪川の大工の棟梁で、文化人としてきこえ、団

十郎をもじって談洲楼と号しました。また竪川に住むことか
たて

ら、立川とも号しています。

天明4年（1784）に仲間の狂歌師、戯作者連を向島の料亭

武蔵屋に集めて、自作自演の落し噺しの会を催したことは、

江戸落語の始まりといわれています。なお、この碑は焉馬本

人が建てたものです。

(2) 「識蒙諄緬卑記｣(｢北条時宗偉功碑｣) 【報告書X･14頁】
文永11年（1274） ・弘安4年(1281)の、元冠の役として

知られる蒙古軍を撃退した北条時宗の功績をたたえた碑で

す。明治18年（1885)、仮名垣魯文・肝付兼武等によって建
てられています。

(3) 「讓菌加藤先生之碑｣ 【報告書X･ 11頁】
幕末明治の国学者であり歌人でもあった加藤千浪(弥三郎）

の碑です。

漢文碑と和文碑とがあります。荻園とも号し、国学を浅田

由豆流（岸本由豆流）について学び、歌道・書法にも秀でて
いました。漢文碑は明治10年（1877） 12月門人等によって建
立されました。平山省斎築額．服部謙撰文~巻菱潭書です。
和文碑は蒙額．年紀が剥落していますが、漢文碑と同期と思
われ、彼の縁者~教え子たちによって建立されたものです。
(4)奉納｢蕊牛｣〈区登録文化財〉【文化財65頁】
これは仏寺の御誉壷虎様と同じように、自分の悪い部分と

１
１ ’

’

｜
’|’

’

~

Ｉ

撫牛の同じ部分をな
でると、病気が治る

という信仰で、肉体
だけでなく心も治る
という心身回癒の祈
願物です。文政8年
(1825)頃奉納され

ました。淡島寒月の

句に「なで牛の石は

涼しき青葉かな」、
堀辰雄の作品の中に

も、 「メランコリ乳
す。

(5)神牛<Iヌ答鰡▽

ンク

5）神牛く区登録文

撫牛

した牛」とも描かれていまな目ざしを

化財＞【文化財63頁】
本殿の左右に’対のﾈlll牛が奉納されています｡奉納願二に

本所'II|]之郷村の大工中と大工久次郎で、安政6年(1.859)
奉納です。禰工は本所小梅村角次郎となっています．

は、

の

47
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(6)狛犬く区登録文化財＞【文化財63頁】

本殿前には3対の狛犬があります。このうち、一番奥の享

保14年（1729）本所中之郷・横川町若者中が奉納したものと、

岩の上に立つ文政10年(1827)のものが文化財となっていま

す。

(7)大田南畝詩碑【報告書Vo10頁】

右側面に「貞観緑字歸然存牛渚残碑墨水村神化長留玄

牝跡蘋蕊不絶素鴦尊文化辛未秋南畝草書」と刻まれて

います。

(8) 「文久二年」銘烏届く区登録文化財＞【文化財6頁】

隅田川に面した側にある文久2年(1862)の鳥居です。

(9) 力石群く区登録文化財＞【文化財67頁】

⑩牛島の牛牧

かつてこの一帯には牛の放牧場が作られ、多くの牛が飼わ

れていたといわれています◎牛島の地名がここから生まれた

ともいわれていますが、定かではありません。

－

１

１

｜

~
~
~

24・水戸徳川家下屋敷跡（向島1－3 ：隅田公園内）

聴熊152匝圃

元禄6年(1693)浜屋敷から移転を命ぜられた水戸徳川家

の下屋敷の跡です。下屋敷は藩主の私的な屋敷、妻子と過ご

す場だったことが多いので、池や築山を造り、癒しの空間を

演出していました。

明治時代、西洋かq愛 明治時代、西洋か

ら導入されたレガッ

タ （ボートレース）

が大好きだった明治

天皇は、観戦のため

にたびたび水戸家を

訪れました。堤上に

は「明治天皇海軍

漕艇天覧玉座阯！漕艇天覧玉座阯

~

F
己

qﾛ『

d孕守",'&@~k"-巧､骨.ﾃ蝋4． ~ 訪れました。堤上に

識頚"剛治讓阜海、
T､

，.．． ，器)鋼。

鵬'蝿 鯛:＃蝋；イーー -----斗一..－.-..-一望 ,PJ Z6 =L』一一二-－－

_｜
和風庭園と墨田区役所（右）

の標石があります。

残念ながら屋敷は関東大震災によって焼失しましたが、災

害の反省として東京市内に数ヶ所の火除地を設置する計画

が、当時の復興院で取り上げられた際、名勝史跡である墨堤

を復興盤備させるため、隅田公園設置案が帝都復興計画に基

づいて実施されました。

こうして隅田公|重Iは昭和6年(1931) 3月、本所・下谷両

区にまたがる河岸公園として|淵|重Iしました。総面積187.000m2

害の反省として東京市内に数ヶ所の仇

が、当時の復興院で取り上げられた際、

職

_:、｜
鼬．



’

の内、墨田区側は96,774m2で区民プール体育館．少年野球場、
児童遊園、釣堀などが作られました。水戸家の‐ﾄ屋敷跡には
日本庭園．桜の山．自由広場が作られました。隅田公園とし
ては、＜新東京百景＞に選ばれています。

(,）明治天皇「花くわし」の句碑【報告書Ⅶ．57頁】
〈‐ ：b これ ど

「花<はし桜もあれど此やとの
し、

よよのこころを我はとひけり」

｜
I

l

(2)藤田東湖「天気正大気」の

詩碑【報告書X･25頁】

「天地正大の気粋然として神
ぁっ龍 いきん

州に錬る。秀でては富士の嶽と

なり、巍々として千秋に蓬ゆ｡」
と日本古来の国体を賛美した

｢正気之歌」は、尊皇撰夷論者

の水戸藩士、藤田東湖が弘化2

年（1845）から3年間、小梅の

水戸屋敷に幽閉されている時に
作られたものです。1 1－レーノ4レノ一UVノLソO

’

１

１

正気之歌
(3) 「呈鬘先生之碑」

【報告書X・48頁】 ごI”
書家高林二峯の卒するのを偲んで、息子で同じ書家の五峯
(高林寛）等が、二峯の墓所のある円通寺の門前に建てた碑
です。平成元年(1989)隅田公園内に移築されました。

蒙額は勝海舟で、碑陰には関係者名が数多く記されていま
す。

もつぽ

25・富田木歩終焉の地（向島1－3先) Im53m

富田木歩は明治30年（1897)、

向島小梅町（向島3丁目）に生
まれました。

はじめ

本名は一といいます。幼くし

て両足の自由を失い、小学校に

も入学できませんでした。木歩

の家は竹屋の渡しや|~大和田」

という鰻屋を営んでいました。

しかし、木歩の生まれるころか

ら家運が傾きはじめていまし

た。 17歳のころ俳句誌「ホ|、 |、

ギス」を知り、俳句に親しんで 木歩終焉の地

49
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いきます。 「犬猫と同じ姿や冬座敷｣、 「死装束縫ひ寄る燈下

秋めきい｣、こんな句を吟じています。女工となった妹も、

奉公に出た弟も結核でなくなり、母も脳溢血で失い、こんな

句も残しました。「母のみとりに仏燈忘る宵の冬｣･木で義足

をこしらえ歩くことを工夫しますが、思うようにいきません

でした。その願いが「木歩」の号に表されています。

そして、大正12年（1923）の大震災に、枕橋の土手まで助

けられて避難しましたが、橋はすでに焼け落ち、避難者の荷

物も火を吹き、やがて猛火に包まれてしまいます。木歩27歳

の若さで、ここ隅田公園枕橋のたもとが、その悲しい終焉の

地となってしまいました。翌年、句碑が三囲神社境内に建て

られました。

「

26．堀辰雄の住居跡（向島1－7－6）噸瞳遡54

堀辰雄は、明治37

年（1904） 12月28日

麹町区（千代田区）

平河に生まれまし

た。父の浜之助は広

島藩士で、維新後上

京し、裁判所に勤め

ていました｡|司39年、
しげ

雰職慧繍～、 ’'一J1エロ'J，'1Jﾘｰ1判Jvノ夙ﾉ1，

堀辰雄住居跡
の家を頼って平河町

の家を出ました。そして41年、志気は向島須lll奇町の彫金師上

条松吉に嫁しました。地元の牛島小学校から、芥川龍之介も

学んだ両匡|の府立第三中学校（現在の両国高等学校）に入学

し、大正10年(1921)には中学校4年で第一高等学校理科乙

類に入学しています。関東大震災で父と3人で隅田川に避難

しましたが、母を失いました。翌年4月に|句鳥新小梅町の新

築の家に移りました。それが隅田公園隣のこの場所でした。

昭和13年(1938) 4月結婚と|司時に軽井沢に行き、愛宕山

の近くに新居を定めています。しかし同19年(1944) l喀血し、

以来状態が思わしくなく、28年（1953） 5月28日、49歳の若

さで永眠しました。墓所は多磨霊|重|にあります。
辰雄は室生犀星．芥川龍之介の二人を師と仰いでいます

が、フランス文学を,i耐した「聖家族_l ｢美しい村｣｢風たち
ぬ」など多くの名作を残しています。とI')わけ、 「花を持て

る女」 「幼年時代」 「水のほとり」などの作品には|句烏界隈が

弓(）
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１
１

~
多く描かれています。また、牛島小学校では一時、後に作家

となる佐多稲子と同級でした。

※辰雄の家の裏側を走る水戸街道を挟んだ反対側（向島1－

8－2）には、女医第1号の荻野吟子が晩年開業していた

医院がありました。

|，

|｜
I

27.常泉寺（向島3-12-15） 噸肺獅~'51

慶長元年(1596)の創建で、

開山は仙樹院日是上人、開基は

高橋新右衛門と伝えます。徳川

家の信仰を得て寺料30石を給さ

れ、境内も源森川から続き、本

行坊~本種坊・本住坊の3塔頭

もありました。現在は日蓮正宗

富士大石寺（静岡県）の末寺に

なっています。

(1)朝川善庵の墓

＜都指定旧跡＞

1011

1

１
１

朝川善庵の墓
天明元年（1781）片山兼山の

末子として江戸に生まれました6諒は五鼎、善庵または学古

塾と号しました。父兼山が早く没し、母は遺児を連れて医家

朝川黙翁に再嫁しました。黙翁は遺児たちをかわいがり、自

ら句読を授け、長じては山本北山に学ばせもしました。

善庵も兼山のあとをうけて、本所小泉町（両国2丁目）に

住み、儒者・医者として知られ、嘉永2年（1849）没しまし

た。

(2) 「医聖漢張仲景先生の碑」 【報告書X｡35頁】

漢の長沙地方の長官でもあり、医聖と仰がれ『傷寒論』等

を著した張仲景の功績をたたえて、漢方医滝清が大井鮫洲

(大田区）の別業に文政10年（1827）建碑したものを常泉寺

に移築したものです。

(3) 「従三位動二等薬学博士下山君碑」 【報告害X｡41頁】

近代日本の薬学に貢献した下山順一郎（忠興）は尾張犬I｣_|

(愛知県）藩士で明治3年（1870） 18歳の時、藩貢進生とし

て大学南校（後の東京大学）に学び、東大医学部を経てドイ

ツ留学の後、東大助教授、陸軍薬剤官などを歴任し、さらに

諸外国で研究を重ねて、 日本最初の薬学博士の学位を取得し

ました。

その後も内外の大学や薬学界の要職にある傍ら私財を投じ

て薬草園を開き、海外の薬草を移植するなど、多くの功緬を

51

ｄ

Ｌ



~ ~ ~ ・一一

残しています。明治45年（1912)、60歳で病没しました。

蒙額は旧犬山藩主の子である成瀬正雄です。大正2年7月
建立。

(4)加藤たき「花に鳥」の句碑【報告Ⅶ．63頁】

「花に鳥春-1-分の寝ざめかな」

」
28．森鴎外住居跡（向島3-37-25)mmW144

森|鴫外（林太郎~ 1862～1922)は明治5年(1872) 11歳の

時に、津和野藩（島根県）亀井家の侍医であった父に伴われ

て、 ’司島小梅村の当時本邸であった屋敷内（本所高等学校西
隣）に初めて上京しました。

'1

その後屋敷近くの

小梅村87番地に住み

ますが、同6年
(1873)には家族全

員も上京したので、

現在の本所高等学校

のグラウンドの一部

にかかる小梅村237

番地の家を購入し移

り住んでいます。

1
．

~現在の本所高等学校 ソ ‘一'ｰ ‐ ~ 一’。
弟篤次郎~妹きみ

(小釘:,篝美子) も､この地の牛島小学校に学んでいます。
明治12年(1879)一家が千住に転居するまで、鴎外にとって

も多感な少~青年期の一時をここで過ごしたわけです。

長じてのち軍医総監~帝室博物館長、とりわけ小説家とし

て一時代を画す足跡を残しています。

鴎外最初の墓所は、同郷石見国出身鉄牛禅師開山であり、

亀井家の菩提寺でもあった|旬島弘福寺にありましたが、震災
後の隅田公園建設の区域にかか'り、墓所は同宗の三聴禅林寺
に移転しました。

また､|鴫外最初の号は曳舟川からとった牽舟居士を名乗り、
鴎外の号･もこの地の隅田川の都鳥に因むかと思われます。
本所高等学校の場所には昭和21年(1946) まで牛島小学校
がありました。明治の学制が発布されて間もない明治6年
(1873)に開校しました。

29・秋葉神社（向島4－9－13）腿磁礎'40

古くから手代笹稲荷として祀られていましたが､後に遠江
IZI (静岡県）秋葉椛現を分祀して相殿としています ノじ禄15

１
１

ー〉う一

I可
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~
秋葉神社の石燈籠 ぃ時もありました。

多くは燈籠にその名

残をとどめています。

(1)石燈籠（7基）＜そのうち6基が区登録文化財＞

【文化財65頁】

宝永元年（1704）銘の上州沼田城主藤原正永（本多正永）

が奉納した石燈篭1対（両基)、宝永2年(1705)銘の左近

衛少将源(酒井)忠華(前橋城主)奉納の石燈籠,基と、宝
暦8年(1758)銘の伊奈源忠薯奉納の石燈篭1基が､あたか
もl対のように並んでいます。さらに、宝永2年（1705）銘

の前橋城主源（酒井）忠挙奉納の石燈篭1基と、寛保元年

(1741）の郡I_|_I城主柳沢吉里の室源頼子（忠挙の女）奉納の

石燈寵1対両基があります。

〔1〕 「秋葉神社文書」＜区登録文化財＞【文化財35頁】

【集成I】

当社に伝存されている古文書・古記録は104点に達し、 「秋

葉~稲荷両社来由記｣、 I､千葉社記』など縁起及び別当寺であ

る満願寺の山号~寺号呼称に関する「達書」などの創建資料

を':|賢'心に、鵬i1IM寺（京都）三宝院末としての本末関係や大lll#

山（奈良）入山に関する一紙文書、明治初年における満願寺

の廃寺・飛木稲荷移管文書から成り立っています。非公開。

30・松本家（東向島2）皿噸圃41

文久2年（1862)、須|||奇~寺島・亀戸村の伊･勢講代表者が

伊勢参りをした'際、同行者の松本文四郎によって書かれた覚

え書きが残されています。非公開。＜区登録文化財＞【文化

財34頁】･

文書の詳ﾎlllについては【集成Ⅲ】に収録されています。

弓3
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f賭霧繼財冨嘩這溌霧瞳蔵
一一一－二"一

（ I
～

騨
六地蔵 んでいる人々を、地

蔵菩薩が極楽へ導い

てくれるのです。

かつては村の入にIや辻道にありましたが、現在では交通事

情が変わってしまい、近所のお寺の境内に移されていること

が多くなりました。

形状は一列に並ぶ立像や坐像が一般的です。墨田区内にも

数ヶ寺の境内で見ることができますが、中には一石を六角形
せきとう

に削り、それぞれの面に1尊ずつ浮彫りにした、 6面石l瞳の

形にしたものもあります。

’

’

’

垂一
蹴
一

蝋

一
〆

毒識鰯~〕
形の無い文化財、料理や菓子などを作り出す技は、出来上

蕊臓惑曝獣鯉彗麓壹撫震
から、料亭や茶店などが軒を並べていました。植半や大七、

入金や武蔵屋、両国では与兵衛鮨や淡雪とうふなど、有名な

料亭や茶店が数多くありました。明治に入って近代産業が発

達すると向島には花街が形成され、大いににぎわいました。

関東大震災や東京大空襲によって'11]･は瓦解しました。

長命寺のさくら餅は江戸時代中期から、言間だんごやじま

ん草餅は明治初期から続いている擢1店の代表です。

ー

可‘･I



回八広･東塁至ｺースーー
~

｢－－ ～かつての田園地帯を散策します～
一－－ ざ：

八広・東墨田一帯は､江戸時代まで広大な田園地帯でした。

生産される農産物は旗本たちの生活を支え、江戸っ子たちの

生活も支えました。ほとんどが四ツ木方面（現葛飾区）の村

人たちが開拓した新田でした。

昭和時代には荒川駅と呼ばれていた京成押_上線八広駅の改

札を出て、八広中央通りに出る直前に1．小林家（非公開）

があります。八広中央通りと八広はなみずき通りが交差す

る厘刀（八広五・六丁目）信号の近くに2．八広庚申堂が

あります◎八広はなみずき通りは南東に向かって行くと、途

中で大きく南に曲がるところがあります。ここでは曲がらず

に南東に向かいます。

やがて都立皮革技術センターや区立東墨田公園が現れます

が、この公園の北側に3．萬福寺があります。萬福寺の北、

荒川の土手に沿って右手に向かうと4．白髭ﾈ!|I社があります。

更に170m程土手沿いに向かい、鉄工場の先で右に曲がると

5．区立東墨|王I東公園の前に出ます。

先ほどの区立東墨圧|公園~都立皮革技術センターまで戻り

ます。皮革技術センター角の信号の、次の信号を左へ曲がる

と一方通行路となっていますので、このまま唾二D(八広4

丁目）信号まで直進します。信号を渡った所で50m程左手方

向に八広はなみずき通りを南下すると、西進する一方通行路

が出てきますからこの道を西進します。やがて八広に|訓央通り

に出ますので、そこを右折し200m余り北上すると交番横の

植栽の中に6．木下川薬師道の道標が立っています。

八広中央通りを南に戻ると7．三輪里稲荷があります。さ

~~

京成

八広駅周辺

戸一

つ弓
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’

らに南下すると明治通りに出会います。明治通りを右手（西

北）方向に進むと京成曳舟駅です。踏切の向こうには8．鳥

井家（非公開）があります。

(八広駅北口）→（2分）→1 ・小林家住宅→

八広庚申堂→（20分）→3．萬福寺→（3分）

社→（5分）→5．木下川梅園の跡→（22分）

薬師道の道標→（5分）→7．三輪里稲荷→

鳥井家→（2分）→（京成曳舟駅東口）
移動時間：89分

(5分）→2．

→4．白髭神

→6．木下川

(25分）→8．

~

1 ．小林家（八広6－31－1 ）＜区登録文化財＞【文化財4頁】
、薊耐調59

小林家は安政年間

(1854-61）に建築さ

れました。明治に入っ

て大畑・木下・上木下

川・下木下川の各村を

束ねる戸長宇田川家の

役場として使用されま

した。した。~噌貢ご~"字…

瀧
…

鱗
’

臼浬

ﾛ

》

弓

画

唾

一

宇

「

・

ｆ

Ｏ
■
炉
■１

１
１
１

迩
湾
Ｊ
州

伴い曳家され、昭和5

荒川放水路の建設に
小林家住宅（非公開）

年（1930）から現有の小林家となりました。

ぃ響撫忌雲駕濾堂鰯駕聿駕
大正民家園P.67)は内部も公開しています。

また、小林家の当主は人形生地づくりの区無形文化財技術

保持者であり、敷地内に小さな博物館‘人形資料館（事前予
約）を開設しています。

I

ウ

やひろ

2．八広庚申堂（八広5-32-10）魎魎園60

『新編武蔵風土記稿』の大畠村の項に「庚申堂村持」と
見え、元禄期（1688～1704）に大畑新田村が生まれたころか
ら、講中によって大切にされてきました。現在は正覚寺が管
理しています。

(,） 「元禄二年」銘庚申塔く区登録文化財＞【文化財61頁】
この庚申塔のために堂宇が造られました。

(2) 「享保五年」銘地蔵像【報告書Ⅳ。19頁】
(3)観音菩薩像【報告書Ⅳ。34頁】

弓6
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まんぷく

3．萬福寺（東墨田3-12-19） 圃澗詞63皿圃

光明山蓮池院と号し、真言

宗豊山派に属しています。大

永7年（1527）東福坊が創建

したと伝えられています。本

尊は阿弥陀如来です。荒川開

削前は、現在地よりやや東に

ありました。

萬福寺の石造群

｢寛文二年（1662)」銘地蔵像（2体） 【報告書呼。8頁】

｢□ロ二年」銘地蔵像

｢寛文十二年（1672)」銘観音坐像【報告書Ⅳ・ 9頁】

｢天和二年（1682)」銘庚申像く区登録文化財＞
【文化財60頁】

｢元禄三年（1690)」銘阿弥陀像【報告書Ⅳ．12頁】

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

4．白髭神社（東墨田3-13-24）

嘉暦2年（1337）以前の創建と伝えられていますが、

は木下川薬師の守護神であったという伝えもありますo
は猿田彦命です。

境内には「百度石」の標石があります。

もと

祭神

きねがわ

5．木下川梅園の跡（東墨田3－19－2 ：区立東墨田東公園）
圃臓詞64腿

かつて旧中川の近くに6,000m2にも及ぶ、墨東最大の「木
下川梅園」がありました。

幕末に徳川家の所有となり、勝海舟が別荘として使用して
いました。昭和40年（1965）に水

1
門の変更により、江戸川区に編入

されました。史跡説明板は300m

程西にある区立東墨田東公園に▽

てられています。

P

~ ＃
1

■

。

ｑ

『

，

▽

・

Ｐ
ｐ
０ｂ

、
。

碍

嚇

吻
＃

6．木下川薬師道の道標

（八広4－12－3 ：交番脇）

甑噸圃61匝園

木下川薬師への道に建てられて

いた道標ですが、交通事情によっ

て現在地に移転しました。

脅
療

仏

宅6

蝋傘:峰~繭
木下川薬師道の道標

弓7
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’
【報告書Ⅳ．87頁】

えと，

（右） 「左ゑとみち」

（正面) 「右や久しみち」

（左） 「大畠村講中」

~~
みわさと

7．三輪里稲荷神社（八広3－6－13）卿62
曲どのきん

麗長19年（1614）に出羽国（山形県）湯殿山の修験者大日
かんじよう

坊が、羽黒大神の分霊を大畑村（現在地）の鎮守として勧請

し、三輪里稲荷大明神と称したのが始まりと伝えられていま

す。

初午の日に、湯殿山秘法のこんにゃくの護符を授けること

から、俗に「こんにゃく稲荷」と'1乎ばれていました。

‐

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｄ

Ｕ

Ｉ

ｄ

■

■

■

？

Ⅱ

Ｈ

１

凸

日

■

Ⅱ

ｊ

■

６

■

凸

■

目

Ⅲ

厚

Ｈ

Ｐ

■

■

ｙ

ｒ

‐

１

8。鳥井家（八広1）＜区登録文化財＞【文化財33頁】
｢WW158

江戸後期、鳥井重五郎（初代京I_|_I)によって始められた焼

き物で、勝海舟の引き立てを受けたと伝えられます。非公

開。

…て露鐵
Ｊ
Ｉ

さんし

道教では人の腹中に三j二Iの虫が

いず､悪事を働くと庚申の日に天
帝に告げにいくと信じられていま

した。そこで、庚申の日にはご馳

走を持ち寄り、夜明かしして虫を

天に行かせないようにしました。

この日集まる人々の集団を庚申識

といい、みんなが現世や来世の供

養のために建てたものが庚申塔で

す。

15世紀の後期から建て始められ

たようで、年号を見ると幕末まで

製作され続けていたことがわかり

ます。

二i噸は初めは如来・菩薩・明王

などいろいろありましたが、 17世

紀の中頃から青面金剛に統一…され 庚申塔

弓8
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ていきます。石の型や周囲に刻まれる日月・猿・鶏・邪鬼な

ども決まりはありません。これらは晴天への願いや三猿のよ

うな戒めなど、いろいろな意味を含んでいると言われていま

す。区内には40基以上が確認されていますが、ほとんどが北

部（旧向島地域）に点在しています。

(蟻繼職遜r癖識~員》
墨田区内には、伝統的な技術を伝えている職人さんがいま

す。高齢化や後継者難という状況の中で、がんばっています。

そうした人々の中には作品や技を見せようという人々がいま

す。自宅や仕事場に小さなコーナーを設けて、気軽に見ても

らえるようにしている人たちです。区では小さな博物館とい

う名前を付けて、広く紹介しています。

江戸から続く木工や染色､金属加工などの匠の技もあれば、

機械製品や情報処理機器など、現代産業の中で活躍している

手わざもあります。

機械化や大量生産の時代にあって、一味違う高度な作品を

生み出す職人の技術をじっくりとご覧ください。詳しくは産

業経済課にお尋ねください。 ’

一再｡

憧囲魁固圃
一

鬮
－＆●－

町で見かける小さな博物館の看板

http://www.techno-city.sumida.tokyojp/shisetsu/shi_O5.html

うり

糊



鰯立花･文花コース
’
1~~~

|‐ ‐ ‐ 葛西Ⅲ蒜を識策します～～小村舞村

江戸時代、小村井村・葛西川村だった辺りを散策するコー

スです。東武亀戸線小村井駅の改札を出て、北上すると

厩てこﾃD(小村井）の信号があります。ここを左折し層言石｝

(向島警察署）を通り過ぎると250m先で-|一間橋通りとぶつか

りますので左へ。踏切を渡ると区立文花中学校があります。

その裏側にl~すみだ産学官連携プラザがあります（見学は

事前予約)。ここはかつて西吾蠕小学校でした。前の道を左

に進むと区立文花宮前橋公園に出ます。隣が2．すみだ環境

ふれあい館です。先ほどの公園を右に向かうと|画〒=〒①（文花

2丁目）の交差点があります。目の前には3．香取神社の

木々がそびえています。

香取神社の南には石|験工場がありますが、この工場の南東

角に4．福神橋北詰の空き地があります。向かい側には5，

吾蠕神社があります。北十間川に沿って東に向かいます。や

がて、お寺が見えてきます。 6~慈光院です。寺前の道を北

上すれば7．長友家（非公開）があります。立花通りに出会

う直前に小さな祠が目に飛び込んできます。立花帝釈堂とし

て、戦前には多くの人が参詣していました。

踏切を渡り、直進します。立花通りを歩いていくと、 8．

大井戸稲荷の赤い鳥居が見えます。更に進むと、平井橋の手

前で左折する道に出会います。その道を行けば、平井街道と

の交差点の所に9．北向き地蔵があります。その北側には10．

東漸寺。寺北の道を右折すれば11. 白髭神社が左に建ってい

ます。道はこの先で二股となりますが、右側を行くとやがて

右側に12．立花大正民家園小山家住宅の裏門が現れます。

~
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小山家住宅を出て土手を登り、右折すれば平井橋に出ます◎

橋を渡って江戸川区平井に入ります。道なりに直進すればJR
平井駅に着きます。

(小村井駅北口）→（15分）→1 ．埋蔵文化財展示室→（5

分）→2．すみだ環境ふれあい館→（4分）→3．香取神社

→（7分）→4．大沢梅次郎像→（1分）→5．吾蠕神社→

(5分）→6．慈光院→（6分）→7．長友家→（8分）→

8．大井戸稲荷→（8分）→9．北向地蔵→（1分）→10．

東漸寺→（1分）→11． 白髭神社→（4分）→12・立花大正

民家園→（10分）→（平井駅西口） 移動時間：75分

1 ．埋蔵文化財展示室

（文花1－20－7 ：すみだ産学官連携プラザ内）腫園

廃校となった西吾蠕

小学校が、すみだ産学

官連携プラザとして生

まれ変わりました。こ

この2階に埋蔵文化財

調査室・展示室・保管

庫が並んでいます。

区内各所から発掘さ

れた遺物の一部が展示

d'･ l .

燕 "畢螺
＝ ー

ロ1

ワ

，'1

2階に展示室がある連携プラザ ガ'し7こ垣物vノーﾛ'』'J癖'』、

室に陳列されていま

す。＜区登録文化財＞の江東橋二丁目遺跡(P.120)の出土

品なども一般に公開されています【文化財57頁】。 （事前に生

涯学習課へ予約をしてください）
I

2。すみだ環境ふれあい館（文花1－32－9）皿園

旧文花小学校の校舎を利用して、人と環境を考える場が誕
生しました。 「環境学習室｣、 「雨水資料室｣、 「関野吉晴探検
資料室_|の3コーナーから構成されています。いずれも月~
水曜日が休館日です。詳しくは墨田区役所内環境保全課へお
問い合わせください。

URL http://www.city.sumida.lg.jp/sisetuinfo/siryou/
一

kankyou_hureai/indexhtml
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(1)環境学習室

環境や資源に関する問題を紹介したり、 リサイクル体験が

できます。

(2)雨水資料室

世界でもめずらしい雨水に関する資料が展示されていま

す。

(3)関野吉晴探検資料室

「グレート ・ジャーニー」で知られる、地元出身の探検家

関野吉晴氏が踏破した、世界の気候・風土を紹介している部

屋です。
＝

3･香取神社（文花2－5－8）皿睡晒73厘画
ふくl)や

この辺りの土地は「葛西御厨注文」によると、葛西38郷の

一つとして記きれています。
＝

香取神社はこの開拓

者の氏神として永万元

年(1165)に創建され、

以来、村の鎮守として

崇められてきました。
ふつぬしのか鄙

祭神は経津主神とい

い、武神であると|司時

に産業開発、開拓の神

でもあり、香取神宮でもあり、香取神宮

－●』占師

香取神社と香梅園

(千葉県）の分社です。
けいかん

(,） 「文政十一年」銘水鉢「濯盟」＜区登録文化財＞

【文化財66頁】

境内の摂社諏訪神社前にあるこの水鉢は、文政11年(1828)
の銘があり、かなり大型のものです。この水鉢は、 もと当社
本殿にすえられていたものです。

「旗臘文政十一年戌六月吉祥'ヨ氏子中星鳩秦鐘書」

(2) 「文政十三年」銘石燈籠【報告書Ⅳ．56頁】
摂社三峯神社前にあり、 「文政十三年（1830）寅八（以下

I展ぷく易

欠)」と刻まれた春日型の石燈寵であって、火袋は雄大であ

り、竿の部分と等しいことは、ある種の落ち着きを見せま
す。

4．福神橋北詰（文花2－1） |磁腿'75

(1)大沢梅次郎像

明治22年(1889) この地のII-|家小lll家にとkまれ、大.if6fi
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28歳で町会議員、同13年（1924）から昭和2年（1927）まで

吾蠕町長におされ、同3年（1928）東京府会議員となり、東

京市会・都議会議員を歴任して同34年（1959） 9月に没する

まで、地方自治に徹した人物の銅像です。同38（1963）年に

建立されました。

(2) 「築道碑」 【報告書Ⅶ．78頁】

明治中期から、純農村地帯であった吾蠕町にも都市化の波

が押し寄せ、道路の拡幅・新設が問題となり、 lllT長の大沢梅

次郎はじめ地主・町民の協力によって成った道路整備事業を

記念して建碑（大正14年）したものです。「人類相愛の情理

と人類群居の態様と物質生産の現状と文化進展の鳥越とは」
で始まる高さ2mのこの碑は、初め旧吾嬬町役場（現向島警

察署）前の宮田橋々畔にあったものを、のち昭和37年(1962)

に移設したものです。なお、この碑と軌を一にするものに、

原公園（京島3丁目）の「新薬師道之碑」 （大正6年建碑）

があります。

5.吾蠕神社（立花1－1‐15）皿卿遡74胆璽

この地は江戸時代の頃｢善蕉の森｣、また｢津＃,の森」と
呼ばれ､その中に赫雷あり､後｢吾蠕"粕と呼ばれました。

や龍とたけるの熱こと

祭神ば腫蝿濃器とを主ﾈII1とし､相殿に,ﾐ,本武尊を祀っていま
す。

「縁起」の碑による

と、昔|ﾐ|本武尊が東征

の折、相模|玉|から上総

国へ渡ろうとして海_I二

に出た時、にわかに暴

風が起こり乗船も危な

くなったのを、弟橘媛

命が海#II1の心を鎮める

ために海に'二'に身を投じ

ると、海上が穏やかに

なって船は無事を得、

と言われます。

なって船は無事を得、尊

I

吾蠕神社

は上陸して「吾嬬恋し」と悲しんだ

と言われます。

後に命の御召物がこの地の磯辺に漂い着いたので、これを

築山に納めて吾蠕大椛現として崇めたのが始まりだと言われ

ています。

（1） 「安永二年」銘狛犬く区登録文化財＞【文化財64頁】

安永2年（1773）に漁業関係者によって奉納きれたもので
す。
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(2) 「吾蠕森碑」 【報告書Ⅸ・83頁】

明和3年（1766）の夏、藤原博古（山県大弐）の撰文にな

るもので、柱状の三面に「下総国葛飾郡吾蠕森碑」として日

本武尊の東征と弟橘媛命の入水のこと､稚菅藷(碓氷峠)に
登って「吾蠕はや」と歎いたこと、吾嬬森が命の墓であるこ

となどを述べて、命の貞烈を顕彰しています。

山県大弐で知られる藤原･博古は江戸中期の兵学者・勤皇家

で、柳荘と号し、 『柳子新論』を著すなどして、幕政を批判

して忌諒に触れ、明和事件で捕われて処刑されています。

(3) 「縁起」の碑と連理の楠

【報告書Ⅶ。73頁】

当社の御神木であり、吾蠕

の森の「箱笙の蒲」 (蓮理の
くすのき

楠）として有名な楠につい

て、そのいわれ及び霊験を

記し、合わせて、吾蠕神社

の縁起・日本武尊の東征の事

跡などを述べています。楠は

現在枯れて、その根だけが境

内に保存されています。＜区

登録文化財＞【文化財56頁】

(4)紀真顔「高麗剣」の歌碑 連理の楠
【報告書Ⅶ。76頁】

:＝＝

｜
L一

「高麗剣わさこそ歌の一鰔を
こだつぁぎ ざ

義たましひといよよ磨かし」
l

裏は「昭和40年9月破損に付再建之」とあります。
紀真顔は狂歌堂と号し、また鹿津部真顔ともいい、狂歌を

蜀I_|_|人に学び宗匠となった人です。

(5) 「文化十四年」銘水鉢【報告書Ⅲ。45頁】
銘は|~奉納文化-'一四年（1817）丑十月吉日 白木屋清兵

衛｣。

大柄に属するものであり、正福寺・天祥寺、 とくに香取神
社のものと共通しています。脚部の造り出しと、その曲線は
萎縮することなく、刻字も太くのびやかです。また、現に使
用に供されている点でも極めて数少ない例と言えます。
(6)源延平「皇国は_|の歌碑【報告書Ⅶ．77頁】

ば

「皇国はかみ代のままの道しあれはことなる文の
戦 角

をしへ何せむ源延平_｜ と刻みます。
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(7) 「天保九年」銘鳥居【報告書Ⅳ．73頁】
吾蠕神社の摂社、福神稲荷社の前に建っています。

「天保九戊戌歳（1838）二月初午願主信濃屋筆女」

(8) 「麓滞穏の碑【報告書Ⅸ．85頁】
「吾蠕森碑」撰文者、藤原博古（山県大弐）の顕彰碑とも

言えるもので、昭和7年（1932)、徳富猪一郎（蘇峰・1863
～1957）の撰文です。なお、蒙額の「轆而不聯」は「論語」
からの出典です。

(9) 力石群く区登録文化財＞【文化財68頁】

6．慈光院（立花1－29－3）師耐函71

亀命山と号し、曹洞宗橋場総泉寺（板橋区に移転）末で、

永正11年(1514)の創建と伝えられ、本尊は聖観世音菩薩で
す。

（1） 「元禄六年」銘庚申塔【報告書Ⅲ・ 19頁】

「奉待庚申供美良塔｣、右側面に「元禄六癸酉天（1693)｣、
左側に「五月中旬施主谷口氏｣。

7．長友家（立花1）師耐潮70

かつてこの周辺で庚申講が行われていました。村人が集ま

蕊駕憾麓屋職篁熟息灘喜誉
れるようになりました。＜区登録文化財＞【文化財62頁】非

公開。

8．大井戸稲荷神社（立花3-20-10）願臓認69腫劃

古くから平井街道(香取神社辺りから平井聖天へ向かう道）

沿いにあってこんこんと水が湧き、旅人の喉を癒したと言わ

れています。関東大震災によって掴れてしまいました。

9．北向地蔵（立花6-10-1）皿圃

かつて中川から多くの水死者が引きあげられ、ここに葬ら

れました。堂内には地蔵立像のほかに塩地蔵も安置されてい

ます。南葛85番札所でもありました。 【報告書Ⅳ・36頁】

6弓
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10.東漸寺（立花6－17－4）皿禰函67

浅草寺（台東区）末の天台宗の寺院で、金林山明了院と号

し、文安元年（1444）に秀尊法印が創建し、宝永年間（1704

～10）円挙法印によって中興されました。

本尊は阿弥陀如来で、葛西33観音参りの一つに数えられた

十一面観世音菩薩像が安置されています。
いたさかじ‘芦し漁ん

(1) 「板坂如春先生」

の墓碑

四角柱状の墓石の表

面に「板坂如春先生｣、

裏面に「明暦元乙未年

(1655）十一月-'一二日」

とする、簡素でありな

がらボリュームのある

墓碑です。

鴬

；

、

懇
》

~~

一弘

~ニロ
、

仁

ご

り

■

bザ

東漸寺全景

(2) 「板坂'欝如春菫碑銘」
一種の風格があり、重厚さが感じられる石碑です。4面に

わたって､如春の経歴と建碑の事情とを明らかにしています。

一種の墓誌であり、追悼碑と言えます。 (l)と(2)は共にく区登

録文化財＞【文化財48頁】です。

板坂如春、 卜斎は天正6年（1578）板坂卜斎宗敵の子とし

て甲府（山梨県）に生まれ、幼名を長太郎、如春と号し、ま

た東赤とも言いました。父の没後14歳で徳川2代将軍秀忠の

小姓となり、長じて卜斎を襲名、駿府（静岡県）に隠居の家

康に仕えました。後に紀州（和歌山県）藩祖の徳川頼宣の侍

医として活躍、そして幼弱な4代将軍家綱を度々診療してか
らは名医の評が高くなりました｡晩年は浅草医王院に閑居し、

|塁書を集め「浅草文庫_｜ と称して縦覧もゆるしました。明暦

元年(1654) 78歳で没しました。

(3) 「元文元年」銘阿弥陀像と六地蔵【報告書Ⅳ．21頁】

「通蓮社覚誉了休大徳」

「心蓮社法誉妙林法尼元文元辰天(1736) -|-月-|一日」

(4) 「宝暦十三年」銘庚申塔く区登録文化財＞【文化財62頁】

右側面に「右市川道宝暦-|‐三(1763)癸未-トー月吉日」、

左側miに「左やくし道」と道標を兼ねた庚申塔は、区内でこ

の1基のみで貴重なものです。

(5) 「安永九年」銘地蔵坐像【報告書Ⅳ。26頁】

繋壊上の台座に座する柔和な表情の地蔵壕像ですn ll刑中
央に「法華読調塔」と刻まれています‘勘
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11．白髭神社（立花6-19-17）皿画圃66

旧葛西川村の鎮守として、天和2年（1682）に創建された

と言われていますが、文安元年(1444)創建という伝えもあ

ってはっきりしません。祭神は猿田彦命で、俗に葛西川の白

髭神社と呼ばれていました。

(1) 「安永九年（1780)」銘鳥居く区登録文化財＞【文化財

7頁】

明神型鳥居で、左に「安永九（1780）庚子年六月｣、右に

｢当村氏子中」の銘があります。

(2) 「元禄四年（1691)」銘庚申塔【報告書1 ． 104頁】

不動明王の種字をいただいた庚申塔で、区内では数少ない

例です。

※「村方議定書」＜区登録文化財~＞【文化財35頁】 【集成Ⅳ】

幕末に村の世話役が集まって、規則を定めた文書です。非
公開。

112.旧小山家住宅（立花6-13-17立花大正民家園）

＜区指定文化財＞

【文化財4頁】

m68Im

大正6年（1917)、

聿篁蕊罵難
の住宅を新築しまし

た。のちに瓦葺になり

ました。江戸時代から旧小山家住宅 ました。江戸時代から

の農家と町家の両方の

性格を合わせもった構造を良く残しています。関東大震災や

東京大空襲を免れ、サッシが入れられることもなく、出格子

窓や創建当時の板ガラスが残されるなど、貴重な建築です。
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隠閏i躍墨園噌~ ~~~ ~~~~ ~~~~~~~~~~~~~~~I

隅田川と墨田区｡すみだはどの文字が正しいのでしょうか。

古来より、すみだの地はいろいろな文字が当てられました。

隅田~墨多~角太~住田・須田など、決まりはありませんで

した。初めは川の中州に田を開拓したことから、州田または

洲田と書いて「すだ」と発音していたようです。須田と書く

のはその名残でしょう。

やがて隅田の文字が定着し、隅旧（すだ）村や隅田（すだ）
’
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I

町が正式に使われました。

昭和22年（1947)、向島区と本所区が合併して新区名を作

ることになりました。その中には隅田区や吾妻区、江東区な

どの候補が上がりましたが結局、平安の昔から現代まで親し

まれてきた墨堤（ぼくてい） と隅田川（すみだがわ）から1

字ずつ選んで墨田（すみだ）区としました。当時、当用漢字

の中に隅の字がなかったことも墨の字が使われる理由となり

ました。

今では国際化によってローマ字表記が使われ、SUMIDA

や簡便に「すみだ」と書かれることも多くなりました。

また、文人墨客たちは私的に美しい文字を用いて隅田川や

東岸（墨東）を美化しました。澄川、墨水、濯水、澄江、

大川、墨陀河など数えきれないほどあります。どんな文字を

あてても、決してすみだの美しさは失われないということで

しょうか。

軍
１
１
，
ｌ
‐
ト
リ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ⅱ

ｒ
ｌ
脾
脇
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

隅田川東岸の様子

~~~~ ~

艫｜ 騨上｡京島罰＝ヌ
ー凸一画

～棡蝋翻りllil'職いを敬策します～
~ ~ ~ ~

江戸時代、本所地域に飲料水を供給するために掘られた用

水路が曳舟川でした。しかし、高低差が少なく、土砂などが

入り込んでしまうため、運搬用の川として使うようになりま
！も人畠上

した。舟を曳いて運搬していた川を暗渠にして道路としたの

が通I')の名前の由来です。この通!)の周辺を散策しましょう。
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東武伊勢l1l奇線曳舟駅東口を出て、南下します｡唾(東
向島2 ．押上2丁目）の所で左折し、細い路地を行きます。
この細い路地が古代の陸地と海の境と考えられ、本所区と向

島区の境でもありました。この境の路地を行けば1．高木神

社・ 2．正円寺． 3．円通寺・4．飛木稲荷神社が並んでい
ます。

境の路地をまっすぐ行って踏切を越えると新あづま通りと
II乎ばれます。

ED(-|一間橋通り）の所で十間橋通りと交わっています

が、ここを左に北上して行きます。東武亀戸線の踏切を越え

て更に直進すると、歩道の緑地帯の所に5．高松プロダクシ

ョンの跡の説明板が立っています。少し戻って、曳舟たから

通りを北西に歩いて行きます。100m程行けば、区立原公園

に着きます。公園の西側ににぎやかな商店街が北に延びてい

ます｡ 6. キラキラ橘銀座通りです。現在では数少なくなっ

た露天の商店街です。商店街を通って北に行けば明治通りに

ぶつかりますから左へ。400m程で京成押_|二線の京成曳舟駅
に着きます。

’

曳舟駅。京成曳舟駅周辺

P

(曳舟駅東口）→（6分）→高木神社→（1分）→正円寺→

(2分）→円通寺→（1分）→飛木稲荷神社→（14分）→高

松プロダクションの跡→（3分）→キラキラ橘銀座通り→

(11分）→（京成曳舟駅東口） 移動時間238分
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1 ．高木神社（押上2-37-9）囮通園45

社伝によると、応仁2年（1468）創建と伝えています。祭

神は高皇産霊神で、古くは第六天社と呼ばれてましたが、明

治初期に高木神社と改称したといいます。

(1) 「安政四年（1857)」銘水鉢【報告害Ⅲ.48頁】

方形の平面の円く彫りくぼめて貯水部とし、側面は長方形

で、その正面に「奉納｣、左側面に「安政四丁巳年（1857）

九月吉日氏子中」と刻まれています。

(2) 「弘化二年（1845)」銘狛犬【報告書Ⅲ．59頁】

乱石積みの上に安置され、左右同形で阿・ '1と'二の区別があり

ません。左側の狛犬の銘文から、外神田平永町代地の白鼠屋

藤七等が奉献したことがわかります。右側の狛犬の銘文には

｢海福山正円寺現住順静代」とみえ、隣の正円寺が当社の

別当寺であったようです。
~~

2．正円寺（押上2-37-4）皿噸圃46

応仁2年（1468）に常照法印が開山したと伝えられていま

す。天台宗に属し海福山医王院といい、本尊は釈迦如来で

す。

(1) 「寛文二年（1662)」銘地蔵像【報告書Ⅳ。7頁】

江戸初期の雰囲気を伝えるもので、舟形光背を細身にし、

尊像に比べて不似合いなほど大きく、上端に反りを持たせて

います。

光背の銘を4行に分けて「奉造立地蔵大菩薩念仏結衆為

現当成就殊者為法界衆生|司利倶益也」とし、年紀を「千

時寛文二年(1662)口寅二月七日」としています。地蔵念仏

講による建立です。

(2) 「宝永二年（1705)」銘地蔵像【報告書Ⅳ°15頁】

左右に「奉造立地蔵菩薩尊像地蔵講供養二世安楽也」の

銘があり、地蔵講中49名が結衆して、現当2世の安楽を願っ

て造立された地蔵です。

(3) 「正徳三年（1713)」銘庚申像【報告書Ⅲ。25頁】
三眼六臂の像は天邪鬼を踏まえています。「奉納庚申供養

正徳三癸巳年-1--月十日」と刻まれています。
(4) 「享保十九年（1734)」銘庚申像【報告書Ⅲ。30頁】
左右に「享保十九甲寅年二月十四日」と刻まれています。

(5)光明真言百万遍塔

後補も含めて三重の基壇に立っています。正面に「奉納大
乗妙典六-'一･六部|号|本回|王|供養塔｣、右側miに「奉念訓光明真

言百ﾉﾌ通成就｣、左側面に「文化･'--|兀l 1~口歳(1817) 1･- ゞ月

~ ~

7(~）
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一

日武州葛飾郡寺|嶋村行者仁兵衛」とし、台座に「世話
人武州万吉」ら8名を掲げています。

3,円通寺（押上2-39-6）剛48
Ｉ

０

１

Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

飛木山普門院とい

い、かつて浅草寺（台

東区）末の天台宗の寺

院で、本尊は阿弥陀如

来です。良秀法印を開

山として、応仁元年

(1467）に創建された

と伝えられています。

農

“

I砺馳~ 星苓
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墜鑿鑿
二三

ー

円通寺全景

１
１ (1) 「明暦二年（1656)」銘地蔵像く区登録文化財＞

【文化財58頁】

雄大で反りの強い舟型光背を持つ174cmの地蔵像で、左手

に宝珠、右手に錫杖を持ちますが、錫杖の一部に損傷はある

ものの、ほぼ原形の姿を保っています。尊像の顔容は童顔に

満ちており、造形的に引き締まってもおり、江戸初期の佳作

にふさわしいものです。

種子をいただき、銘を2行に分けて「奉造立i峨大菩薩為

寒念仏供養也殊者当村血縁衆善口也｣とし､輪己を｢千時
明暦二年（1656）丙申二月吉日」としています。

区内で確認されている近世石仏の最古の例として、非常に

貴重なものです。

(2) 「元文五年（1740)」銘庚申像【報告書Ⅲ。31頁】

年紀は「元文五（1740）庚申極月廿.四'三|」

I

’

Ｉ~~

~

|I

１
１

~
~

Ｉ

1

1

とびき

4．飛木稲荷神社（押上2-39-6）師耐廟47

言い伝えによると鎌倉幕府の滅亡後、北条氏の一門が逃れ

てこの地に転住し、稲荷大明神を奉祀したのに始まるときれ

ています。

別の言い伝えでは、ある時、暴風雨の|際にイチョウの枝が
ていて％

飛んできてこの地に刺さり、いつの間にか亭々とそびえたの
で、時の人が瑞兆であるとして稲荷神社を祀ったとも言われ
ます。

，11jら か魚と

また、当社は古来「請地の七竃」といわれ、明治2年の
｢ﾈ11'社明糸IIII帳」には、応仁2年(1468)の創建とされています。~
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「
一

(1)飛木稲荷の大イチョウ

く区指定天然記念物＞

【文化財80頁】

樹齢500～600年と言われてい

ます。区内では江戸時代から残

るイチョウは4本しかなく、そ

の中でも最古の木と言われてい

ます。

戦災では一部を焼失し樹勢が

衰えた時期もありましたが、現

在では復活してきました。平成

13年の台風で枝の一部が折れま

した。

大イチョウ

F

l

L

5．高松プロダクションの跡（京島3-6219)m廻画64

関東大震災後の大正14年（1925)、ここに映画制作者高松

豊次郎の活動拠点が築かれました。高松プロダクション吾蠕

撮影所です。所長兼監督の山根幹人を中心に42本の時代劇を

製作しましたが、 1年数ケ月で休業状態となりました。

6． キラキラ橘銀座通り （京島3－19，20の間から43,44の

間までの道）匝園

明治通りから曳舟たから通りまでの350m余りは戦前から

続いている商店街です。狭い路地の両側に100軒近い商店が

立ち並び、 －|ぐ町らしさをかもしだしています。アーケードは

無く、古い商店街の形をよく残しています。

Z翻鯉鍾鯵鍾勉|懲到蝋譲溌鯵嘗簿』

＜区登録文化財＞【文化財71頁】

日本全国の七福神めく、りの模範となったほど有名な七福神

めぐりです。人々が幸せを神仏に願掛けする風習は、古くか

らありましたが7種の幸せを、七神をめぐって回るという

"七福ﾈ'l'めぐり”の形にしたのは江戸っ子たちでした。

隅田川（向島）七福神めぐりは2番目に古い歴史を持ち、

文化元年（1804）百花園に集った文人たちによってコースが

作られました。初春の隅田川をそぞろに歩き、途中には長命

寺のさくら餅屋まであるという、のんびり3時間のコースです。

(1)毘沙門天（多間寺）

インドの神様で、勇気や威厳を授けてくれます。

「
Ｊ
〃
一

一

Ｊ

』
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(2)寿老神（白鬚神

社）

中国の神様で、長

寿や延命を授けてく

れます。なお、寿老

人は隅田川七福神の

内最後まで決まりま

せんでした。白鬚神

社の祭神ならば白鬚

の老人にちがいない 七福神を参拝している善男善女
として、寿老人を寿

老神と替えました。祭神自体がご神体なので尊像はありませ

ん。

(3)福禄寿（向島百花園）

百花園主の佐原鞠嶋が所蔵していたのが陶製の福禄寿像で

した。に'二1国の神様で幸福．俸禄（金銭） ・長寿の3徳を備え
ていますが、ここでは人徳や人望を授けてくれるとしていま

す。

(4)弁財天（長命寺）

インドの神様で七福神中唯一の女神です。財福~知恵．弁
舌．音楽など学問．芸術の神様です。弁才天とも書きます。
(5)布袋尊（弘福寺）

七福神中唯一の実在した人物です｡ ｣0世紀の桐で不思拳
な力を持った僧がいました。この僧が亡くなった時、人々は

弥勒菩薩の化身として篤い信仰を持つようになりました。度
量を授けてくれます。

(6)。(7)恵比寿。大国天（三囲神社）

恵比寿は七福神中唯一の日本の神様です。網を用いず必要
な分だけ釣竿で魚を獲ることから、清廉・謙虚などを授ける
と言われています。

大匡'天は大黒天とも書きます｡インドの神様で、大いなる

暗黒神で壊し尽くし、新たな生命を育むとされています。打
出の小槌を持ち、財福を授けてくれます。

日本では恵比寿様と大黒様を大国主命と少名彦名命の親子
に見立てることがあります。隅田川七福ﾈII1でも親子2ﾈ'l'とし

て一緒に祀っています。
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語

錬繼璽薗鰄陣雛箇嶌、｛

墨田区は昭和22年（1947）に本所区と向島区が統合して誕

生しました。では、本所区と向島区の境目はどこまでだった

でしょうか。

本所区の場合は明治11年（1878）に成立した東京市本所区

が元になっています。境目は地主の所有地をなぞりましたか

ら、かなり入り乱れていました。隅田川~大横川・北-|一間

川・竪川に囲まれた地域に千歳・菊川・立川や江東区亀戸

1 ． 6丁目の一部、亀戸天神の周辺、向島1丁目などを含み

ました。

一方、向島区は昭和7年（1932）に成立しました。それま

では東京府南葛飾群に属していた吾嬬町~寺島町・隅田町の

3町が合併して誕生したのです。

では、本所区北部と向島区南部の境目はどこでしょうか。

現在の|可島5丁|ヨと東向島1丁目の丁目界の1本西側の道

が、かつて境目だった小川が流れていたところです。その小

川はそのまま南東に流れ、区立わんぱく天国（押上1－47：

押上公園）の西端を通り、 -I-間橋の所で北十間川に流れてい

ました。つまり、今の向島に押上1 ． 2丁目の一部を含めた

部分も本所区だったのです。

さて、向島区北部の境目はどこでしょうか。向島区の飛び

地などは足立区や葛飾区、江戸川区側の飛び地と調整し、今

では旧綾瀬川と荒川（昭和5年に放水路として完成）が区界
となっています。

西境は本所区・向島区とも、 もちろん|偶田川です。東境は

|句島区が旧中川で江戸川区平井と、本所区が横十間川で江東
区亀戸と境を接しています（江戸時代の文献では本所亀戸と

表記されるのが一般的です)。

本所区南部の境は、広くとらえれば小名水川まで入ります
が、一般的には現区界とほぼ重なります。現区界にはかって、
境川と呼ばれる'幅l.8mの小川が流れていたことに由来しま

す。元禄頃にはすでに消滅していたといわれています。境川

より北を本所、南を深川。川は消えても意識は残り、現在の
区界に引き継がれてきました。
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～隅田川沿いを散策します～

北本所を南~'ﾏし、隅田川に沿って戻って来るコースです。

都営地下鉄浅草線本所吾妻橋駅西口から墨田区役所を目指し

ます。同じく浅草線浅草駅または東京メトロ銀座線浅草駅隅

田公園口、東武伊勢崎線浅草駅南'二Iからなら、吾妻橋を渡っ

て墨田区役所を目指します。区役所2階の川側に噴水の広場

がありますがそこにl.勝海舟の銅像が立っています。銅像

の右後ろに伸びる歩道を進むと●二口（墨田区役所前）の

左手に2．枕橋が架かっています。また、右手には、 3．浩

養園跡の説明板があります。区役所正面玄関を通り過ぎ、右

手の道を行くと左手に4．如意輪寺が現れます。寺の前の道

を東に直進すると左手40m先に5.清雄寺が、右側には6､

天祥寺があります。浅草通りと三ツ目通りの交差点、画一ﾃ⑧

(吾妻橋3）付近に7．妙縁寺があります。妙縁寺の裏へ80m

程行くと南側に8．福厳寺と9．桃青寺がはす向かいに建っ

ています。

桃青寺角の信号を右折して2つ目の信号を左折すると、

70m先に小きな10.篠塚地蔵が2軒の家にはさまれるように

して建っています｡かつては縁日が盛大に開かれていました。
地蔵の南側の道を東に直進すれば、区立本所中学校に到りま
す。校舎の1階には11~明徳資料館があります。

学校から南下すると春日通りにでます。右折（西進）する

と12~華厳寺えんま堂． 13．源光寺が並んでいます。春日通
りを渡って100m程南下すれば、 14~区立若宮公園内の御旅
所に出ます。公園南側の道を東へ向うと紅葉橋の手前に15.

能勢妙見堂があります。春日通りに戻り、南下すると，6~

NTT、蔵前橋通りをも越えて行くと17．松倉米吉住居跡の
説明板があります。

今度は200m西進します。そこは18.栗本鋤雲の住居跡で

す。近くには新徴組屋敷もありました。すぐ北には蔵前橋通

りが通っていますから西進します。清澄通りにぶつかる直前

の路地を北に行けば、 19.徳山稲荷ﾈIII社があ'ります。清澄通
りを越えてさらに隅田川まで行くと20~蔵前橋、川に沿って
国技館通りを北_|ﾆすれば21~産婆学校跡に行き着きます。

さらに北上すれば22．厩橋。 i○一_｡（厩橋東詰）の手前

ではオペラ歌手の柳兼子が生まれ、春日通|ﾂを東に信号2つ
ほど行けば本所番場銭座があった辺＃)。北に向かえば幕末の
閲方医伊藤玄朴が開業していたとか。
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I

清澄通りを更に北上すれば、画百口（高速駒形入口）の

手前辺りに多田薬師がありました。この辺りから23‘将棋名

人木村義雄の住居跡辺りまでを達磨横丁と呼んだそうです。

道路を渡れば24.本久寺。北上すれば浅草通りに出ますので、

左には25．駒形橋。右に行けばやがて都営浅草線本所吾妻橋

駅にたどり着きます。

、3

．4都営浅草線本所吾妻橋駅
～.-｣－ｺｰｰ..､---------.--...---.-----.－－~

，5

．6

~

7

ヨ

12

》15 ・13

．14

本所吾妻橋駅周辺

一
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
‐
１
１
」

(本所吾妻橋駅西口または浅草駅隅田公園口）→（5分）→

1 ．勝海舟像→（3分）→2．枕橋→（4分）→3．浩養園

→（4分）→4・如意輪寺→（4分）→5.渭雄寺→（3分）

→6．天祥寺→（3分）→7．妙縁寺→（3分）→8．福厳

寺→（1分）→9．桃胄寺→（3分）→10．篠塚地蔵→（3

分）→11 ．明徳資料館→（3分）→12．華厳寺えんま堂→

（1分）→13．源光寺→（11分）→14。牛嶋神社御旅所→

（3分）→15．能勢妙見堂→（5分）→16．殉職慰霊碑→

（2分）→17．松倉米吉の住居跡→（5分）→18栗本鋤雲

の住居跡→（7分）→19。徳山稲荷神社→（5分）→20．蔵

前橋→（7分）→21・村松志保子の産婆学校跡→（'0分）→

22．厩橋→（10分）→23・木村義雄旧居跡→（2分）→24.

本久寺→（5分）→25．駒形橋→（2分）→（本所吾妻橋駅
西口） 移動時間：84分

I

1 ．勝海舟銅像（吾妻橋1-23-20：墨田区役所うるおい広場内）

｜靭翻函76匝圃

墨田区役所の脇に、右手を前に突き出した海舟の像があり
ます。日展作家木内臘智の手になる銅像で、像高2.5m、台
座も入れると5.5mにもなりま索。この海舟は壮年期、新し

76

k= __ . ._－－－鰊， ‐



い日本を思い描き、アメリカ

を目指そうとする瞬間を捉え

たものです。平成15年に建立

されました。区役所1階アト

リウムには、禮智の作品や勝

海舟コーナーもあります。

珊
１
１

まくら

2．枕橋（吾妻橋3・向島1 ）

かつてあった水戸家下屋敷

の池に、隅田川の水を引き入

れるための水路に架けた小梅

TI

勝海舟の銅像 橋と、北十間川に架けた源森

橋とが2つ並んでいたことから、夫婦が枕を並べたような橋

ということでこの愛称がつきました。

戦後、下屋敷が無くなり、小梅橋も撤収されました。

源森橋の東側に無名の橋があったため、新たに源森橋の名

が与えられ、元からあった源森橋には枕橋の名が正式につけ

られました。

こうようえん

3.浩養園（吾妻橋1-23~20 :墨田区役所)m睡訂76匝圃

この地は常陸谷田部藩細川

家、秋田藩佐竹家など、次々

と所有者は替わりましたが池

をに'二'心とした美しい庭園とし

て有名でした。

明治になってからも市民の

憩いの場となっていました

画
一

櫨
一
~
~
》

岸

－

１
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叩

Ｉ

Ｆ
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■
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国

函

一

『

土

q

浩養園跡に建つ高層ビル群が、明治33年(1900)ビール
エ場となりました。

平成に入って墨田区役所、ビール会社、公団マンション、

インダストリアルデザイナーフイリップ．スタルクのデザイ

ンによる“炎のオーブジエ”を載せたレストラン等による、新

しく整備された都市が出現し、隅田川の川面に新しい風景を
映し出しています。

にJきいりん

4・如意輪寺（吾妻橋1-22-14）圃唾園78

如意輪寺は|_l_|号を宝珠lllといい、嘉祥2年(849)に慈覚

大師の創建と伝えられる天台宗の古刹です。中之郷竹II1].の成

就寺（江戸川IXに移蛎）末で、境内に架徳太子像（寺怯によ

れば大師の作とも太j'･ l*I作ともいう） を安置した職ll堂があっ

一一



辰

たことから、 「牛島太子堂」とか「中之郷太子堂」の名で広

く知られていました。
せきどう

(1)六面六地蔵石橦＜区登録文化財＞【文化財59頁】

入口脇に安置されています。延

宝6年（1678） 4月13日、信心深

かった両親「慈父」某と「悲母國
意禅定尼」の菩提を弔い、合わせ

て「法界平等利益」を願って、そ

の子が造立、奉納した六地蔵石I瞳

です。今は失われている宝珠、蓮

弁状に削ぎおとされた笠、各尊像

を半肉彫りにした塔身、線刻にし

た蓮花座、荒たたきにして蓮池にた蓮花座、荒たたきにして蓮池に

＝Lー

I
~~

六面六地蔵石撞

見たてた基壇の五石から成ったものでしょう。震災による損

傷がありますが、江戸初期の、柔和で造形的にも優れた石仏

として区内随一といえましょう。

「為奉造立地蔵二親茶也

為慈父□□□□口悲母國意禅定尼弗也
〕 在於地蔵後口口人〔〔 〕

法界平等利益 〔 〕
延宝六戊午天四月-トミ日」

l l
l

g

5．着羅寺(吾妻橋2-14-6）

繍叫騨憲鰄穏壽鴛言熟義護
って日崇上人に寄進した寺です。

て内.し.kう

6．天祥寺

（吾妻橋2－6－5）

噸79

寛永元年（1624）の創建
で、初め嶺松院と称して臨

済宗浅草海禅寺が兼帯する
寺院でしたが、元禄6年
(1693）本所中之郷の下屋
敷に隠居していた肥前（佐

ぱ人11い

け、深く帰依した盤珪|玉|師
奔派に属しました。

I

p

I

l

l
l

天祥寺山門 敷に隠居していた肥前（佐
ぱ人11ぃ

賀県）平戸藩主松浦鎮信が譲り受け、深く帰依した盤珪|玉|師
を中興開山とし、臨済宗京都妙心寺派に属しました。
さらに．享保元年（1716)、近隣に松嶺寺があってまぎらわ

しいという理11;|から、天禅寺と改めました。
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＜区登録史跡＞として登録されているのは、以下の墓や詩

碑、燈籠など8基の石造物等一括です。 【文化財76頁】 【報告

書Ⅳ．40，50頁】非公開。
しげのぶ

（1）松浦鎮信の墓

本堂前に松浦家の墓所があります。当時開基の鎮信は、元

和8年（1622） 3月出生、元禄16年(1703) 10月没で、その

墓は区内には数少ない大名墓です。墓前の石燈篭は元禄16年

銘く区登録文化財＞でl対のように見えますが、銘は左方は

「壱基」とし、右方は「両基」としていますから、本来別個

のものでしょう。

(2) 「祭贈従三位静山公詩碑」

同じ墓所内にあります。松浦静山は、宝暦10年（1760)、
まさし

肥前平戸城主松浦政の子として生まれ幼名英三郎、長じて清

といいます。安永3年（1774）従五位下壱岐守に叙任。翌年

祖父誠信の譲りを受けて家を継ぎ、総髪として静山と号し、

別に雪洲の号もありました。文武両道に優れ、 『甲子夜話j

の著者として高名です。天保12年(1841) 6月、 82歳にて没

し、ここ天祥寺に葬られました。

10月没で、その墓は区内には数少ない大名墓です。

(3)養老泉の碑【報告書1 ｡ 17頁】

養老泉というのは、境内にあった掘抜井戸の名で、妙縁寺
やかく し‘

の夜崔井と共に本所では清水の湧き出る数少ない井戸でし
た。

(4)水鉢

2基とも「水鉢」と銘している点で、区内には他に見当た
りません。

I乱んけい

(5)盤珪国師の墓

墓域の中ほどに高さ190cmの五重塔型式（頭部欠）があり

ます。盤珪国師(1622～93)は、盤珪永琢大法正眼|玉|師と称
された禅宗の名僧で、播磨国（兵庫県）浜田郷に生まれ、諸
国を遊歴し、郷里に竜門寺を建立、のちに京都妙心寺に住し
ます。

し，合.．a1兆， パー 崖えもノレ

(6)生月鯨太左衛門の墓く区登録文化財＞【文化財49頁】

生月鯨太左衛門は、松浦候のお抱え力士で、相撲史上まれ

にみる長身力士として知られています。墓の台石には体重

280余斤(167kg)身儂7尺5寸(227cm)、肥前平戸とk月烏の

人で、猟永4年（1851） 5月23日、 24歳で没したと刻してい
ます。
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7．妙縁寺

（東駒形3－2－10）圃耐画81

正栄山妙縁寺は日蓮正宗に属

し、富士大石寺（静岡県）の末で

す。京都要法寺の開山日尊上人に

よって創建されたと伝えられます

が年代は不明で、寛永6年（1629）

に日舜上人が中興しました◎
やかくい

1．：

('） 「夜崔井銘」の碑 夜窪井の碑

く区登録文化財＞【文化財43頁】

妙縁寺の境内に夜崔井と称する名泉のあったことが、 「寺

社書上｣、 『葛西志』などに記されていますが、現在は碑石だ

けが残されているのみです。

銘文に続いて「宝暦二年(1752)六月閉台通熈撰、宝暦十

二年(1762)壬午十二月五日郎川滕包貫建並害」とあります。

(2)歌沢寅右衛門の墓

本堂奥の墓域の東南にあります。嘉永（1848～53）のころ、

端唄の同好者が集まって研究を重ね、端唄から一定の曲節に

音調を創案して歌沢節と称し、本所南割下水に住んでいた笹

丸（笹本彦太郎）が家元になりました。江戸日本橋生まれの

平田虎右衛門は、美声で評判となり、歌沢寅右衛門を名乗り

笹丸から家元を譲り受け、安政4年（1857） 7月に嵯峨御所

から歌沢能登の名を受けました。文久2年（1863）歌沢は寅

右衛門の寅派と寄沢芝金の芝派に別れ、寅派では笹丸を初世

と基軍菫駕職雛，繭に病没し･こ妙縁寺
に葬られました。

~

ふくごん

8．福嚴寺（東駒形3-21-3)m禰函82

曹洞宗で駒込吉祥寺（文京区）末で山号を牛島'｣｣といいま
す。天文10年(1541)吉祥寺の2世大洲安充の創建としてい

ますが、 「寺社書上」では延徳3年（1491）の起立としてい
ます。

寺宝として本尊釈如来木像、 ‐'一面観音、無尽地蔵菩薩、
大般若軽600巻などが有･名でした。当寺は、朱塗りの寺門が
あるので江戸時代から「赤門寺」と通称されていました。
（1）大石三平の墓く区登録文化財＞

よLたか

屋内蕊域の左手にあ',)ますc‘大石三平良穀は四国高松藩
(香川蝿）松平家に仕えました。本所枇綱に住み、付近の地
即に詳しく、そして当寺の住職を禅の師として親交があI)ま

30
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一

した。三平は大石良雄

の縁者であったことか

ら、赤穂浪士の江戸入

りには種々の便宜を与

え、当寺で参禅求法の

集会と称して浪士の密

談を行わせたり、討入

りの手引きなどもした

と伝えられています。

ご石三平藤原良穀｜ 「寛

福巌寺全景 と伝えられています。

墓には、 「玄忠院孝山一路居士」「大石三平藤原良穀」「寛

延二己巳歳（1749）十一月七日」と刻まれています。75歳で

没しています。

Ｌ
■
０
日
１
１
１
日
■
Ｉ
Ⅱ
０
１
日

とうせい

9”桃青寺（東駒形3-15-10）圃邇画88

臨在宗妙心寺（京都市）末で、寛永3年(1626)の創建で

す。開山は法光明'瞳禅師、二世は黙宗和尚とされていますが、

事実は黙宗和尚の創建で、後に師の明'|塵禅師を招いて開山し

たものと言われています。

江戸時代には寺内の芭蕉堂によって著名な寺院でした。は

じめ定林院と号していたのを延享2年（1745）に芭蕉山桃青

寺と変えたのも松尾芭蕉の俳号桃青の2字によったもので、

芭蕉は当寺に寄宿すること数年に及んだと言われ、 「芭蕉わ

らじ脱ぎの寺」とII平ばれていますが諸説があって確定できま

せん。

(1)長谷川馬光の墓

墓域の左手、塀のところに長谷川馬光の墓があります。貞

享4年（1687）に生まれた江戸中期の俳人。父は津軽越中守

の藩医須田宗人盛直で､幼名を孫太郎のちに半左衛門と改め、

藤原直行と称しました。長谷川直隆に養われ、元禄7年

(1694)、 8歳で直隆の後を継ぎ、享保11年(1726)には西丸

の御刀番に列しました。

俳諾を其日庵山|ｺ素堂に学び、師の其日庵を継ぎ2世とな

りましたが、点者となって門戸を張ることをせず、交友は各

派にわたっていました。

享保10年(1725)に'二|雪'川宗端、松本珪林、大場蓼和、佐久
ごしき-ﾀ豊み

間柳居と相謀って「五色墨運動」を起こし、俳壇の革新に尽

くしたことは有名です。寛保3年（1743）芭蕉50回忌に当た

り、当寺に芭蕉堂を作りました。

著書には『湯|_ll紀行」 『蔽麓』 『かさね笠』等があります。
覚延4年（1751） 「振りかえる谷の戸もなし郭公｜の1句を
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炉

残して65歳で世を去りまし

た。

享保期（1716～36）の江

戸俳壇は、其角の末流と沽

徳一派の人々が最も勢力を

ふるい、宗匠はしきりに点

料をむさぼり、作者はただ

点者である宗匠の好みに投桃胄寺正面 点者である宗匠の好みに投

じようとして俳風は乱れ､宗匠による門閥の弊害も強くなり

ました。この状態を憂えて、相携えて弊風革新のため起こっ

たのが五色墨運動だと言われています。

10ゞ篠塚地蔵（東駒形2-8-1 )m何雇]87

10～11世紀にかけて活躍

した彗心僧都の作とされる

地蔵を祀りました。新田義

貞の家臣篠塚政景がこの地

に安置したことから篠塚地

蔵と呼ばれるようになりま

した。やがて、太田道潅や
'一

徳川家光らも深く帰依し、 隙間に地蔵堂が

寺領が与えられて栄寿院と呼ばれるようになり、縁日が盛大

に行われました。しかし、関東大震災では堂宇が焼失。本尊

だけは奇跡的に助かりましたが、復興計画によって移転を余

震縦撰厚鱸罎鱸騒t縫譽委驚
続けられています。

11．明徳資料館（東駒形3－1－10：本所中学校内）
剛圃璽89胆璽

明徳学校は、明治5年（1872）に学制が制定されるとすぐ
に開設されました。校名の由来は『大学」の「大学之道、在

明明徳」にちなみ、旧秋田藩主佐竹義椿が命名しました。
昭和16年(1941)国民学校と改称されましたが、戦後に廃

校となりました。やがて、新学制による本所中学校として再
出発しました。

，階の一室には明徳時代の資料が展示されています。卒業
生のアルバムや著名な卒業生の一人、棋士の木村義雄が恩師
に寄贈した将棋雛、日本画家結城素明の柵いた色紙、「明明徳_｜
の稲額く|又登録文化財＞【文化財53頁】などが展示されています

恩2
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なお、校門の脇には

木村義雄の書になる

｢明徳学校」の石碑と、

本所中学校の卒業生で

"世界の王”と呼ばれ

｜
》

｜

’
~
~
~
~

や

９

ロ
一

明徳の偏額 “世界の王”

た王貞治の記念碑とが並んで建っています。

師砺m94~~~~:華厳寺）12”えんま堂（本所2-12-3 ：華

かつて“本所の閻魔様”と呼ば

れて親しまれていた、えんま堂が

門の右側にあります｡災害の都度、

作り替えられてきました。現在の

ものは戦後に作られたものです。

参拝者が来るとセンサーが反応し

て、照明が付くようになっていま

す。

華厳寺の西の辺りでは、日本画

家の巨匠結城素明が生まれていま
す。

」

’ － －
－

一

一
Ｉ

11

「

聯･’
4

幽閣
へ －．－＝

えんま様

｜
’ 13．源光寺（東駒形3-15-10）匝恋園93

中郷山源光寺は浄土宗大谷派に属し、東本願寺（京都）末

の名刹です。慶長3年（1598）本所中之郷原庭町、里俗に言

う蛇山の地に創建されましたが、延享4年（1774）にいたり
本所荒井町に移転しました。開I_l_Iは源頼光八代の子孫浅野四
郎光俊で、椎大僧正光円法印と称した人です。本尊釈迦如来
像が安置されています。

せいたん

(1)川尻清潭の墓

昭和30年(1955)の清潭一周忌に築地（中央区）歌舞伎座
によって建立された記念碑は、高さ35cmほどの小さなもの
です。正面には清潭の句「秋風やまはり舞台の裏おもて」が
刻まれ、また、その右側面には、久保田方太郎がこの機会に
詠んだ句が独特の細かい字で「ひっきょうは老ひの気弱の
小春かな」が刻まれています｡

,4牛嶋神社御職(本所2-2-1 『区立若宮公園内)匝圃
墨田区の南部地域は大部分が牛''鳴神社の氏子です。その牛
ll!"III社の本祭|ｸは5年に1度、黒牛に曳かれた鳳薙が2日が
か'')でlll].内を巡行しますが、この御旅所で’泊します。

83
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のせ

15．能勢妙見堂（本所4-6-14)mmF]1Q5

能勢妙見の海舟像

(1)勝海舟像

海舟晩年の胸像が境内の左手に立っています。海舟は子供

の時、犬に噛まれて重傷となったことがありました。父小吉

はこの妙見堂で水垢離をして息子のケガが平癒することや出

世を祈りました。
かもめ

(2)鴎稲荷

大阪冬の陣に参戦していた能勢頼次は、鴎に導かれて手柄

を立てました。それ以来、妙見と共に厚く信仰してきました。

4月15日を大祭日とし、当日のみ厄除黒札守（能勢の黒札）

を授与してきました。

※柳亭種彦生誕地

蕊鱸謡照君朧藻'鷲騏綴臺
源氏」の作者柳亭種彦が生まれています。

’ 『

'I 」
＝

16｡ NTT墨田（石原4-36-1 )亜睡圃106

(1) 「慰霊」の碑

高さ230cm･幅34cmの細身の石柱に「慰霊」と刻むのは、
時の電電公社総裁梶井剛氏の揮毫です。

傍らの副碑は、昭和20

年（1945） 3月101三|の東

京大空襲の|際に、殉職し

た女子-交換手28箱と男子

職員3名の殉雌をいた

み、小説家吉川英治が撰

文．朗読したものです。

共に、昭和33年(1958)

の建碑です:、 慰霊碑

H畠！

~



(2)慰霊碑

平成13年（2001）に新たに建立された石碑です。「平和の
尊さをおろそかにしてはなりませんそして世界の平和こ

そが最大最高の幸につながる事を」

17．松倉米吉住居跡（石原4-22-5）醗迩画107

大正6年(1917)、ひとりの歌人がここに移り住みました。

松倉米吉です。彼はアララギ派の代表的な歌人で、近くに住

む歌人の古泉手縫とともに活躍しました｡彼の作風は独特で、
労働に主眼を置いたところにありました。しかし、同8年

(1919）23歳という若さで没しました。

じよううん

18．栗本鋤雲住居跡（石原3-18-1）匝魎画109

幕末、外国奉行としてフランスなどと折衝した幕臣栗本鋤

雲が住んでいたところです。

鋤雲は維新後、新聞の世界で活躍しました。やがて本所区

の初代区議会議長を務めました。明治30年（1897）ここで没

しました。

[獅圃11019。徳山稲荷神社（石原1－36－

江戸時代初期、本所・深川の

開発事業を指揮した本所築地奉

行徳山五兵衛重政の屋敷跡に残

された屋敷神を祀っています。

万治3年（1660)、幕府は明暦

の大火における反省から、隅田

川以東の開発に着手することに

しました。こうして奉行に任命

されたのが五兵衛と山|||奇四郎左

衛門重政の二人でした。

無事開拓を終えた結果、本

所・深川の広大な市街地が誕生

したのです。

-36-10）

』

Ｉ

。

ｂ

峰
溌

→

心

池

徳山稲荷

20．蔵前橋（横綱2）＜都選定歴史的建造物＞

昭和2年（1927)、震災復興計画によって架橋され、

通りに架かることから蔵前橋と命名されました。

フランスのヌイー橋を参考にしました。

蔵前

､

S弓
■

烏認~



21．村松志保子の産婆学校跡（横綱2－7）皿魎画111

明治21年（1888）日本
あんせいどう

初の産婆学校「安生堂産

婆学校」がここに創設さ

れました◎上野国（群馬

県）沼田藩の侍医の家に

生まれた志保子は、幼少

の頃から医学を志し、父

から診療所を任されてい

ました。当時は女性の医 産婆学校跡

師は珍しく、 ｜司18年（1885）に荻野吟子が女医第1号となっ
たばかりでした。

旧藩主夫妻の協力によって、屋敷地の一画を与えられて開
校しました。

うまや

22．厩橋（本所1）＜都選定歴史的建造物＞

かつて幕府の厩があり、御厩の渡しもあったために厩橋と

命名されました。明治7年（1874)、民間の費用で完成し、

|司26年(1893)東京市によって鉄橋となりました。震災で破

損したため、昭和4年（1929）現在の橋と架け替えられまし

た。ドイツの運河橋を参考に作られました。

2乳将棋名人木村義雄の住居跡(東駒豈,…}噸画84
明治37年(1904)、説明板と本久寺の間の路上辺りにあっ
た家で木村義雄は生まれました。町内に天才棋士相川治三吉
がいたため、物心がついた頃から将棋で遊んでいた義雄は、
大正5年（1916）関根金次郎に入門。めきめきと頭角を現し
ます。

昭和12年(1937)実力名人戦で勝ち抜いた義雄は、翌年正
式に実力名人に就任します。同22年（1947）に一度名人位を
失いますが、 2年後に奪還するという快挙を達成しました。

同27年（1952）現役を引退して14世名人となり、同61年
(1986)に81歳で没するまで将棋一筋の人生を歩みました。

［
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ｌ
Ｉ
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’
■
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ほんきいうじ

24"本久寺（東駒形2-21-8）噸83

照法山本久寺は日蓮宗に属する名刹で、天正3年(1575)
の創立で開山は清眼院日有_上人です。

ひろし

(1)平岡煕の墓

本堂製の墓地に墓があります。明治4年(1871)森有礼に
随行してアメリカに渡り、 6年（1873）帰国に際し1本の（

’
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ツトと3個のポールを持

ち帰って、日本に初めて

野球を紹介した恩人で

す。東京ドームの野球殿

堂入りをしています。

また、平岡煕は日本で

初めて錦糸町に汽車製造

会社を創設したり、吟舟

と号し長唄や清元などの

邦楽にも通じた粋人でし

た。昭和9年（1934） 5

月6日、 77歳で没しまし

た。なお、木琴奏者とし

て有名な平岡養一は甥

で、墓も並んでいます。

可

腫雪
I

~

＝ ’一
~~~~

＝I
可 一

Bi

糊"I="l-r電雪l測

jIII IIM,!リ ~
難職繩職職,柵I！

’

一!■一-二画

“
~~

~~~

本久寺全景

(2)三笑亭可楽の墓

落語の名人3 ． 4 ． 5代目の可楽の墓があります。
１

１

１

！

25．駒形橋（吾妻橋1 ．東駒形1）＜都選定歴史的建造物＞

橋名は対岸の駒形堂に由来します。昭和2年（1927）に架

橋された女性的なやさしい形の橋です。

ドイツのキルフオンクル橋を参考にしました。

一・ ' 鼻・二 ･

《憩翻噌鰯劉職I膨識謹穆:）
ご■一一

明治時代、西洋文明の

一つとして紹介されたの

が、レガッタ（ボートレ

ース）です。水上スポー

ツなど思いもつかなかっ

たところに、西洋スポー

１

１
１

'． ‘;ミー ：､．,癖寸" ｡' ’
蕊藍瀞

b

I‐ ；‘、
▲

し_筆写一*典塾三一鋤~．胃_… ‐ニー ~－‘鍵』

ツとして入ってきたレガ かつてのレガッタ

ッタは東京中の人々の人気を博しました。各大学でも健全な

肉体を築くためには良好と判断、また、当時の海軍でも鍛錬

には必修と早速導入を決めました。

明治16年（1883）隅田川で海軍がレガッタを行うと、東京

大学でも漕艇大会が開催されるなどボート熱は一気に盛り…|ニ

がりました。当時は応援者があとから船で追いかけたために、

応援者|司士が川の上でけんかになり、たびたびレガッタは中

止に追いこまれました。

１

１

I

1

1

繩

月7



口

その後いろいろな事情によって中止と再開を繰り返し、昭

和59年（1978）に早慶レガッタが復活して今日まで続いてい

ます。

G業平・横川。太平コース

～寺町を散策します～

すみだでも寺院が集まっている辺りを歩くコースです。

銀行脇の東京メトロ半蔵門線都営地下鉄浅草線押上駅A2

出口から出てくると、道の向こう側にl.春慶寺の大きな文

字が見えます。春慶寺前の浅草通りを東へ進みます。400m

余り行くと、横十間川と出会う所に2~柳島妙見と呼ばれる

法性寺があります。今来た道を回ラロ（押上駅前）まで戻

り、四ツ目通りを南下、画一口（業平3．4）の信号を渡って

西進すると突き当たる辺りに3．小梅銭座跡の説明柱が立っ

ています。この道を南下し、春日通りにたどり着いたら東に

右折、横川橋のたもとに4．横川一丁目遺跡の説明板があり

ます。

四 ，

Ｉ

Ｉ

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

｡~i
2
．

･8

・4

、5

６

８

．

．

９

『

』

．

。

。

｡･10 11

亀戸－卜H－ﾄｰﾄHョ両国

押上・錦糸町駅北口付近

R8

二一‘ ＝ -一・齢｢ゥ■－



四（横川一丁目）を南下し、 2本目の道を東に100m

進めば、 5．本法寺があります。本法寺の本堂と墓域の間の

道を南に行けば、右手に6．霊性院、 7．法恩寺、 8．千栄

院が次々と現れます｡法恩寺の参道を蔵前橋通りに向かうと、

9．陽運院が右手に建っています。蔵前橋通を西へ、法恩寺

橋下の10．大横川親水公園を南下して長lll奇橋で地上に出れば

11．津軽稲荷神社とトリフォニーホールが見えます。ホール

を東に向かえば錦糸町駅北口です。

(押上駅南口）→（3分）→1 ．春慶寺→（7分）→2．法

性寺→（10分）→3．小梅銭座跡→（5分）→4．横川一丁

目遺跡→（3分）→5．本法寺→（2分）→6．霊性寺→

(1分）→7．法恩寺→（1分）→8．千栄院→（1分）→

9．陽運院→（3分）→10”大横川親水公園→（4分）→11．

津軽稲荷神社→（3分）→（錦糸町駅北口） 移動時間：43
分

I

謎

し'少んけいじ

1 ．春慶寺（業平2-14-9） ｢W禰画96

元和元年（1615）浅

草森田町に起立した日

蓮宗の寺で、開山は真

如院日理上人とされて

います。その後、寛文

7年（1667）現在地に

移転し、 「押上の普賢

様」といわれました。

近くの法性寺末です。 ！
プロ野球で有名な王 春慶寺

貞治氏の生まれたのもこの寺域の一画です。

〔1〕普賢菩薩立像く区登録文化財＞【文化財30頁】

「抑_'二の普賢様」として有名な立像で、約10cmという小

像でありながら、豊かな面相、細かな裳、彩色までもが残さ

れており、室町前期に制作された秀美な仏像です。

89



(1)四世鶴屋南北の墓（碑）

記録によると、表に「南無妙法蓮華経」の七字題目が彫ら

れ裏に「文政十二年（1829）十一月廿七|ヨー心院法念日遍」
やどゃのめしもI）

とあり、側面には六樹園宿屋飯盛（石川雅盛）による墓誌銘

があったとされますが、被災によって表面は劣化しています。

四世鶴屋南北(1755～1829)は「大南北」と呼ばれたにふ

さわしく、 「東海道四谷怪談」の名作を世にだしました。江

戸乗物町（中央区本町4丁目）の紺屋伊三郎の子として生ま

れ、安永5年（1776）初代桜田治肋に入門し、文化元年
いこぐばなし

(1804）の「天竺徳兵衛韓噺」で当てたと言われます。同8

年（1811）四世鶴屋南北を襲名し、永く名声をほしいままに

しました。

(2)宇野信夫「なつかしや」の歌碑

「なつかしや本所押上春慶寺鶴屋南北おくつきところ」

としています。昭和41年（1966）建立の宇野信夫による、南

北への供養碑です。宇野は明治37年（1904)、埼玉県本庄市

に生まれ浅草橋場育ちで、写実的な芸風を生かした作品を書

きます。戦後は、新作の歌舞伎の第一人者ともなります。

(3) 「岸井左馬之介寄宿の寺」碑
池波正太郎の人気小説『鬼平犯科帳』で、長谷川平蔵の親

套欝蕊&縦鰯雪蕪懸髻I輔；
別

ほっしょうじ

2．法性寺（業平5－7－7） 、圃劉97

柳鳥妙見と呼ばれて

江戸時代から信仰する

人の多かった寺です。

天正元年（1673） 日逓

上人によって創建さ

れ、妙見山玄和院と号

し、 日蓮宗真間山弘法

寺（千葉県市川市）の

末寺です。

(1)栄松庵一鶴「豊か

末寺です。 法性寺

(1)栄松庵一鶴「豊かさや」の句碑【報告書Ⅶ。94頁】

「豊かさや寝ても野山を夢見ji,i」
えぃlまつ

(2)痙髪塚（火消和解の碑） 【報告書Ⅸ。91頁l

火消の番組と中細との争いに、仲間も共に髪をおろして

和解に努め、その記念に髪を埋めたことが青石の自然石に彫
られています｡台石には、関係各組の多くの人名が見えます｡

9(）
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天保9年（1838）の建碑です。

(3) 「桂家元故六世文治之碑」 【報告書Ⅶ．98頁】

大正4年7月に「柳連」によって建てられたもので、世話

人として三笑亭可楽、桂文楽、翁家さん馬の名が見えます。

碑銘の左に「江戸落語の名家文治翁の碑の成りたるを悦びて

名に残る芝居噺しや涼み台三代目柳家小さん」とあり

ます。柳連は、柳派の集まりでしょう （柳塚の項参照)。

(4) 尚耀這愛之碑｣ 【報告害Ⅸ｡88頁】
画家老蓮が儒者であった子息小蓮の若くして没したのを嘆

き'|卓んで、その遺稿をうめたのを銘した碑です。没した翌文

化6年（1809） 10月に建てたもので、小蓮の師浪華葛質の撰

文、巻菱湖による害と蒙額です。蒙額の周りに、老蓮の描い

た蓮の絵が彫られています。

(5) 「夢さめて」の句碑【報告書Ⅶ．90頁】

「夢さめて見れば色なし青す□□」

「青す□□」は「青すだれ」と思われます。作句者は不明

ですが、謝恩のための建碑者が、清元節、富木節、一中節の

人々であることから、浄瑠璃関係の人ではないかと考えられ

ます。建立は「□口八丁酉」とあるので、天保8年（1837）
と判断できます。

(6)宝田寿助「それ辞世」の辞世歌碑【報告書Ⅶ。91頁】

「狂言作者宝田寿助自占辞世
さる程にま占是まで凸むかしの人台昌真似をし□」

(7) 「涼しさや」の句碑【報告書Ⅶ．96頁】

「涼しさや生まれた時の天窓つき」

(8)櫻田左交「花情し」の辞世句碑（浄瑠璃塚）
【報告害Ⅶ°83頁】

刺 花蒋し

「桜田左交浄瑠理塚□□□

□□□口浮む水のうえ」

１
１

１
１

１
１

１

I

｜
日

(9) 「葎堂午漣「世は花に」の辞世句碑【報告害Ⅶ。86頁】

「世は花に安かれわれは旅に向く」

1

、(1’ 「豐国先生達筆之碑」 【報告書Ⅶ｡87頁】
上下が欠けていて全文は読み取れませんが、浮世絵師初代

歌川豊国の,{,舟雁と、その遺錐を埋めて碑を建てたということ
。

■

、

91

錘



は何とか読むことができます。狂歌堂真顔の撰文、山東京山

の害並びに蒙額（欠落）です。

6'） 「昔ぱなし柳塚」 【報告書Ⅶ．100頁】

表面に「昔は那し柳塚楽痴生害」と刻まれています。

碑絵は剥落がひどく年紀は読み取れませんが、社長、副頭取

等の役職名と､柳派の落語家の名前が何とか読み取れるので、

落語界の一派、柳派の記念碑と考えられます。高さ266cmも
ある青石の碑です。

落語界は、明治17年（1884）に柳派と三遊派とに別れ、大

正6年に統一されました（木母寺「三遊塚」参照｡）

⑫風也坊秋香「あふぎ見る」の句碑【報告書Ⅶ．93頁】

「あ蕊見るまつの光や露の珠唯草庵主書」

ぜにざ

3．小梅銭座跡（業平1－7－2 ：本所税務署）囮邇圃95

元文元年（1736)、ここに寛永通宝の鋳造所、小梅鋳造所

が作られました。寛永通宝は数ヶ所で鋳造されましたが、こ

の地で作られたものは裏に小の文字が刻まれました。鋳造期
間や鋳造量などは分かっていません。

』

4・横川一丁目遺跡（横川1－15－1 )m98

驚異は明治時代､日本に唯ける近代ｺﾑ工業の礎となっ
た三田士ゴムという会社がありました。

平成9年（1997)、住宅建設工事にともなって、江戸時代
の池や遺構、瓦などの遺物が発見されました。これによって
旗本太田家の屋敷跡であることがわかりました。

1

ほんぽうじ

5．本法寺（横川1-12-12）随圃副100
かのう

(1)狩野元信の蟇碑

狩野元信は、文明8年（1476）狩野派の始祖正信の子とし
て京都に生まれました。父の跡を受けて足利将軍家の御用絵
師となり、大炊介のち越前守に任じられ、のち仏門にはいっ
て永仙と号し、法眼になりました。元信は父に学んだ宋元の

画風の上にさらに大和絵の技法を入れて、力強い'三'本的な画
法を大成しました。画題も山水、花鳥、人物等のあらゆる方
面にわたっています。それまでの漢画は禅僧の余技的なもの
でしたが､彼に至って専門画家の手に移ったと言えましょう。

彼の様式は後の狩野派の規範とされ、後世「古法服」と俗称
されています。室I10.から桃山時代にかけては、豪壮な建築が
数多く建てられましたが､それらにふさわしい障壁画が多く、

叩
、
駅
，
！
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彼によって完成されていきました。なお、元信の妻は土佐興

信の娘であり、彼は、土佐派の技法をも吸収して、狩野派の

新しい画法を確立し、御用絵師としての立場を不動にしてい

きました。室町幕府の崩壊、豊臣氏の滅亡など権力者の交替

でも、徳川幕府の絵師としての新しい地位を確立し、狩野派

の繁栄を維持していきました。とりわけ江戸狩野といっても、

鍛冶橋狩野、木挽町狩野、浜町狩野といった奥絵師、さらに

分派して表絵師・各藩お抱え絵師等その勢力を拡大していき

ました。もちろん、京都でも京狩野として栄えていきました。

従って事実上の狩野派の始祖ともいうべき元信の供養墓を江

戸に築き、狩野派永遠の隆盛を願ったことでしょう。

本法寺の元信墓碑は高さ109cmで正面に「善巧院殿元信法

服日到大居士」左側面に「永禄二年(1559)十月六日残狩野

元信｣、右側面に「昭和三十年-'一月再建狩野文」とありま

す。なお、当時には各狩野家関係の墓碑が多くみられます。

(2)伊藤崇節の墓碑
墓碑は将棋の駒形をしたも

のですが､戦災により破損し、

正面に「藤」だけが残り、裏

面も「名人｣、右側面に「昭

和五年-'一二月建立」とみえる

のみです。

宗印は文政9年(1826)神

田松永町に生まれ、本名は上

野房次郎といい、御城将棋の

伊藤宗寿の養子となり、嘉永

5年（1852） 7段に昇格し、

宗印を名のりました。幕府瓦

癖 凋

戒

1 . ll

鴎 蕊 剛
消一

鞠1藍
繊
織

ﾖ職'1 識” ~ 欝雷、
題
一
正
認
⑫
塵

～

』

や 4

郷

や心 －型4－』圭一一一. ‘ -.･一望3-4垂

､~禾所相生両 一白~満 本法寺の伊藤宗印の墓
国4丁目）に移り、明治12年(1879) 11世名人と、 14年には

｢魁進社」を作り、 「将棋新報」を発行し、棋界復興につとめ、

明治26年（1893）相生l1l].に没しています｡ 13世名人関根金次

郎も内弟子として生活していましたし、金次郎の弟子となる

14世墹人木村義雄も、本所表町（東駒形）に生まれるなど墨

田区は将棋に縁の深い地域です。

れいしよう

6．霊性院（横川’-15-’ ）甑腫僅''0’
延命子青地蔵があります。正徳年間(1711-15)に井j薊を
'淵削中に棚I)出きれたといわれ、赤痢にご利益があったとい
われています。
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7．法恩寺（太平1-26-16）師禰阿1102

法恩寺 本住院と号したと

いいます。大永4年（1524）に至って道灌の孫に当たる資高

が、父資康追善のために堂舎を造営し、寺号を平河山法恩寺

と改めました。さらに江戸|謂府以来、数度の移転を経て元禄

元年（1688）に現在地に寺地を定めたものです。日蓮宗本圀

寺（京都市）末で本尊として安置する日蓮上人木像は日法上

人の作と伝えられています。

(1)太田道灌家供養塔く区登録史跡＞【文化財78頁】

墓域正面にあって目立つ五’

~

回

駆○… ＝

’

→制

Ⅶ

’

’

F二~了
星口

輪塔です。各石ごとに「妙法｜

蓮華経」の各一宇を充ててい

ます。地輪正面に「当|_|_|開基

| ~P~膳参与, ｝鑑蓮乗院殿道灌日恩大居士」と

し、側面には資康~資高．康

資らの法号も見られます。建
立年代等は定かではありませ

ん。

(2) 「天保十二年（1841)」銘

’

I

蘂
埋雲1 ' '2_=、窯

無縁塔 M7
【報告書1 ｡ 19頁】 _星掘

本所入江町（緑4丁目）の 太田道灌供養塔

小茶屋（娼家）松葉屋．吉本屋．島津屋~新鰕屋．海老屋．

河村屋の6軒が共同で建てた無縁仏塔で、茶屋で働いてはか
ない命を終えた72名もの女性の戒名が刻まれています。

(3) 「地震圧死火難水難剣難横死精霊」供養塔
（｢文政十二年」銘供養塔） 【報告書I ｡ 19頁】

正面に「南無妙法蓮華経」の髭題目を刻み、その下に3行
書で「地震圧死火難水靴剣難横死精霊」としています。
文政12年(1892) 31:1に本所堅川柵:|z'が建立したもので、世
話人8fIの名もみえます.

【ﾉ‘I

’&
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8．千栄院（太平1－24－2）魎邇副103

法恩寺の塔頭で道晴様と呼ばれる神を祀り、 「たんぼとけ

霊場」として知られています。

Ⅱ

１

１

Ⅲ

Ｉ

小

別

川

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

ｌ

9．暘運院（太平1-25-12）迩腫園104

法恩寺の塔頭で日朝上人を祀り、 「めぼし霊場」として知

られています。

('）采離稔の墓【報告書I ･20頁】
水間沽徳は江戸中期の俳人で、談林風、知的な比嶮的俳譜

を得意としました。寛文2年（1662）江戸に生まれ、通称を

次郎左衛門、字を友兼といい、本姓は門田であったとされて
います。

俳譜を志して、初め福田路言に入門して沽葉と号し、後、

内藤露沽の門にかわり、沽徳と号しました。31歳の時『一字
霊蘭集』を著して好評を得、享保期(1716～1736)俳壇の中
心的存在となりました。その他の著に『沽徳随筆』『文蓬菜』
など多々あります｡

なお、沽徳は赤穂浪士、特に大高源五（子葉） と俳譜の道
で強い師弟関係にあったといわれます。

墓石に「本妙院沽徳日到居士」の法名を刻んでいます。
(2)識豐筌の蟇【報告書1 ｡20頁】
歌沢節の2代目で芝派を開いた柴田金吉の墓です。

ｌ
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１
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１
１
１
１
１
１
１

１

１

１

１
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10．大横川親水公園鰯麺圃157
もとは万治3年（1660)、

本所開拓と同時に開削された
堀割で､排水と運搬の役目と、しゅんせつ

凌喋した土を盛り土に利用す
るという役目がありました。
昭和62年(1987)、川の汚

染が激しく悪臭を放ったた
め、埋め立てて公園とするこ
とになりました。人工の小川
を作り散策できるゾーン、釣
堀のあるゾーン、ガラス市な
どが開ける広場の3つのゾー
ンから構成されています。

１
１
１

法恩寺橋近くの親水公園

''・津軽稲荷神社（錦糸1－6－12）
ここは津軽藩中屋敷の跡です。中陸敷とは大名の私邸で、

95
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郷土の産物を保管する倉庫でした。津軽藩は墨田区内にいく

つかの中屋敷を持っていました。

明治時代に屋敷を撤収後、陸軍が兵士の食料を保管する糧

秣廠を設置しました。その時、この稲荷だけが残されました。

家には守護神として屋敷神（稲荷）が必ず祀られました。屋

敷神は土着性が強く、他に移動しないため、そのまま残るこ

とが多いものです。この稲荷もそのひとつでした。

なお、目の前を走る道路にはかって南割下水と呼ばれる堀

割が流れていました。ここは区内にいくつか推定される、お

いてけ堀推定地のひとつでもあります。

… ’
L童鑿鱸璽露鯵雪鍵一

隅田川には多くの渡し場があって、旅人や町の人の便宜を

はかっていました。幕府が軍事上の理由から、川に橋を架け

ぎせなかったためです。

墨田区には11もの渡しがありました。 b

汐入の渡し。汐入と墨田の最北端を結んでいました。

水神の渡し。隅田川神社と石浜を結んでいました。

橋場の渡し。最も古い渡し場で、在原業平や歴史上の人

物が渡った可能性が高い渡し場です。白鬚橋が架橋され

た後もしばらくは、渡し船が出ていました。

寺島の渡し。明治23年（1890)頃に始まりましたが大正3

年に廃業しました。近くに橋場の渡しがあったためです。

竹屋の渡し。江戸時代後期に開業しましたが、震災後に

言問橋が架橋されると廃止されました。

山の宿の渡し。枕橋の渡しとも呼ばれます。明治9年

(1876）に開業しましたが、吾妻橋が架橋されると廃止

されました。

竹町の渡し。江戸時代前期から開かれていた渡し場でし

たが、途中中断と再開を繰り返し、吾妻橋の架橋によっ

て廃止されました。

駒形の渡し･江戸時代後期に開かれた渡しでしたが、昭

和2年（1926）に駒形橋が架橋されると廃止されました。

御厩河岸の渡し。文珠院の渡しとも呼ばれました。厩橋

の架橋によって廃止されました。

御蔵の渡し。富士見の渡しとも'呼ばれました。幕末から

大正の初め頃まで開かれていましたが、蔵前橋の架橋に
より廃止されました。

浜町の渡し。浜町と竪川の入り口の間を渡していまIｵー
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10~浜l1l1の渡し。洪llllと竪川の人『)口の間を渡していました。

96

』星． ■ ■凸｡□ ℃ロロー ロョー■ ローローーーー目



一〒て

、、

難剰睡域豆じてん桜とツツジ~ 一一二二-－－

昭和22年（1947)、墨田区が誕生した頃は日本もまだ、戦

後の復興の最中で町づくりが忙しい時期でした。同52年

(1977）活気を取り戻した墨田区では区政30周年の記念行事

が華やかに行われました。隅田公園の大改修や“すみだ音頭”

が発表されました。この時、区を代表する樹木も公募されま

した。“区の木”“区の花”です。公募基準は区にふざわし〈、

なじみがあり、だれにでも育てられて、公害に強い樹木とさ

れました。

“区の木”には圧倒的に桜が選ばれました。江戸の昔から

墨堤の桜として親しまれてきたからです。一方、 “区の花”

には手軽に栽培できて庶民的であり、花の期間が長いツツジ

が選ばれました。

’
1

1

圃横網･亀沢･両国ｺース
|－‐ ‐~麿榊輌国の両を散策醗す～

みどころ満載の両国を歩きます。

西口を出れば右手に緑色の屋根を持つ1 ~両国国技館があ

ります。国技館を過ぎたらC~~~D(国技館北側）の角に2.

舟橋聖一生誕の地碑と3~ 旧安田庭園があります。庭園の正

門前には4，東京都慰霊堂と5．復興記念館が横綱町公園の

中に建っています。

清澄通りを南に向かえば、北斎通り、南側の歩道の植栽に

6北斎生誕の地の説明柱が建っています。 ’･旦司（亀沢
二．三丁目）を左折すれば、 7．河竹黙阿弥と8．三遊亭円

朝の説明柱が道の左右に'句かい合っています。
さて、信号をひとつ戻ると小さな9．野見宿禰神社があり

ます。このﾈ'l'社から緑IIIJ-公園までが10.津軽家上屋敷跡の北
辺にあたります。公園内のテニスコートの向かい辺りに,,、
江川太郎左衛門の説明柱が建っています。北斎通りを戻って
'2・江戸東京博物館に寄るのも良いでしょう。
清澄通りを南下するとやがて京葉道路とぶつかりますが、
その1本手前の道のところに13~榛稲荷神社はあります。京
葉道路を渡って西に進むと本所警察署が見えてきます。敷地
の北西角に'4~殉職慰霊碑がひっそりと並んでいます。警察
の裏側に両国小学校と両国公'蕊'が並んでいます。学校の北西

’
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角には15．芥川龍之介文学碑が、公園の南東角には16.勝海

舟生誕の地の碑が建ちます。学校の体育館裏の駐車場のとこ

ろに17.尺振八の説明板が建っています。

さらに南下すると千歳橋が出てきますが、 1本西の橋に向

かいます。この橋は18.塩原橋と呼び、近くに塩原太助の店

がありました。塩原橋を北上すると信号があります。この信

号を北西の端として吉良邸がありました。 2本目の道を小学

校の方に向かえば19．本所松坂町公園として吉良屋敷地の一

部が残されています。

松坂町公園を西に向かい、一の橋通りとぶつかったところ

を右に行けば歩道脇の中に20．与兵衛鮨の説明板が建ってい

ます。

両国橋のたもとに向かいますと、児童遊園があります。こ

こには21.大高源五の句碑が建っています。京葉道路を東に

向かうと22．回向院のカマボコ型の山門が見えてきます。ま

た、山門の手前のビル脇に23．花火資料館があります。奥ま

っているので、かなり奥に向かわなければなりません。さて、

回向院を過ぎて京葉道路を東に進むと24．芥川龍之介生育の

地説明柱が道路|祭に建っています。回向院前まで戻り、山門

前の道を北に向かいます。画刀（両|王|駅西口）にある横

断歩道のところには25．斎藤緑雨の説明柱が建っています。
横断歩道を渡れば両国駅です。

~

~

両国駅付近

(両国駅西口）→（1分）→1 ．両国国技館→（1分）→2．
舟橋聖一生誕の地→（1分）→3．旧安田庭園→（2分）→
4．震災慰霊堂→（1分）→5．復興記念館→（3分）→6~

9H
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葛飾北斎生誕地→（5分）→7．河竹黙阿弥終焉の地→（1

分）→8．三遊亭円朝の旧居跡→（2分）→9．野見宿禰神

社→（1分）→10．津軽藩上屋敷跡→（1分）→11．江川太

郎左衛門終焉の地→（4分）→12．江戸東京博物館→（3分）

→13．榛稲荷神社→（3分）→14．殉職者の碑→（2分）→

15．芥jl龍之介文学碑→(2分）→16.勝海舟生誕地→(1

分）→17．尺振八の共立学舎跡→（3分）→18・塩原橋→

（3分）→19．本所松坂町吉良邸跡→（3分）→20．与兵衛

鮨発祥の地→（2分）→21.大高源五の句碑→（3分）→22．

花火資料館→（1分）→23．回向院→（2分）→24．芥j| |龍

之介生育の地→（3分）→25．斎藤緑雨の旧居跡→（1分）

→（両国駅西口） 移動時間：63分

’

1

1

1

1．両国国技館（横網1－3）匝圃

戦後、旧両国国技館

が進駐軍に接収された

こともあって、昭和29

年国技館が蔵前（台東

区）に建設されました。

いわゆる蔵前国技館で

す。栃若、柏|鵬時代な

どの思い出を残してぃ
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両国国技館 ますが、建物の老朽化

も進み、昭和60年（1985）伝統ある両国の地に、新国技館と

して帰って来たわけです。

JR両国駅の北側にそびえる、緑の銅板葺きの大屋根がそれ

で、地｣二3階地下3階の延べ面積3万5,000m2，収容人員1

万1,000人を誇るものです。外観はクラシックですが、内部

は最新技術を駆使した新鉄傘造りで、土俵も電動式で奈落に

沈み、 ネIII明造りの土俵の屋根も昇降式になっており、多角活

用のできるものになっています。

相撲博物館、相撲教習所も大屋根の下に収まっています。

URL http://wwwsumo.or.jp’

2．舟橋聖一生誕の地（横網1-11-1 )mW1115

舟橋聖一は明治37年(1904) 12月251ﾖ、本|X機網2丁目
2番地に生まれました。クリスマスでしたので聖一と名付け
られました。父了助は東京帝国大学工科助教授、母さわ子は
古河合名会社理事近藤陸三郎の長女です。
東京府豊多摩郡落合村大字下落合435 （新宿区下落合3.]‐
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目）に転居、ここに落ち着きま

す。大正11年（1922）旧制水戸

高校入学、同14年(1925)に東

京帝国大学国文科に入学、同15

年（1926） 7月佐藤百寿と結婚、

昭和3年（1928）24歳で帝大卒

業、明治大学予科講師となりま

す。同5年（1930)、小説「海

のほくる」を「文学時代」に発

表、川端康成に認められます。

聖一は旺盛な文学、戯曲等の創

作活動と共に、実に多方面にわ

聖一は旺盛な文学、戯曲等の創

謀

；
卸
一[．

、、
、

、
、
鼻ﾛワ

、

： 鰯

鶴
蜂

掴I

協
和
製
」 ＝蘭

垂

坐。

生誕の地の碑

作活動と共に、実に多方面にわたって活躍しました。同40年

(1965）には日本芸術会員にもなり、各方面に多大な貢献を

し、同51年（1976） 1月13日逝去しました。

3． ｜日安田庭園（横網1－12－1）＜都指定名勝＞＜景観上重

要な歴史的建造物＞而砺卿114腫園

本園は、 もと常陸国

(茨城県）笠間藩主本

庄因幡守宗資により元

禄年間（1688～1703)

に築造されたと伝えら

れ、隅田川の水を導い

た汐入回遊式庭園で、

明治維新後は、旧備前

〆

~灘雲霧萎鍔~~
靜側一・悪

貝！
' ‘
｜ ’

＝i

庭園と公会堂 岡山藩主池田侯の邸と

なり、次いで安田善次郎氏の所有となりました。氏の没後大

正11年（1922）東京市に寄付されました。

翌年の大震災によりほとんど旧態を失い、その後東京市が

復旧に努力、昭和2年（1927） 7月、市民の庭園として開園、

戦後の43年（1968） 4月東京都から墨田区に移管されました
が、隅田川の汚濁により名園の面影は失われました。
全面的改修をして|司46年（1971） 5月、名園といわれた往

時の姿を復元しました。

(1) 「元禄4年（1671)」銘水鉢

(2)晋堂雲南「水も亦」の句碑

「水も亦器によらず草の露」

(3)松尾芭蕉「みの虫の」の句碑

「みの虫の音をき、にこよ草の庵芭蕉」

l0()
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(4)伝・駒止石

源義家が奥州征伐に向かう際、駆け出した馬がここで止ま

ったとも、太田道灌の家臣が里見軍へここから矢を射ったと

もいわれています。

※庭園の北には江戸時代、松浦家の屋敷があり、落ち葉が出

ない椎の木がありました。 （本所七不思議のひとつ）

4.本所被服廠跡（横綱2－3－25：都立横網町公園）

魎魎画113匝圃

この地は旧陸軍被服本廠跡で全体で2万400坪（6万

7,400m2)ありました。大正11年(1922) 3月にこの地を逓

信省用地、東京市電気局用地、東京市の社会事業用地、同公

園用地等に分割して譲渡さらました。大正12年(1923) 7月、

まず横綱町公園の造成に着手しましたが、 9月1日関東大震

災が突発、広大な空き地であったここの安全性を信じて多く

の人々が避難して来ました。ところが人々は多くの荷物を運

び込んだために、これに火が付いて、ついに4万4,000人と

いう焼死者を出す大惨事となりました。これらの犠牲者と市

内各地で犠牲となった人々の遺骨とを合わせて5万5,000人

の霊をこの地に安置することにしました。

('）東京都慰霊堂（震災慰霊堂）＜都選定歴史的建造物＞

’

1

東京都慰霊堂は、昭和

2年（1927） 2月着工、

|司5年（1930） 9月2日

に完成しました。

慰霊堂内の供養塔に遺

骨を安置する変則の五層

塔で高さ41mあり、堂の

総建坪は1,414m2ありま 震災慰霊堂

す。はじめ「震災記念堂」と称していましたが、太平洋戦争

による都内戦災犠牲者約10万5,400人（一般都民のみ）の遺

骨を合わせ安置したので、昭和26年（1951） 9月1日 ｜~東京
都慰霊堂」と改称しました。 3月10日、 9月1日の両記念日

畠'灘盛大に行肌多《の人籟が参拝し童す．
堂の東南にあるこの梵鐘は関東大震災による遭難者の霊を
追悼するため、当時の中華民国仏教徒会から大正14年(1925)
10月、 日本仏教連合会をへて東京市に寄贈されたものです。
(3) 「大正大震災遭難児童弔魂群像」
大震災では約5,000人の児童が遭難死しました。昭和5年

| ’

101

r
－



(1930）東京市校長会が、難を免れた児童たちの手によって

弔魂碑を建立することを発起しました｡彫刻家小倉右一郎は、

児童たちが遭難当日、相寄り、相助けている群像を翌6年

(1931） 5月に竣工させました。しかし、この群像は昭和18

年（1943）に戦時資材として供出されたため、戦後、前作者

の高弟津上昌平と山畑阿利一に都が依嘱し、昭和36年（1961）

に復興したものです。

(4) 「追悼関東大震災朝鮮人犠牲者」の碑【報告書Ⅶ・44頁】

正面に「追悼関東大震災朝鮮人犠牲者｣、前面の石に「こ

の歴史永遠に忘れず在日朝鮮人と固く手を握り、 ’三|朝親善

アジア平和を打ちたてん藤森成吉」と刻まれ、左検の別の

碑には由来を詳しく刻した碑があり、その最後に「一九七三

年九月関東大震災朝鮮人犠牲者追悼行事実行委員会」とあ

ります。誤った策動と流言輩語のために、6,000余名の朝鮮

人の尊い人命が失われたことは、何とも痛ましいことです。

(5)永田秀次郎「焼けて直ぐ」の句碑【報告害Ⅶ.42頁】

「焼けて直ぐ芽ぐむちからや椋梠の露青嵐」

震災当時東京市長として被災者の救護や、復興事業に日夜

精魂を傾けた永田秀次郎氏を追悼する碑です。永田秀次郎

(俳名青嵐）は、明治9年（1876）兵庫県淡路島に生まれ、

昭和5年（1930）に再び東京市長となり、同18年(1943)に

没しました。

(6)東京空雲犠牲者を追悼し平和を祈念する碑

平成13年（2001）に完成

した､円形花壇型の追悼碑

です。昭和17年(1942)の

初空襲から|司20年（1945）

の終戦の空襲まで、多くの

都民が犠牲となりました。

追悼碑建設の呼びかけに

I
賛|司した人々の寄付金によ 復興記念館

って作られた碑は、斜面に生命の象徴として四季折々の花が

植えられ、碑の内部には「東京空襲犠牲者名簿」が納められ

ています｡碑の作者は土屋公雄､作品名は｢記憶の場所｣です。

5.復興記念館＜都選定歴史的建造物＞匝園

慰霊堂隣の復興記念館は関東大震災の状況を永く後世に伝

えるため、当時の被災品や遺品、写真などを保存陳列すべ〈、
'1召和6年(1931)に建設されたものです。今次大戦の写真や
被災の資料も追加陳列されています。
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6.葛飾北斎生誕の地

江戸後期の浮世絵師

の巨匠、また日本風景

版画の創始者とされる

北斎は宝暦10年(1760)

9月23日、本所割下水

(亀沢一～四丁目）に

生まれました。本姓を

川村といい、大成して

後、この地が下総国葛 現在の南割下水跡

飾領であったことから葛飾北斎と名のりました。俵屋宗理、

百琳北斎為些などの号を用いました｡彼の画業の集大成
ともいうべき「北斎漫画」を文化11年（1814）に発表、続い

ての「富嶽三-'一六景」は、彼の名を不朽のものとしました。

そして、高齢になるにしたがい肉筆画を多く描き、80歳を越

して芸道の鬼と化した如く 「画狂人」と自称・署名し、嘉永

2年（1849） 4月1日90歳の天寿を全うして、浅草において

世を去りました。台東区浅草浄土宗誓教寺に葬られました。

法名、南聰院奇誉北斎居士。

’ 7．河竹黙阿弥終焉の地（亀沢2-11-11）皿画國121

歌舞伎の世界に新風を巻き起こした劇作者黙阿弥が、晩年

を過ごした住居跡です｡

白浪物（盗賊が主人公の作品）を確立した黙阿弥は、明治

20年（1887)、浅草仲見世裏からこの地に転居しました。72

歳という高齢での引越しでしたが、騒がしくなった浅草より

閑静な亀沢の地を求めたのでした。当時は南二葉町と呼ばれ
ていました。

｜司26年（1893)、 「花の咲く 春をぱ待ちしかいもなく 片

枝よりして枯れし老梅」の辞世の歌を残して病没しました。
※五百羅漢寺跡

ここから東に100m程行った辺りに、かつて五百羅漢寺

(亀沢3-16）がありました。境内にはさざえ堂と呼ばれた螺
Iう

せん

旋状の高い堂宇があって江戸っ子が見物に来ていました。葛
飾北斎も版画に描きました。現在羅漢寺は、目黒区に移転し
ています。

8．三遊亭円朝の旧居跡（亀沢3-20） ｜剛箙'122
名人とII平ばれた落語家円朝は、明治9年(1876)浜町（中
央区）からこの地に移り、同20年（1887）に新宿に移るまで

]()3
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の11年間をこの地で暮らしました。両国橋近くの寄席を中心

として活躍し、 「塩原太助一代記」や「怪談牡丹燈籠」など

の名作を残しました。

※歌沢笹丸旧居跡

ここから南東に110m程行った辺りで、歌沢節の創始者笹丸

が住んでいた屋敷がありました（亀沢3‐5‐4)。旗本でし

たが日夜芸人を集めて新たな三味線演奏法を編み出しました。

のみのすぐね

9．野見宿禰神社（亀沢2－8－10）

、魎画120【報告書1 ．13頁】

かつて当社の東側に相撲の高砂部屋があり、明治18年(1885）

親方であった高砂浦五郎の尽力で、元津軽家上屋敷跡に、相

撲の神様として知られる野見宿禰を祀ったのが当社の起こり

です。境内に歴代横綱の名前を刻んだ石碑が立っています。

10･津軽家上屋敷跡（亀沢2－6～8 ：緑町公園、及び緑2－

16～20，23，24)m禰爾134匝圃

南割下水から京葉道路まで

の長方形の敷地に、陸奥弘前

藩津軽家の上屋敷がありまし

た。上屋敷は藩主の公的な屋

敷、幕府の人々を迎えること

もある公邸でした。いつもは

江戸在番の数-'一人だけです
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が、参勤交代で藩主に従って 現在の緑町公園

くる江戸勤番が来るとかなりにぎやかだったようですc

11・江川太郎左衛門終焉の地（亀沢1-3-11）皿魎圃119厘園

この地は伊豆韮山代官の江戸屋敷があった所です。江川氏

は代々、太郎左衛門を名乗り、韮l｣_Iの代官職を世襲していま
ひでたっ

した｡幕末に活躍した太郎左衛門英龍は洋学を積極的に学び、

韮山に反射炉を築いたり、 日本初のパンも焼いたりしました。

ペリーの来航以来、国防についての第一人者として江戸と

韮山を往復し、寝る間もなく働き続けました。その結果、江

戸に向かう途中で病に倒れ、危篤状態でこの江戸屋敷に担ぎ

込まれましたが、帰らぬ人となりました。

なお、鎖匡|の禁を破った土佐（高知県）の船乗り、中浜
(ジョン）万次郎を罰することなくこの屋敷に引き取り、ア

メリカ見聞を記録させたり、英語の講義をさせたのも英龍で
した。
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平成元年（1989)、

かつて江東市場があっ

た場所に新しく、江

戸・東京の歴史を伝え

るための博物館が建立

されました。

徳川家康の江戸幕府

開府から現在の東京、

12・江戸東京博物館（横網1－4－1）

江戸東京博物館 未来の東京をも含めた

展示を行っています。

〔'〕請倉地葵紋付小紋染胴服,領＜国指定重要文化財＞
今村家覚書1巻も付いています。

〔2〕阿藺陀風説書く国指定重要文化財＞

徳川幕府の命令で、オランダの商館長がヨーロッパの状況

をまとめたレポートです。

〔3〕旧江戸城写真ガラス原版29枚＜国指定重要文化財＞

明治初期、江戸城を撮影した写真の原板です。

〔4〕壬申検査関係ステレオ写真ガラス原版257点＜国指定重

要文化財＞

明治政府が国宝候補の品々を撮影した写真の原板です。

〔5〕瓦製造用具62点＜都指定文化財＞

http://www.edo-tokyo-museum.or.jp/

｛誠嵯

13．榛稲荷神社（両国4-34-11）

このあたりは、榛馬場と呼ば

れた馬場のあった所で、東西

102間（約185m)南北12W(約

22m)ありました。馬場を囲む

土手に大きな榛があったところ

から、この名がつけられたので

しょう。この馬場は本所に住む

武士の弓馬の稽古を目的とした

ものです。この馬場の傍らに祀

られていたのが榛稲荷神社で
す。この袖ﾈ･I- l.- 1十雫偲只鉈す。この神社には天保8年

mmP

榛稲荷神社

(1837)亀沢町の若者中が奉納した’対.の木製朱塗りの奉紙
立が現存しています。震災・戦災を免れ、今に伝えられてい

も､．I･い'〕ひとリニと

ます。なお、勝海舟の父小吉の著書『夢酔独言』の中に、子
供のころの回想として榛,馬場のことが出てきますの

l ()5
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また、引っ越し魔で有名な葛飾北斎も当社の隣に住んでい

たそうです。

14“本所譽察署（両国4-29-6）国圃國138

2基の「警察官殉職慰霊碑」があり、それぞれに副碑があ

ります。

(1) 「本所原庭警察署殉職警察官碑」 【報告害Ⅶ．28頁】

大正13年（1924） 9月1日建立。この碑の右手前にある副

碑には、建碑の由来が記されています。関東大震災の折、業

火の中を積極果敢に多くの人々の救出誘導にあたり、ついに

殉職した当時の本所原庭警察署、和多喜義警部補以下15名

(氏名裏面に刻む）の勲功をたたえ、震災翌年の9月1日、

現在の東駒形2丁目1番の本所原庭警察庁舎前に建立された

もので、のち移されたものです。

なお、副碑は昭和59年（1984） 1月20日建立。この副碑に

は、明治13年（1880）凶悪犯人逮捕にあたって殉職した永山

三月巡査をはじめ15名、昭和20年（1945） 3月の東京大空蕊

の際の殉職者川原一男巡査をはじめ14名、合わせて29名の氏

名が刻まれています。

(2) 「大震災相生警察署員殉職之碑」 【報告書Ⅶ。28頁】

昭和8年（1933） 9月1日建立。碑陰には殉職者氏名が刻

まれています。関東大震災の時、とりわけ被服廠跡を擁した

本所地区の悲惨な状況は筆舌に尽くしがたいものがありま

す。傍らの副碑には、この地区を管轄していた当時の相生警

察署員の、身の危険をも省みず救出に奮闘、ついに殉職した

山内署長以下34名の氏名が刻まれています。

※警察署の東隣には将棋名人、伊藤宗印の屋敷があって関根

金次郎や木村義雄らも出入りしていました。

’

:両国小学校)甑噸函140

平成2年(1990)文化

都市づくりの一環とし

て龍之介の文学碑が建

立されました｡場所は、

出身枝である両国小学

校（当時は江東尋常小

学校と呼ばれていまし

た）の北西角です。龍
之介の自署、 と小学校

15・芥川龍之介文学碑(両国4-26-6

壁
I

藍
無謹

零￥

錘

龍之介の文学碑 之介の自署、 と小学校
ということから児童文学の｢杜子春｣の一節が刻まれています。
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勝海舟生誕之地(両国4-25-24

｢勝海舟生誕之地」の碑

16．勝海舟生誕之地(両国4

(1) 「勝海舟生誕之地」の湿

勝海舟は、文政6年

(1823) 1月30日、本所亀
お

沢の父小吉の実家である男
だに

谷家に生まれました。初め

の名は義邦、幼名麟太郎。

蘭学を修め、西洋の兵学、

砲術、航海、測量法などを

両国公園)ml39匝圃

学びました。安政7年 生誕の碑と由来碑

(1860) 1月、威臨丸艦長として邦人の手による初の太平洋

横断の快挙をなしとげました。慶応4年（1868） 3月、高輪

(港区）薩摩藩邸において西郷隆盛と会見、江戸城無血開城

に成功し、江戸市民を戦禍から救いました。

明治政府にも重用され、参議兼海軍卿・元老院讓官などに

なり伯爵となりました。晩年は著述に専念し『海軍史』 『陸

軍史』 『開国起源』等の多くの著書があります。明治32年

(1899） 1月19日、 77歳で病没、大田区洗足池畔に葬られま

した。昭和43年（1968）建碑。当時の法務大臣西郷吉之助

(隆盛の孫）の書です。

(2) 「由来碑」

平成元年10月の建碑です。

せきしんばち

17.尺振八の共立学舎跡（両国4－8付近) [m圃廼139

尺振八は天保10年（1839)、下総高岡藩の医師の家に生ま

れました。

万延元年(1860) 22歳の尺はジョン万次郎や英学者西吉十

郎らから英語を学び、文久元年（1861）からは福沢諭吉もい

た幕府外国方に通弁（通訳） として勤めました。その間、同

3年（1863）の造欧、慶応3年（1867）の遣米と2度の使節

団に随行してじかに西洋文明に接しました。

帰国後、諭吉は「慶応義塾」を、尺は明治3年（1870） 7

月に相生町のこの地に「共立学舎」を開きました。スペンサ
すし

－の『教育論』を翻訳した『斯氏教育論』を刊行、 自由民権

運動の理論書として数多くの人々に愛読され、 “現代英学の

祖父”とも呼ばれ、近代教育の幕開けを演じましたが、同19

年(1879) 11月28日、48歳の若さでこの世を去りました。

18・塩原橋（両国3-9)MIM143

~~~~ ~~~~本所相生町2丁目 （両国3丁|可）あたりで、塩原大助
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(1743～1818）が薪炭商を営んでいたので、それにちなんで

塩原橋とつけられました。太助（三遊亭円朝作の人情噺では

多助）は故あって上州下仁田小高明神の森に捨てられていま

したが、村の旧家塩原角左衛門に拾われ育てられました。

太助は天性の商才によって財をなしました。江東区の亀戸

天神社には彼の奉納した石燈篭が見られます。それには次の

ような銘が刻まれています。

「奉寄進石燈台両基武蔵国葛飾郡亀戸天満宮大前

天明元辛丑年（1781）八月十七日

本所相生町住塩原太助」

19．吉良邸跡（両国3－13－9 ：本所松坂町公園）

《都指定旧跡》、禰圃144

吉良韮鞘鶴萸の屋敷は
広大で、東西733間（約

134m)、南北は34"(約

63m)であって、坪数2,550

坪（約8,400m2) と諸害に

記されています。

吉良上野介が近藤登之介

の屋敷跡を拝領したのが元 吉良屋敷跡

禄14年（1701） 9月3日、義士（旧赤穂藩浪士）の討入りが

あって没収されたのが同16年（1703） 2月4日ですから、実

際に住んだのは1年半に満たない短期間でした。

現在、吉良邸跡として残る本所松坂町公園は、当時の86分

の1にすぎません。公園の特徴を出すために、周囲を『仮名

手本忠臣蔵』に描かれていたなまこ塀で張り巡らしています。

敷地の中には、屋敷神として安置されていた松坂稲荷と後

から合祀された兼春稲荷が祀られています。 【集成V】

都の指定旧跡名は‘‘赤穂義士元禄義挙の跡'’です。

I
|’

8－8)m"1149

かって、握り鮨「与兵衛

鮨」の店が近くにありまし

た◎華屋与兵術は、はじめ

は蔵前の札差板倉屋の手代

でした。やがてお店風の風
流が身にしみて、それが高
じて不相応なぜいたくをし
て身代をつぶし、いろいろ

(両国1－8－8）20‘与兵衛鮨発祥の地

与兵衛鮨の説明板

1()8

』~



な商売替えして本所横綱の裏店に身をひそめていました。し

かし、道楽中に覚えた味から、握りのこはだ鮨を考案しまし

た。それを岡持ちに入れて夜の繁華街を売り歩くと握り鮨の

味が江戸っ子に受けて飛ぶように売れました。やがて屋台を

だし、ついに,｢与兵衛鮨」という店を持つようになりまし

た。

店舗は昭和初期まで続きました。

21。 「日の恩や」の句碑（両国1－11－2 ：両国橋児童遊園）

、耐詞151匝園

明暦大火（1657）の大災害

の教訓を生かして幕府がそれ I

までの政策を大きく変え、両 ｜
国橋を架けたのが万治2年

(1659)。本所開拓事業の進展

につれて交通の要衝として両

国橋界隈は大繁昌でした。橋

の西は両国広小路といわれ、

大衆演劇・大道講釈・落語・

娘義太夫等が軒を並べ、腰掛 ‘

茶屋が数多くありました。一ﾁR屋刀選劣(多くありまし/筥｡一

1

0

■

‘~｡"炭蕊認蝿寧今齢A壷･壷‘"順

方、東両国側は「向両国」と

いわれ、俗に「垢離場」とも 大高源五の句碑

呼ばれました。当時盛んだった大LI_I (神奈川県）詣りの者た

ちが、橋の東詰めにあった垢離場で水垢離を取ってから出か

けたからです。ここには見世物小屋が軒を並べそれにつれて

食べ物の屋台が並び、料理屋も繁昌しました。

(1)伝。大高源五「日の恩や」の句碑【報告書Ⅶ。26頁】

大高源五の俳句といわれる「日の恩や忽ちくだく厚氷」

を刻んだ石碑が昭和3年に立てられました。

22.花火資料館（両国2-10-8 ：住友不動産両国ビル1階）

隅田川の花火は、享保18年(1733)川施餓鬼の一環として

川開きに打ち上げられました。江戸っ子や東京っ子はそれ以

来､納涼の風物詩として楽しんできました｡平成3年(1991)、

花火に関する資料を提示し、ビデオ上映なども行える無料施

設として開館しました。展示解説員が詳しく案内してくれま

す。 7， 8月は毎日開館してますが、他の月は木．金．土曜

日のみ開館しています。正午～16時まで。詳しくは墨田区観

光協会へ。 (03) 5608-6951

'09



23．回向院（両国2-8-10) [M1148

江戸の町500余町を焼失し、

10万人を超える死者を出した

という明暦3年（1657）正月

の大火、俗にいう振袖火事の

後惨状を目の当たりにした将

軍後見役の会津少将保科正之

から合葬の指示がありました。

その結果、本所牛島新田の地 回向院山門

60間四方（約2,900m2)が下付され、貴賎の別なく死者を埋葬

しました。これが今の諸宗山無縁寺回向院の始まりです。幕

府は、増上寺の遵誉上人に命じて追善の法要を行わせました。

回向院は、その後、江戸市中全ての無縁仏を埋葬するよう

になり、洪水のために隅田川を漂流する水死者を埋葬し、数

次に及ぶ江戸大火によって生じた無縁の焼死者も埋葬しまし

た。また、牢病死の者もここに葬る習わしでした。関東大震

災による焼死者の分骨も一部納められています。

〔1〕 「宝永二年(1705)」銘阿弥陀如来座像＜都指定文化財＞

(1)阿弥陀如来座像【報告書Ⅳ．32頁】

(2) 「寛文四年（1664)」銘阿弥陀三尊像く区登録文化財＞

【文化財58頁】

高さ263cmに及ぶ大きな石塔で、正面に阿弥陀像、右面に

観音像、左面に勢至像を配した阿弥陀三尊形式をとるもので

す。正面の銘に「為三界万霊六親春属菩提」裏面に「寛文|工l

辰年八月-1-五日南新堀大川端町念仏講中｣。とあり、江戸初
からI息 一号‘

期の唐破風笠塔婆石塔として、区内でも数少ない大変貴重な

ものです。

(3)地蔵像（3基）

①「宝暦七年（1757)」銘地蔵半肋ll像【報告書Ⅳ．25頁】

②「寛政五年(1793)」銘地蔵像【報告書Ⅳ．27頁】

老中松平定信が寛政5年（1793）に建てさせたと伝えられ

るものです。

③「安政四年(1857)」銘六地蔵石llif<区登録文化財＞

【文化財60頁】

三段の台座に乗る6面地蔵塔で、総高232cmのものです。

これは安政2年（1855）の大地震と、翌3年の風水害による

死者の霊を弔ったものです。

銘の「安政…菖乙卯歳十月一日夜四時大地震（中略）唾死焼
亡幾千万人不品又翌三丙辰歳八月廿五日従夜五時（中略) IIf
亡溺死数千万人（下略) .｜は、誇張があるものの両当'~-'の’|参

~
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状をよく伝えています。

願主は八丁堀金六町の横山同明で、その悴たちとの合力に
よるものです。

（4）供養塔（7基）

回向院には、その起立のいきさつから多くの供養塔があ'7
ます。江戸時代の災害を知る上で貴重な手がかりとなってい

ます。

①「寛文七年（1667)」銘供養塔【報告書1 ･ 4頁】

正面に「繋囚牢獄病患死亡諸精霊等捨市映罰殺害前後衆
霊魂等」と二行に刻み、裏面に寛文7年の年紀を掲げていま
す。獄死者や行倒の者たちの供養に建てられたものです。
②「延宝三年（1675)」銘供養塔＜都指定文化財＞

俗に「明暦大火横死

者等供養塔」と言われ

るもので、高さ3mを

こえる大きな唐破風笠

のある供養塔です。願

主は回向院第2世信誉
貞存です。延宝3年の
建碑です。

境内の石碑群③「天明五年（1875)」
銘供養塔【報告書1 ． 1頁】
「信州上州地変横死之諸霊魂等」と刻まれています。

④「天明八年（1878)」銘供養塔【報告書1 ． 1頁】
「浅間嶽大火震死者供養」
右の2基は天明3年（1873） 7月の浅間山噴火による大規

模な被災・死者の、それぞれ3回忌・ 7回忌の菩提を供養し
たものです。

⑤「文政-I一二年(1829)」銘供養塔【報告書1 ．2頁】
文政12年3月、神田から出火し下町の繁華街を全焼する大
火（俗に「已丑の大火｣）がありました。その死者の霊を供
養したものです。銘に「文政-|~二年三月二十一日焼死無縁

塔」と刻んでいます。

⑥「安政三年（1855)」銘供養塔【報告書1 ． 1頁】
安政2年10月、江戸市中を激震一津波が襲い（俗に「安政

大地震｣)、各所に大きな爪跡を残しました。その時の圧死者
への供養塔です。

⑦「塵応三年（1867)」銘供養塔【報告書1 ． 1頁】
安政大地震における焼死者の,3回忌の菩提を弔ったもので

す。銘を’一地震焼亡横死諦群霊塔_， としています。

11］
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(5)海難供養碑（6基）＜区登録文化財＞【文化財47頁】

境内にある6基の海難供養碑群は、江戸期海難史の貴重な

史料となっています。

①「勢州白子三州高浜船溺死一切精霊」

l1ﾘl掛船型にした珍しいもので、背面に大黒屋幸太夫の名も

見えます。寛政元年（1789）建立。

②「勢州白子参州平坂溺死供養塔」

高さ92cmのこの供養塔の名号は、江戸庶民の尊崇を集め

た徳本上人の筆になるものです。文化11年(1814)に江戸大

伝馬町の太物（綿・麻織の反物）問屋仲間が溺死者供養のた

め建立したものです。台座には、南無仏庵の撰並びに害によ

る、天明2年（1782）大黒屋幸太夫からの、海難小史が刻ま

れています。

③「勢州白子戎屋專吉船溺死者等供養塔」

文政8年（1825）太物店が建立したこの供養塔は、伊豆神

津島で溺死した戎屋專吉外22名と、天保・寛政の遭難者を追

刻して供養しています。

④「海上溺死者群生追福之塔」

高さ112cmのこの塔は、文政10年(1827)に菱垣廻船-I-組

が建てたもので、安政大地震で倒れたのを翌年3年（1856）

に再建したものです。正面名号は増上寺第6世冠誉慧巌大僧

正の筆になるものです。

⑤「紀州本宮徳福丸富蔵船溺死人之墓」

高さ85cmのこの墓碑は、安政4年(1857)に樽廻船問屋

井上重次郎と酒店．荒荷方等積合中が建立したものです。

⑥「溺死四十七人墓」

高さ185cmのこの墓碑は、明治2年(1869)上総国川津村

(千葉県勝浦市）海岸で沈没した肥後（熊本）軍艦の溺死者

供養碑で、山鹿屋富岡文吉等が建立したものです。

(6)鼠小僧の墓く区登録文化財＞【文化財69頁】

1
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実在した鼠小僧は極悪人で、小塚

原で処刑されました。しかし、貧し

い庶民の家を襲わなかったことか

ら、戯作者が義賊として作品化した

ことから人気がでました。この墓も

歌舞伎役者が舞台の成功に感謝して

建てたものです。小塚原の回向院別

院が遠いため、繁華街である両国の

回向院に建てたのでした。また、鼠
鼠小僧の墓 小僧の墓石を欠くと運が着くといわ
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れ、欠き専用の墓石が手前に建ててあります。
ちかげ

(7)加藤千蔭の墓＜都指定旧跡＞
ず|ナよし

大岡越前守配下の与力、加藤枝直の子で幼名佐芳、字は徳

与丸、通称は常太郎､~のち又左衛門と名乗り、祖先が橘諸兄
うけらぞの

であることから本姓は橘を称えました◎号は萩園･ 71t園等。

父は歌人としても知られ、江戸に出た賀茂真淵の保護者であ

り門人でもありました。

千蔭は幼時から真淵に師事して国学を学び、村田春海とと

もに門下の双壁と称せられました。

著書も『万葉集略解』 『うけらが花』等すぐ．れたものが数

多くあります。文化5年（1808） 9月2日、74歳で死去しま

した。墓碑の文字は自筆であるという説があります。

(8)離爵簡翁墓謁銘｣の碑
｜爵けつ

この墓砺銘は、加藤千蔭の墓の隣に建てられています。高

さ175cm、幅89cm｡大学頭林衡の撰文、日向守巨勢利和の

害によるもので、千蔭の経歴や業績などが刻まれています。

文化11年（1814）銘です。

(9)岩瀬醒。岩瀬百樹の墓＜どちらも都指定旧跡＞

山東京伝・京山兄弟の墓です。兄京伝の幼名は甚太郎、の
ゆうせL‘

ちに伝蔵､名は寵字は酉星と改めました。18歳で黄表紙
『開職U蓋耗耀』を発表､その後泗落ホ滑稽本等を次々
出しました。文化13年(1816) 9月7日、 56歳で没しまし

た。

弟京山の本名は百樹と言います。京山は京伝の墓銘を撰文

し、自分の墓銘も53回目の誕生日に自撰、自書しました。安

政5年（1858） 9月24日、92歳の長寿で没しました。

⑩無縁法界塔く区登録文化財＞【文化財48頁l

この供養碑は浮世絵の彫師・摺師らが建てたことがわか
１
１ る、大変珍しいものです。

(11） 力塚く区登録文化財＞

【文化財79頁】

高さ470cmもある巨碑で、昭

和11年1月に相撲協会が歴代相

撲・年寄慰霊のため建立したも

のです。碑陰には「然ルー力士

行司ﾆｼﾃ名声ｦ天下二蝿ｾ斯
と.う

道興隆ノ為二貢献シタル者モ時
二名跡其ノ後ヲ欠クル至レバ後
世空シク無縁I､ナリ祭祀ノ典礼
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もとどり

その後、力士の断髪した髻や、物故力士・行司の分骨を納め

て供養するようになりました。

また新弟子たちが力を授かるように祈願の対象にもなって

います。力塚の玉垣内に4基の碑があります。

①「東京相撲記者碑」

物故相撲担当記者慰霊のため「角力記」の後を受けて、昭

和38年9月に日本相撲協会が建立しました。

②「角力記」

相撲記者慰霊のため、大正5年5月に初代梅ケ谷が建立し

ました。

③「回|句院相撲記」

江戸勧進相撲が、記録で判明した貞享元年（1684）深川八

幡宮境内に始まり、以後の推移を述べ、 さらに天保4年

(1833) 10月から明治42年(1909) 6月国技館が建設される

まで76年間にわたる回向院との関係を記しています。昭和38

年（1962） 9月24日、 日本相撲協会が建立しました。

④「法界万霊塔」

大正5年(1916) 5月に初代梅ケ谷が建立しました。

(13太鼓塚

「呼出先祖代々之墓呼出し連」とし、墓域の左側奥の方

にあります。旧墓碑は昭和6年（1931） 5月に建立されまし

たが、戦災のため昭和34年（1959） 9月呼出し組合により再

建されました。なお呼出塚と呼ばれていたようですが、昭和

58年（1983）に建てられた、墓の左の「歴代呼出し各々之霊

位」の裏面には太鼓塚と記されています。
~

24・芥川龍之介生育の地（両国3-21-14)mmll145

龍之介は明治25年（1892）

3月1日、東京市京橋区入船

町8－1 （中央区明石町）に

牛乳搾取販売業耕牧舎を営む

新原敏三~ふくの長男として

生まれました。辰年辰の日辰

の刻の生まれにより龍之介と

命名されたと言います。生後

7ヶ月で生母ふくの病のた

め、当時本所区小泉町15番地

(両国3］~目）に住んでいた

ふくの長兄、芥川道章に引き

取られ、後13歳の時、芥川家

k＝
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厚
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生育の地の説明板
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の養子となりました。

芥川家は江戸時代からの旧家で､道章は東京府の役人をし、

文学・美術を好み、俳句や南画をたしなみ、盆栽に親しみ、

一家をあげて一中節を習い歌舞伎を見物するなど、教養を重

んじてなお下町的な江戸情緒の濃い家庭でした。

それ以来、物心つくまで生活し、ここ両国界隈・大川端は

龍之介の精神的風土となった地です。 5歳で回向院に隣接す
こうとう

る江東尋常小学校付属幼稚園に入園、翌年l司尋常高等小学校

に入学しました。明治38年（1905）府立第三中学校（両国高

等学校）に入学、同43年（1910）成績優秀により無試験で第

一高等学校第一部乙類に入学しました。その後、大正2年

(1913）東京帝国大学英文科に入学、同5年（1916）卒業し
ました。

このころ、芥川家は府下内藤新宿2丁目1番地（新宿区新

宿2丁目）に転居し、 ｜司7年（1918）塚本文と結婚しまし
た。

大学在学中、同人雑誌「新思想」に「鼻」を発表して夏目

漱石に認められ、文壇に名をなす機縁をつくりました。初期

には多く歴史小説を書き、 「羅生門」「芋粥」「戯作三昧」 「地

獄変」「奉教人の死」「きりしとほろ上人伝」等を発表してい

ます。彼の作風には外国作家の影響のほか、森鴎外や漱石か

らの感化が強いとされています。また、日本の古典、 とくに

『今昔物語』あるいはキリシタン文学などから素材を発見し、
殉教的感激・芸術至上主義的情熱などに興味を寄せていま

す。文体は一語一句をゆるがせにせず、素材に応じて多種多
様な試みをし、人生の一部を知的な視覚から切り取って、大
正期の代表的短編小説家になったと言えます。

大正10年（1921)、中匡I周遊後に健康を害し、神経衰弱や

冑瘍病に悩み、作品にも憂諺の度を加え、 「玄鶴山房」「河童」
｢蟹気楼」に現れています。昭和2年（1927） 7月24日未明、
｢自II朝水涕や鼻の先だけ暮れ残る」の辞世と遺書を残し、
服毒自殺しました。豊島区染井の慈眼寺に葬られ、命日には
毎年「河童忌」が営まれます。彼が好んで河童の絵を画いた
ことにより、この名があります。

遺稿に「西方の人」「歯車」「或阿呆の一生」などがありま

す。また、小説以外に詩、俳句（高浜虚子に師事)、評論、
|随筆にも優れました。
なお、両国高校内にも「大川の水」の冒頭を刻んだ文学碑

が建てられています。
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25・斎藤緑雨終焉の地（両国2-13）皿魎團146厘鰹I

緑雨は慶応3年（1867） 12月31日、伊勢国（三重県）神戸

に斎藤利光、のぶの長男として出生。本名は賢◎父は津の人

で謙堂といい、和歌俳譜をたしなむ医師、母は江戸京橋の人

でした。11歳の時、両親と上京、数年後父が藤堂家（伊勢久

居藩）の侍医となったため、本所緑町3丁目の藤堂邸に住み

ました。緑雨の号も本所を心から愛したためでした。

土浦藩主士屋侯設立の土屋小学校に入学、以来転校をくり

かえし、最後は明治法律学校を中途で終わっています。
こうとう

20歳で「善悪押絵羽子板」などを江東みどりの筆名で今日

新聞に発表し、32歳で満朝報入社。幸徳秋水と親交を結び、

36歳の10月、終焉の地となる横網町一丁目15番地（両国1-

13）に転居してきます｡38歳で明治37年(1904) 4月1日に

永眠しました。戒名は「春暁院緑雨醒客」と幸田露伴がつけ

ました。

＝L

（訟翻瞳財鍾鱈蓮狗添蔚嚴鬮繍》

江戸時代の初め、まだ本所地域の開発は行われていません

でした。明暦3年（1657）の振袖火事の教訓から、隅田川以

東の開発が急暹に開始されました。そのころはまだ狸や狐な

どがよく見られるほど寂しい所でしたから、いつのまにか7

つの謎が作られました。

1．おいてけ堀。錦糸堀（御米蔵の堀とも）で魚を釣ると、

どこからともなく 「おいてけ_|の声が聞こえ、気がつく

と釣ったはずの魚がどこにもないとか。狸説と河童説に

分かれます。

2．落葉なき椎。同愛記念病院のある所は、かつて松浦家の

屋敷がありました。ここにあった大きな椎は、 1年中落

葉が出ませんでした。

3．片葉の葦。両国橋の近くに生えていた葦はなぜか同じ方

向にしか葉を出すことがなかったとか。

4．津軽の太鼓。緑町にあった津軽家の屋敷では、火事の合

図に半鐘ではなく、太鼓を叩いたそうです。

5．狸聯子。ばか嚥子とも言われ、どこからはわからないが、

祭りの聯子がいろいろな方向から聞こえたといいます。

6．送り提灯（拍子木とも)。または送られ提灯とも。割下
水の辺りで前方の提灯に追いつこうとしても距離が縮ま
らないそうです。

7．つかずのあんどん。割.'ﾏ水の辺し)に出ていたそば屋の屋

~~
~
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台に一晩中消えているあんどんが掛けてあったといいま

す。消えているあんどんに灯を点けると死ぬとも。

七不思議とはいいますが、ひとによって表現が異なる

ものもあります。意味が逆のものに変わっている場合も

あります。

8．消えずのあんどん｡ 7のつかずのあんどんの逆で、一晩

中消えないあんどんです。油をさしているところを見る

と死ぬそうです。

9．送られ提灯｡ 6の送り提灯の逆で、どこまでも追いかけ

てくる恐怖･･…･･

10.入江町の時無し◎時間が当てにならない時の鐘。

11．足洗い屋敷。夜中に天井から血だらけの足が出てきて、

「足洗え」と叫ぶ話です。

12．一つ目の唐傘。詳細は不明です。

囮錦糸･江東橋ｺｰｽ
|■■~=了Z篭一一一一一～錦糸町界隈を散策します～ ■

錦糸町界隈を歩きます。錦糸町駅南口を出て、目の前のバ

ス乗り場の中ほど、地下鉄半蔵門線の地上口の脇辺りに1．

伊藤左千夫の石碑と説明板が並んでいます。

四ツ目通りを南に向かいます。QZ~⑧) (錦糸町駅前）の

次の信号を左に曲がると突き当たりに2．錦糸堀公園があり

ます。先ほどの四ツ目通りを曲がらずに直進し、四之橋直前

の信号を西に曲がって100mほどで3~ 歯疎稲荷神社があり
ます。稲荷から北へ道路2本行けば、 4．江東観音が安置さ

れています。寺前の道を西へ向かうと突き当たりが両国高校

です。

高校は西側に回れば正門があります。正門脇には5．芥川

龍之介文学碑が、京葉道路側の体育館裏に回ればマッチ発祥
の地碑が建っています。

京葉道路を渡り、錦糸町駅ビルの西隣に6． アビリテイー

ガーデンが建っていますが、ここの地一ﾄから磁器片などが出

土しました。大横川親水公園に沿って総武線を〈<､ると、右
手に7．津軽稲荷神社が見えます。
津軽稲荷ﾈII1社の,句かい側、今は再開発によってビルディン
グ群となっていますが、そこは8~錦糸町駅前北l .1遺跡だっ

たところです。江戸時代の暦、大小暦が出士しています。ビ

｜
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ル群の中にはホテルなどとともに9~ トリフォニーホールが

建っています。北斎通りを東に進んで行き、駅の北口を通り

越すと、やがて左側に大きな公園が見えてきます。10．錦糸

公園です。この公園のすぐ北側には平成12年(2000) まで、
時計製造で有名な精工舎の大工場がありました。
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住吉

錦糸町駅周辺

(錦糸町駅南口）→（1分）→1 ．伊藤左千夫の住居跡→

（3分）→2．錦糸堀公園→（4分）→3．田螺稲荷神社→

(2分）→4．江東観音→（5分）→5．芥川龍之介文学碑
→（3分）→6．江東橋二丁目這跡→（4分）→7．津軽稲
荷神社→（1分）→8．錦糸町駅北口遺跡→（1分）→9､

すみだトリフオニーホール→（3分）→10．錦糸公園→（3
分）→（錦糸町駅北口） 移動時間：30分

I
' ･伊藤左千夫旧居跡（江東橋3－13：錦糸町駅南口バス乗
り場)m"1146魎圃

駅南口、地下鉄半蔵

門線Al出口の横に、

牧場跡と旧居跡の石碑

と史跡説明板が立って

います。

明治22年(1889) 、

左千夫は上京後しばら

くして、ここ茅場町三

丁目18番地（江東橋

3－5－3）に居を構え、
I

左千夫の歌碑

簔雪
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牧場を設け搾乳業を営みました。現在は駅前広場となってい

ます。

左千夫は元治元年（1864） 8月18日、上総国殿台村（千葉

県成東市殿台）に生まれ、本名を幸次郎といいました。26歳

のとき上京、その後「ホトトギス」に「野菊の墓」を載せ、

激賞を受けました。そして、門下に島木赤彦・斎藤茂吉らを

だしました。この茅場町は左千夫文学の出発点となった場所

といえます。

「よき日には庭にゆさぶり 雨の日は家とよもして

児等が遊ぶも左千夫」としています。「伊藤左千夫記念会」

により昭和58年（1983）に建碑されました。

2．区立錦糸堀公園（江東橋4－17）

おいてけ堀推定地は区内に

いくつかありますが、ここも

そのひとつです。そのため、

全国に広がる親睦団体のひと

つ、河童連邦共和国「おいて

け堀カッパ村」の人々によっ

て平成5年（1993）に河童の

像が設立されました。

「おいてけ堀カッパ村」で

は年間2回ほど、カッパ祭り

を開催してPRにつとめてい

ます。 ユーモラスな河童

3-蝿稲荷神社(江東橋3-3-9）
田螺稲荷神社には、ひとつの逸話があります。ある時、大

きな火災がありました｡周囲の家が次々と燃えていくその時、
稲荷の社殿に多くの田螺がびっしりと張り付きました。お蔭
で田螺は焼け焦げても、社殿は火災から免れました。以来、

人々は霊験あらたかな稲荷として厚く信仰しました。
’

こうとう

4･江東観音（江東橋3－6－5 ：江東寺）
実業家小林一三が、錦糸町駅前を浅草のように活性化しよ
うと計画して、昭和15年(1940)群馬県伊香保にある水沢観
音の別院を建立しました。仲見世のようににぎやかな商店街
や遊園地を作り、楽天地と名づけて江東の浅草を目指しまし
た。しかし、5年後の東京大空襲によってすべて被災しました。
被災後、まもなく観音堂が再建され、今日に至っています。
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5．芥川龍之介文学碑（江東橋1－7－14：両国高等学校）

、洞同128

かつて府立第三中学校と呼ばれました。

(1) 「芥川龍之介」文学碑

龍之介は本校の第7

回生として卒業し、文

壇に大きな足跡を残し

(芥川龍之介生育の地

の項参照）たことは、

人の知るところです。

彼が愛してやまなか

った大川（隅田川）に

ついての、 19歳の時の 龍之介の文学碑

随想の一部を引用したものです。「自分は大川があるが故に

"東京”を愛し“東京”あるが故に生活を愛するのである｡」
しんすいしや

(2)新燧社跡

創始者の清水誠は明治3年（1870）にフランスに渡り、マ

ッチの製法を修得して8年に帰朝し、翌9年に大久保利通の

後援をうけて、ここ本所柳原に新燧社を設立し、赤燐マッチ

(安全マッチ）の製造を開始したのです。

※時の鐘跡

ここから西に約60m、大横川を渡った緑4-22-6にかつて

時間を知らせる鐘楼が建っていました。

江戸時代、江戸城から告げられた太鼓の音は上野寛永寺や

日本橋本石町の時鐘を経由して江戸の町々に伝えられまし

た。本所の時鐘もそのひとつでした。

1

6・江東橋二丁目遺跡

（江東橋2-19-14：アビリテイーガーデン)m皿廻図

錦糸町南口から生涯職業能力開発促進センター（アビリテ

イーカーデン）にかけて、旗本・大名家下屋敷が並んでいま

した。

旗本夏目家の辺りからは､泥茜手などの士製品が大量に出
-こしました。おそらく、屋敷の中では土製品を生産していた
と思われます。出土品の一部は、墨田区埋蔵文化財展示室

(61頁）に展示されています。

※勝海舟の旧居跡

京葉道路の江東橋を渡り、すみだふれあいセンター．区立

江東橋保育朧’ （緑4-35） とその南側（緑4-25の一部）にあ
たる辺りが海舟が暮らした入江lll]-の旗本岡野孫--郎屋敷跡で

二
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す。父小吉の『夢酔独言jによると、岡野が町屋を作って賃

貸ししていたそうで、その中の1軒に海舟の一家が暮らして

いました。

※1_l1岡鉄舟生誕地

海舟の旧居跡からガードを潜り、少し西に向かうと幕末の

英傑鉄舟が生まれた旗本小野家跡に出ます。現在は竪川中学

校（亀沢4-11-15)があります。 （鉄舟は小野家から山岡家

に養子に入りました）

7・津軽稲荷神社（錦糸1－6－12）

ここは陸奥弘前藩津軽家

中屋敷の跡です。中屋敷と

は大名の私邸で、郷土の産

物を保管したりする倉庫で

した。弘前藩は墨田区内に

いくつかの中屋敷を持って

いました。

津軽稲荷神社 明治時代に屋敷を撤収
りょうまつし上う

後、陸軍が兵士の食料を保管~研究する糧秣廠を設置しまし

た。その時、この稲荷だけが残されました。家には守護神と

して屋敷神（稲荷）が必ず祀られました。屋敷神は土着性が

強く、他に移動しないので、置いて行かれることが多いもの

です。この稲荷もそのひとつでした。

なお、 目の前を走る道路（北斎通り）にはかって南割下水

と呼ばれる堀割が流れていました。ここは区内にいくつか推

定される、おいてけ堀推定地のひとつでもあります。

8･錦糸町駅北口遺跡（錦糸1－2， 2－2， 3－2）魎廻豆i画

平成5年（1993)、JR錦糸町駅北口地区の市街地再開発工

事の開始前に遺跡調査が行われました。武家地跡のため、多
だいノー,&うれき

くの出土物が出ましたが、 とりわけ木製の大小暦は珍しいも

のです。大小の月の配列を刷り物にする前の形態だったこと
がわかったのです。 （出土物の一部はすみだ郷土文化資料館

に所蔵されています）

現在、遺跡の上にはホテルやコンサートホールが建ってい
ます。

。
■

9・すみだトリフオニーホール（錦糸1－2－3）

側､徹|綱晒圃

平成9年(1997)に完成したコンサートホールです。新|1

121



本フィルハーモニー交響楽団の活動拠点として建立されまし

た。木材を多用し、柔らかな音響を作り出しています。その

ため、クラシック以外の分野の音楽でも演奏に利用されるこ

とが多くなりました。

10．区立錦糸公園（錦糸4-15-1）

明治時代、 7．津軽稲荷神社の場所と同様に陸軍本所糧秣

廠が設置されていました。大正時代、糧秣廠は他に移転しま

したが、関東大震災後の帝都復興計画による3大公園のひと

つとして、昭和3年（1928）に競技場を備えた緑地公園とし

て開園しました。工業地帯のオアシスとして、約17000坪の

芝生に200mトラックという運動を主体とした空間が作られ

ました。

｜司39年(1964)の東京オリンピックをきっかけとしてスポ

ーツ熱が盛んになり、同42年(1967)江東一の体育館が開館

しました。

※精工舎の工場跡

錦糸公園北側の太平4－1には、精工舎の工場がありまし

た。文明開化とともに時計の需要も拡大しました。創業者服

部金太郎は精巧な国産時計をこの工場から生み出そうと、社

名を精工舎としました。現在、セイコー時計資料館が白鬚橋
近くにあります（見学は要事前予約)｡

’

一一ー玉声一一

睡愈零=露
一国 ←

…u璽宮院画匡＝

昭和32年（1957）区政10周年を記念して、区の紋章が一般

に公募されました。誰もが一目で墨田区とわかるもの、今後

長く墨田区を表し続けることなどを考慮して審査が行われま

した。多数の作品が寄せられましたが、当選したのは区内の

蒔絵師の方が作ったものでした。カタカタナの“ス”を3つ、
向島の“ム”と本所の“ホ”を組み合わせました。

そして昭和59年（1984）健全な家庭とlll].作りをめざす“す

みだ健康宣言”を行い、シンボルマークを作りました。楕円

は広がりを、四角は安定を表し、健康な肌色と自然の緑色、
健康を表す|÷l色で構成されています。また、平成元年（1989）
に新庁舎移転に伴って、統一シンボルを作りました。 12の長
方形を散し)ぱめたロゴに“ふれあい活力ゆとり すみだ”の
スローガンとすみだグリーンと呼ばれる緑色を決めました。
そしてlil12年(2000) 、新たに‘‘すみだやさしいまち官=''

一一一’二I

を打い、やさしさとおもいやりを大切にする町づくりを表す

－
１

１
１
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シンボルマークを制定しました。すみだの空にやさしくかか

るハートの虹をあたたかいピンク色ときらめく紫色の文字で

表しています。

亨④
ロ

“も墓､里力唯とり ロ ロロロ ロ
ロ ロ

すみだⅡ Ⅱ

ロ

圃緑･千歳･立川｡菊川ｺｰｽ
’ ■～本所と深川の境を散策します～~ ~ ~~~~

このコースは本所・深川の境を散歩するものです。

両国駅の東口を出て、京葉道路に出ます。京葉道路を東に

向かうと、C－口（緑一歩道橋）が出てきます。この信号

を50mほど過ぎると、左手に1 .寿座の跡の説明柱がありま

す。さらに進んでロー口（緑三）の所で右折。竪川に架か

る三之橋脇に2．元徳稲荷神社があります。今来た道を少し

戻ってローD(緑三南）を左折します。550m程西行すれば

3．小林一茶・立川焉馬の説明柱が歩道脇の植栽に建ってい

ます｡90m西進すると左手に二之橋。二之橋を渡り、最初の

信号を右に曲がって460mほど行くと、 4.江島杉山神社が

あります。今来た道を50mほど戻り、塩原橋からきている道

と交差しているところで南に向かいます。

50mほど南下すれば5.西光寺、そのすぐ裏には6~初音

森神社が並んで建っています。

神社前の道を南へ、行き止ったら左折します｡200mほど

で7．要津寺に着きます。そのまま東に進み、清澄通りを越

えると8~弥勒寺に至ります。弥勒寺を出て、さらに東に向

かうと、信号の先に右手（南東方向）に走る道があります。

道なりに行くと新大橋通りにぶつかります。ここで、新大橋

通りを東に向かいます。400mほどで三シ目通りと出会いま

す。横断歩道を渡ればここは9~長谷川平蔵．遠I_|_|金四郎の

住居跡です。菊川駅A3出にI前が屋敷の西端です。新大橋通

り東の、最初の信号の所には住居跡を表す卵形のモニュメン

トがあり、ここが屋敷の東端を表します。
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森下駅周辺

(両国駅東口）→（7分）→1 ．寿座の跡→（8分）→2．

元徳稲荷神社→（7分）→3‐小林一茶・立川焉馬の旧居跡

→（6分）→4.江島杉山神社→（2分）→5．西光寺→

（1分）→6．初音森神社→（2分）→7．要津寺→（2分）

→8．弥勒寺→（10分）→9･長谷川平蔵・遠山金四郎の旧

居跡→（1分）→（菊川駅） 移動時間：46分

1 ．寿座の跡（緑2 16-3)m]133

墨東地域では唯一の歌舞伎の常設小屋として明治9年

(1876）に深川から緑町5丁目（現在の3丁目）に移転して

来ました。はじめは常盤座といいましたが、座元が替わり、
名前も寿座と改名して緑’丁目の竪川に近い所に移転しまし

た。数々の興行を打ちましたが入場者は少なく、同25年
(1892）改築期限がきたために廃絶しました。

同31年(1898)、有志によって現在地に寿座（寿劇場）が
再興されましたが、震災で焼失。再建されましたが、空襲に
よって廃絶しました。
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げんとく

2．元徳稲荷神社（立川3-18-2）

この稲荷は、神田の和泉橋付近の名主河村徳右衛門の屋敷
illlでしたが、元禄6年(1693)徳右衛門町とともに移転して
きました。戦前は都内でも有数の縁日で知られていました。
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たてかわえんば

3．小林一茶・立川焉馬の旧居跡（緑1－3-4)m唖函135

この辺りに住んでいた大工

の棟梁、和泉屋和助は廃れて

いた落語を復活させた功労者

です。自らも立川焉馬、 また
うてい

は烏亭焉馬と名乗りました。

5代目市川団十郎に心酔

し、団十郎から団州楼の名を

与えられました。

また、この辺りは、俳人の

小林一茶が暮らした所でもあ

ります。一茶は文化元年

(1804)、大島（江東区）から ー茶旧居跡の説明柱

転居しました。寄寓ばかりだった一茶が唯一借家を借りて、

腰を落ち着けた所です。しかし、祖母の法事のため帰郷して

いる間に、家賃を前払いしていたにもかかわらず、家主に家

を売り払われてしまいました。

えじますぎやま

4.江島杉山神社（千歳1－8－2）皿魎函152

杉山検校は若い頃失明し、家が貧しかったので一念発起、

江ノ島の岩窟で断食祈願し、満願の前夜夢に弁財天より鍼術

を感応、その後寝食を忘れて修練し、ついに杉山流の鍼術を

創始しました。のち5代将軍綱吉に針治療を奉り、本所一ツ

目に方1町（約12,000m2)の土地を拝領しました。ここに総

録屋敷を建て、その西隣に弁財天の1社を建立したのが始ま

りです。

〔1〕「元禄6年（1693)_|銘釣燈籠1対。銘釣燈籠1対。

‘ 社殿創建当時の釣燈繩で貴重

｜ なものです｡非公開。
（1） 「杉山検校頌徳碑」 【報告

書Ⅶ。14頁】

築額の下に杉山検校のレリー

フと点字による銘文銅板をはめ

込んだ頌徳碑で、点字を掲げた

碑は全国的にも珍しいと言えま

しょう。

大正13年(1924)の250年遠

忌に腿ii:された碑が、戦災で損

壊したので、 llH和34年(1959)

に杉| ||検校遺徳顕彰会が卿建し

杓

蜘

凹

一
一
一

~
~

鍔
］

‐

江島杉山神社のいわやみち
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ました。

(2)洞窟

江ノ島の弁財天を模

して、小さな洞窟が築

かれています。

(3) 力石

都内で現在確認され

ている力石の中で、93

賞目 (348kg)は最重

量のものです。 江島杉山神社全景

5．西光寺（千歳2－4－7）

浄土宗知恩院の末寺です｡歌舞伎役者沢村一門の墓があり、
とつL

沢村誠子・助高屋小伝次・伊藤雄之助らが眠っています。

はつねのもり

6．初音森神社（千歳2－4－8）

浅草橋西詰にあった神社が、明暦3年(1657)の大火によ
の

って本所に替地を与えられたようです。境内には田部迺稲丸

の歌碑があります。

【報告書Ⅶ。11頁】

ようしんじ

7．要津寺（千歳2-1-16) [mW1153

臨済宗、京都妙心寺

末で、慶安年間（1648

～51）に僧東鉄が本郷

に創建して、東光山乾

徳寺と号しました。牧

野越中守成儀を開基、

西江和尚を開山としま

す。その後、天和2年

(1682）に焼失して廃 要津寺

寺となっていました。元禄4年(1691) 2月に牧野備後守成

貞が本所の地に7,134坪(23,542m2)を下屋敷として給せら

れ、翌3月9日、その一部を寺に寄付し、再興されました。

(,）偽諜中野先生の墓＜都指定旧跡＞
寛文7年（1667）長II1奇に生まれ、名を継善、字を完翁、通

称は善助、撹謙と号しました。 19歳の時江戸に学び、朱子学
を修めました。関宿侯牧野家に仕え、 150石を賜り、江戸の

滞邸に住みましたが、享保5年(1720)に没しました。
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(2)島男也の墓＜都指定旧跡＞

島男也は勤王家で水戸藩士でしたが、故あって浪人し、大
いくたま

阪に出て生玉神社（天王寺区生玉町）の祠前に住み、剣術を

教えて有名でした。

万延元年（1860）高橋多一郎が_'二方に来て男也を訪ね、機

密を示して反幕計画をたてようとしました。この高橋多一郎

も水戸藩士で、藤田東湖に学び、徳川斉昭の近侍に抜擢され

るなど、なかなかの人物でした。幕府に批判的でとくに井伊

大老の幕政に抗し、種々画策しました。しかし、幕府の探索

は厳重を極め、ついに多一郎父子は自殺に追いこまれ、男也

は捕らわれて江戸に送られ、文久元年（1861） 11月5日、小

伝馬町の牢で獄死しました。法名は「孝道是新居士」です。

(3)雪中庵関係石碑く区登録文化財＞【文化財44頁】

要津寺は芭蕉門下、

服部嵐雪が中心となっ

て活躍していた雪中庵

一門の拠点でした。

境内の一隅に、雪中

庵関係の6基の石碑が

整備されています。
l）ようた

①雪中庵蓼太「みかの

月」の歌碑（｢芭蕉月」の歌碑（｢芭蕉 雪中庵関係石碑群
，おもかげ

翁悌塚｣）

花崗岩の石の正面に「芭蕉翁悌塚」と刻まれ、裏面上部に

｢銘」として、右側に「宝暦十三年（1763)｣、左側に「癸未

十月-'一二日雪中庵門人建」と刻まれています。

②「芭蕉翁百|回|忌発句家碑」

「碑に花百とせの蔦植む雪中庵蓼太」

③松尾芭蕉「古池や」の句碑

｜~古池や蛙飛びこむ水の音はせを」

「安永二癸巳歳(1773)四月-|一二日」 「深川親和七十三歳

書」と2行に刻んでいます。

④雪中庵供養墓

雪中庵4世完来に始まって対山、椎蔭、凰州、梅年、雀志、

宇貫、東枝、竜雨、二松、双美と14世までの供養墓です。

⑤大,嶌蓼夫の墓
自然石を四角の台石の上に置いたもので、台石正面に「雪

上下霜」と刻まれ、水さしに|~雪碑」とだけ刻まれています。
天明7年(1787)に建てられたものです。これは供養墓だと

する説もあります。蓼太は本名大鳥|湯喬、通称平八・吏替の
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三

、

門人にて3世雪中庵と称し、門人多く蕉風復活の立役者とい

います。天明7年9月6日、70歳で没しました。
りとう

⑥前雪中庵嵐雪居士‘後雪中庵吏登居士墓碑

一世雪中庵服部嵐雪、二世雪中庵桜井吏登供養のため、三

世大島蓼太が安永5年(1776)に建立したものです。嵐雪は

江戸湯島の生まれで、新庄隠岐守、井上相模守に仕えました。

早く芭蕉の門に入り、其角と並び称される逸材で、多くの秀

句をのこしています。「梅一輪一輪ほどの暖かさ」や「黄菊

白菊そのほかの名はなくもがな」などはとくに知られた名句

でしょう。なお、風雪は宝永4年（1707） 10月、54歳で没し

ています。また史登は風雪の門人で。宝暦5年（1755） 2月、

75歳で没し、法恩寺に葬られました。

(4)牧野家代々の蟇＜区登録史跡＞【文化財76頁】

当寺の開基、牧野成儀侯ら牧野家代々の墓が墓域にありま

す。

天祥寺の松浦侯、弘福寺の池田侯と共に、区内に残る数少

ない大名墓の一つです。

’

8．弥勒寺（立川1－4

万徳山徳宝院と号

し、かつて京都醍醐寺

三宝院末でした。慶長
ゆうばん

15年（1610）宥鍍によ

って、小石川縢匠町に

創建されました。幾度

かの移転の後、元禄2

年（1689） 2月、新開

地である本所の現在地

に移ったものです。の~

ています。江戸時代は

-4

地である本所の現在地

|唖'154-13）

；~,騨熱

鴨
も

櫛
辞
‐
鴎

杉山和一の墓

に移ったものです。のちに根来寺（和歌山県）の末寺となっ

ています。江戸時代は新義真言宗の触頭で、寺領100石の朱

印状を下付され、関東四力寺中の一寺として高い格式があり

ました。

(1)杉山検校の墓＜都指定旧跡＞【報告書1 ｡ 10頁】

杉山検校は名を和一・といい、慶長15年(1610)伊勢（三重

県）藤堂家の家臣の子として生まれました。しかし、幼くし

て失明し、江戸に出て鍼術を山瀬琢一の門に学び、ついに杉
山流管鍼術を創案しました。

元禄7年（1694） 5月18日に85歳で没し、江の島の弁天社
と弥勒寺に分骨されました。

Ⅱ
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１

１

１

１
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Ⅱ

１
１
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9．長谷川平蔵・遠山

皿画画155,156

鬼平こと、長谷川平

蔵は明和元年（1764）

父の屋敷替えによって

築地からこの地に移り

住みました。

天明6年（1786)、

父同様御先手弓頭に昇

進し、火付盗賊改役

遠山金 (菊川3－16）四郎住居跡

(俗に火盗改の役）に 平蔵。金四郎住居跡

つきました。

8年間の在職中に石川島の人足寄場を創設し、多くの犯罪

者を更生きせたことは有名です。屋敷の西端にあたる都営地

下鉄新宿線菊川駅の入口に史跡説明板が、東端にあたる歯科

医院前には斬新な記念碑が建っています。敷地面積は1$238

坪(4,085.4m2)にも及びました。

なお、長谷川家が屋敷替えで移動した後には、代わって江

戸町奉行遠山金四郎（テレビ時代劇で知られる金さん）の屋

敷となりました。

璽鵬財園じてん諏貢H荊穏砂橋

江戸時代初期、隅田川には軍事上の理由から橋が架けられ

ていませんでした。しかし、明暦3年（1657）の振袖火事に

よって、防火都市計画の一環としての本所・深川開発が始ま

り、橋も4本架けられました。

1 ．両国橋この橋は万治2年（1659)、振袖火事の犠牲に

なった多くの江戸市民が眠る回向院にいく必要から掛け

られました。正式橋名は大橋でしたが、江戸っ子らはか

っての武蔵国一下総国にまたがる事から両国橋と呼びま

した。

現在の橋は昭和7年（1932）震災復興計画によって、

スイスのアルバン橋を参考にして架けられたケルバー式

鋼鈑桁橋です。

2~新大橋大橋の次に架橋されたことから、新大橋と命名

されました。震災にも戦災にも落ちることなく、多くの

人命を救ったため「お助け橋」とも''平ばれました。昭和

53年(1978)に現在の鋼斜張橋に架け替えられましたが、

旧橘の一部が愛知県犬l l lrifにある明治村に保存されてい’
|29



麺

ます。

永代橋元禄6年（1693)、将軍綱吉の誕生日を祝い命

名されたとも言われています。何度も修復を繰り返し、

その度に町人らの支援が行われました。赤穂浪士もここ．

を渡って泉岳寺に向かいました。震災で木製の床が落ち

たため、大正15年（1926）現在の鋼アーチ桁橋が架けら

れました。ドイツのレマーゲン鉄橋を参考にしました。

＜都選定歴史的建造物＞

吾妻橋安永3年（1774)、浅草の町人が架橋を請願し

て出来た唯一の民営橋で隅田川唯一の有料橋でした。正

式には大川橋と命名されましたが、すぐ、に吾蠕神社への

参道にあたるとして吾妻橋と改名願いが出されました。

現在の橋は昭和6年（1931）震災復興計画によって、フ

ランスのグルネル橋を参考にして架けられた鋼アーチ桁

橋です。＜都選定歴史的建造物＞

3．

4

『

蕊繼醐這:!畷剛騨 l繕翻り リ（
、

日本人の大好きな、

篝臓随…雲麦貿ｻｰﾄ州
エコー 墨田区では、匡|技館

が両国に戻ってきたことを祝って、毎年2月に5,000人の第

九コンサートが開催されます。

JR錦糸町駅北口に巨大な黄金の輪が吊り下げられています
音楽都市すみだを象徴するモニュメントの「エコー」で、ア

メリカの彫刻家ローレン~マドソンの作品です。2つの弧か

らなる黄金の輪は音記号を表しています。また、輪を支える

2本の柱には、過去から現在までの音楽家たちの生没年が線
で画かれています‘、

１
１

~~

’
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u
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さくいん
＝－

秋葉神社

芥川龍之介生育の地

芥川龍之介文学碑(両小）

芥川龍之介文学碑(両高）

吾嬬神社

板碑

伊藤左千夫の住居跡

牛嶋神社

牛嶋神社御旅所

歌川豊広辞世狂歌碑

厩橋

梅若塚

江川太郎左衛門終焉の地

あきばじんじゃ

あくたがわりゅうのすけせいい〈のち

あくたがわりゅうのすけぶんがくひ

あくたがわりゅうのすけぶんがくひ

あずまじんじゃ

ぃたび

19,20,52

98,99,114

98,99,106

115，117，
118,120

60,63

4,6,15,16,

20,28,46

117，118

18，19，46

75,76,83

18，19，33

75,76,86

10，11

97,99,104

98,99,110

130

123，124，125

97,99,105

1,2,7

69,71

1,2,5

60,65

61,62

98,99,109

89,95

19，33

98,99,107

75,76

97,99↑103

60,62

1,2,3

1，2，3

97,99,103

1,2.14

60,65

55,57

55,57

75,7686

60,67

18,20,32

97,98,100

6972

117．118，122

117118121

いとうさちおのじゅうきょあと

うしじまじんじゃ

うしじまじんじゃおたびしよ

うたかわとよひろじせいきようかひ

うまやばし

うめわかづか

えがわたろうざえもんしゆうえんのち

えこういん

えこ－

えじますぎやまじんじゃ

えどとうきようはくぶつかん

えのもとたけあきぞう

えんつうじ

えんとくじ

おおいどいなりじんじゃ

おおきわうめじろうぞう

おおたかげんどの〈ひ

おおよこかわしんすいこうえん

かぃどうえんのあと

かつかいしゆうせいたんち

かつかいしゅうぞう

かつしかほ<きいせいたんち

かとりじんじゃ

かねがふちのゆらいせつめいばん

かねぼうはっしようのち

かわたけも〈あみしゆうえんのち

きうんえんあと

きたむきじぞう

きねがわぱいえんのあと

きねがわやくしみちのどうひょう

きむらよしおきゅうきょあと

きゅうこやまけじゅうたく

きゅうぼ〈ていのみち

きゆ")やすだていえん

きらきらたちばなぎんざどおり

きんしこうえん

きん1－ちょうえききたくちいせき

回向院

エコー

江島杉山神社

江戸東京博物館

榎本武揚像

圓通寺

圓徳寺

大井戸稲荷神社

大沢梅次郎像

大高源五の句碑

大横川親水公園

海稟園の跡

勝海舟生誕地

勝海舟像

葛飾北斎生誕地

香取神社

鐘淵の由来説明板

鐘紡発祥の地

河竹黙阿弥終焉の地

岐雲園跡

北向地蔵

木下川梅園の跡

木下川薬師道の道標

木村義雄旧居跡

旧小山家住宅

旧墨堤の道

旧安田庭園

キラキラ橘銀座通り
錦糸公園

錦糸町駅北口遺跡

ｌ刀
可
~

~



ド 言

錦糸堀公園

近代映画スタジオ発祥の地
区のマーク

蔵前橋

栗本鋤雲の旧居跡

啓運閣教会

華厳寺えんま堂

源光寺

元徳稲荷神社

きんしぼりこうえん

きんだいえいがすたじおはっしようのち

くのま－く

<らまえばし

くりもとじようんのきゅうきょあと

けいうんかくきょうかい

けどんじえんまどう

げんこうじ

げんとくいなりじんじゃ

117,118,119

1,2,13

122

75,76,85

75,76,85

1,2,15

75,76,83

75,76,83

123,124

4,5,32,33,
40,56,57,58,
65,66,70,71

庚申塔 こうしんとう

幸田露伴の蝸牛庵跡 こうだろはんのかぎゆうあんあと

幸田露伴の校歌 こうだろはんのこうか

江東観音 こうとうかんのん

江東橋二丁目遺跡 こうとうばしにちようめいせき

弘福寺 こうふくじ

小梅銭座跡 こうめぜにざあと

浩養園 こうようえん

子育地蔵 こそだてじぞう

子育地蔵堂 こそだてじぞうどう

言間橋 ことといばし

寿座の跡 ことぶきざのあと

小林一茶立川焉馬の旧居跡緊縦請き鯉わ
小林家住宅 こぱやしけじゅうたく

狛犬 こまいぬ

駒形橋 こまがたぱし

西光寺 さいこうじ

斉藤緑雨の|日居跡 さいとうりょくうのきゅうきょあと

桜とツツジ ざくらとつつじ

桜橋 さくらぱし

佐原家 さはらけ

三遊亭円朝の旧居跡 ざんゆうていえんちようのきゅうきよあと
塩原橋 しおばらぱし

慈光院 じこういん

18，19，33

18，19，20

117，118，119

117，118，120

19，40

88,89,92

75,76,77

1,2,15

18,20,32

19,20,46

123，124

123,124,125

55,56

31,44,48,
63,70

75,76,87

123,124,126

98,99,116

97

18，19，35

18，19，29

97,99,103

98,99,107

60,65

3,25,29,
42,72,73

75,76,82

1,2,7

88,89

75,76,84

97,99,106

69,70

19,20,51

1,2,6

’

しちふぐじん七福神

篠塚地蔵

下稲荷

春慶寺

殉職慰霊蕊

殉職慰霊碑

正円寺

常泉寺

正福寺

しのづかじぞう

しもいなり

しゅんけいじ

じゆんしょくいれいひ

じゆんしょくいれいひ

しようえんじ

じようせんじ

しようふくじ

I(NTT墨田）

(本所警察署）

_鐘
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常夜燈

成林庵

白鬚神社

白髭神社（東墨田）

白髭神社（立花）

白鬚橋

震災慰霊堂

鈴木家

鈴木家

鈴木家住宅

隅田

隅田稲荷神社

隅田川神社

すみだ環境ふれあい館

すみだ郷土文化資料館

すみだトリフォニーホール

情雄寺

尺振八の共立学舎跡

千栄院

第六十八番札所

高木神社

高松プロダクションの跡

じようやとう

じようりんあん

しらひげじんじゃ

しらひげじんじゃ

しらひげじんじゃ（たちばな）

しらひげぱし

しんさいいれぃどう

すずきけ

すずきけ

すずきけじゅうたく

すみだ

すみだいなりじんじゃ

すみだがわじんじゃ

すみだかんきようふれあいかん

すみだきょうどぷんかしりょうかん

すみだとりふぉに一ほ一る

せいおうじ

せきしんばちのきよう1)つがくしやあと

せんえいいん

だいろ〈じゆうはちばんふだしょ

たかぎじんじゃ

たかまつぷろだくしょんのあと

たちばなたいしようみんかえん

たにしいなりじんじゃ

たまのいいなりじんじゃ

たもんじ

ちいさなはくぶつかん

34,45

1,2,6

18，19，29

55,57

60,67

1,2,14

97,98,101

18，19，20

18，19，20

1，2

67,68

1，2，15

1,2,11

60,61

18,19,45

118,121,122

75,76,78

98,99,107

89,95

1,2,15

69,70

69,72

60，67

117，118，119

1,2,15

1,2:3

59

18,19,20,

48,65,126

19，35

89,95,117,
118,121

97↑99,104

75,76,78

75,76】81

60,66

12,21,57

21,31,53,62

75,76,85

69,71

18,19,49

45,48,65,67

55,58

60,65

116

75,76,77

75,76,84

立花大正民家園

田螺稲荷神社

玉の井稲荷神社

多聞寺

小さな博物館

力石

長命寺

津軽稲荷神社

津軽家上屋敷跡

天祥寺

桃胄寺

東漸寺

道標

燈籠

徳山稲荷神社

飛木稲荷神社

富田木歩終焉の地
鳥居

鳥井家

長友家

七不思議

如意輪寺

能勢妙見堂

ちからいし

ちょうめいじ

つがるいなりじんじゃ

っがるけかみやしきあと

てんしょうじ

とうせいじ

とうぜんじ

と'うひよう

とうろう

とくやまいなりじんじゃ

とびきいなりじんじゃ

とみた;もつぼしゆうえんのち

とりい

とりいけ

ながともけ

ななふしぎ

によいりんし

")せみょうけんとう
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97,99,104

123,124,129

123,124,126

98,99,109

97,99,105

75,76,80

62

97,98,102

97,98,99

88,89,94

18，19，28

18，19，34

88,89,90

18，19，50

75,76,86

98，99108

89,92

60,61

75,76,77

75,76,85

19，53

55,57

18，19，48

18，19，42

75,76,80

123,124,128

55,58

18，19，23

75,76,86

75,76,82

1,2,8

19,20,52

55,56

18，19，20

89,95

123,124,126

88,89,92

98,99,108

97,98.99

88,89,93

87

18，19，21

4,22,54166

1449.96

野見宿禰神社

長谷川平蔵｡遠山金四郎の住居跡

のみのすぐねじんじゃ

はせがわへいぞう ・とおやま
きんしろうのじゆうきょあと

はつれもりじんじゃ

はなぴしりょうかん

はんのきいなりじんじゃ

ふくごんじ

ふ<じんぱしきたづめ

ふつこうきれんかん

ふなはしせいいちせいたんのち

ほうおんじ

ほうせんじ

ぼくていのさくら

ほっしょうじ

ほりたつおのじゆうきよあと

ほんきゅうじ

ほんじょまつざかちようこうえん

ほんぽうじ

まいぞうぶんかざいてんじしつ

まくらぱし

まっくらよれきちのじゆうきよあと

まつもとけ

まんぷくじ

みととくがわけしもやしきあと

みめぐりじんじぺ，

みようえんじ

みろ〈じ

みわざといな'）じんじゃ

むこうじまひやつかえん

むらまつしほこのさんばがつこうあと

めいとくしI)ようかん

もくぼじ

もりおうがいじゅうきょあと

やひろこうしんどう

ゆ一とI)¥

よううんいん

ようしんじ

よこかわいつちようめいせき

よへえずしはっしようのち

I)ようごくこくぎかん

れいしよういん

れがった

;ILんげじ

ろくじぞう

わたi_

初音森神社

花火資料館

榛稲荷神社

福厳寺

福神橋北詰

復興記念館

舟橋聖一生誕の地

法恩寺

法泉寺

墨堤の桜

法性寺

堀辰雄の住居跡

本久寺

本所松坂町公園

本法寺

埋蔵文化財展示室

枕橋

松倉米吉の住居跡

松本家

萬福寺

水戸徳川家下屋敷跡
三囲神社

妙縁寺

弥勒寺

三輪里稲荷神社

向島百花園

村松志保子の産婆学校跡
明徳資料館

木母寺

森鴎外住居跡

八広庚申堂

ユートリヤ

陽運院

要津寺

横川一丁目遺跡

与兵衛鮨発祥の地

両国国技館

霊性院

レガッタ

蓮花寺

六地蔵

渡し
~
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